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第一部　龍りゆうと海かい賊ぞく







――大いなる地の四方にまた大地有り。

　はじめの九九九年の間、央と四方とに龍りゆういまし、天には光満ちて世を見守れり。

　千年経たちて龍、相争い、神世乱れ、央の龍失せ中原ともに海と化したり。

　再び龍目覚め争あらそうとき、大地に災わざわい訪おとずれん――


（『ラヴァルス年代記』六六六六年写本。原本焼しよう失しつ）









――記録上「ラヴァルス」の名が蘇るのは、七一〇〇年代最大の戦役として知られる「龍神大戦」である。この大海戦時代に現れた「神眼提督」ことステパン・ラヴァルスは、歴史家の多くから「海戦史上の突然変異」と呼ぶべき鬼才と見なされているが、その出自には不明な点も多く……（後略）――


（「世界魔法戦史」大魔道士Ｂ・カストルディ著）









序章







　朝あさ霧ぎりで視野が白く塗ぬりつぶされているにもかかわらず、少しよう年ねん少しよう女じよ達たちは迷うことなく、わかりきっているように木の桟さん橋ばしを渡わたっていった。

　左右に林立する帆ほば柱しらには、まだ帆は張られていない。どの船もまだ出港の時を迎むかえていないか、あるいは――まだ夜の漁から帰ってきていないかだ。

　そのうちの一いつ艘そうに真っ先に飛び降りたのは、限りなく銀に近い灰色の長い髪かみと、青いスカートをたなびかせた少女だった。

「お兄ちゃん、遅おそい！」

　振ふり返かえりざまに、屈くつ託たく無く笑う。その後に続く二人目も一いつ緒しよに振り向く。

「そうだぞ、ステンカ。このままだと見つかっちまう」

　体格の良い黒髪の彼かれは、様子からして少女の兄ではなかった。

　最後に残ったスレンダーな少年こそは、少女の兄、ステンカだった。少しくすんだ灰色の髪をしたステンカは、呆あきれたように微笑ほほえみながら悠ゆう々ゆうと近寄っていった。

「ツィンカもラスラーンもせっかちだなあ。この霧きりが晴れるまでは待とうよ。風だって出ていないじゃないか。慌あわてて出て《水妖ヴアージヤ》につかまっても知らないぞ」

　もうすぐ海風が霧を吹ふき飛とばすだろう。どちらにしろ帆はん船せんは、凪なぎでは動けない。

　なにより彼は、「気を利きかせてやってるのに」ということをこっそり、親友に対して思っているのだが、口にはせずただ苦く笑しようするのみだ。もっとも、妹のほうにそれをありがたがる気配がまったくないので、無む駄だな気き遣づかいだろうなとも半ば悟さとってはいる。

「そりゃ、そうだけど」

　ラスラーンは苦笑しながら桟橋に陣じん取どり、もやい綱づなを外しにかかった。せっかくの機会だというのに、ツィンカと二人での船出は選ばなかったようだ。ステンカの読み通りだ。

　漁に出るには早すぎるか遅すぎるか、いずれにしても半はん端ぱな時間。そんな時間に少年達だけで船を出だすのは、もちろん、ろくでもない理由に決まっていた。けれど、彼かれ等ら自身にとっては手慣れた、「ちょっとした冒ぼう険けん」だ。

「今日はどこまで出すの？」

　妹のツィンカは、人の気も知らずに無む邪じや気きに笑っている。

「ここから見える島はだいたい回ったけど、どれも宝島じゃなかったなあ。そろそろ、もっと沖おきに出てみようぜ」

「また怒おこられるだろうなあ」

　霧が晴れさえすれば、彼等の眼前にははるかな水平線と、そこに散らばる大小の島々が見えることだろう。そのどこかに、かつて祖先が隠かくした財宝が眠ねむっている……よくある昔話だ。けれど、港の子供達を海に誘いざなうには、十分すぎる。

　どうせ村に残っていても、荷運びの手伝いをさせられるだけだ。それなら、船に乗っていたほうがよほど面おも白しろい。誰もがそう考えるのだが、同世代でそれを実行に移せたのは数人に限られていた。たいていは親に見つかって連つれ戻もどされるか、あるいは早くから漁の手伝いにかり出されて宝探しどころではなくなるからだ。

「でも、そもそもすぐ近くにあるならもう、だれか見つけてるよな。ならやっぱり、ずっと先にあるんだろう」

「このまま先に行っても東岸に出るだけじゃないか。いっそ外海に行かないとだめなのかもな」

　自分たちの冒険の舞ぶ台たいが実は大きくとも「内海」であり、無限には続いていないことも、少年達は知ってはいた。けれど、行き止まりでもない。こうしていれば、「いつか」は必ずたどり着くと、そう信じて船出の時を待っている。

「いっけない、忘れ物しちゃった！」

　唐とう突とつにツィンカは声を上げ、そして了りよう解かいを求めるでもなく、はしたなく大おお股またに桟橋へと跳とび上あがった。

「また母ちゃんに見つかるなよ」

　少年達は苦笑を交かわしあった。よくあることだ。これだから女は面倒だ、よけいな手間ばかりかかる、と口では言いながら、彼等が待つのをやめたことなど一度も無い。

　ふと、霧がゆっくりと流れ始めた。

「凪が終わる」

　どちらともなく、少年達はつぶやいた。日が昇のぼるにつれ海からの風が霧を吹き飛ばし、村の姿を明るみにさらしていく。

　ささやかな、木造の小屋ばかりが並ぶ小さな漁村。干ひ潟がたのような湿しつ地ち帯たいを突つき抜ぬけた桟橋一本だけで外の世界と繋つながり、背後は山に囲まれ、地元民から見てもあまりに不便。最近になってようやく、西の峠とうげを越こえる道が出来た、そんな辺へん鄙ぴな所だ。

　にもかかわらず、何に備えてか、物見の櫓やぐらは二つも三つも建っていて、教会の鐘かね撞つき塔とうがかすむくらいだ。

　昔、戦いくさに敗れて落ち延びた先祖が、敵に備えて建てたのだと伝わっているが、実際にだれかが攻せめてきたことなど、一度も無かった。

　その役に立ったことのない櫓の下を、ツィンカは青いスカートをひるがえして、脇わき目めもふらずに村へと戻っていく。

「早くしないと、置いていくぞ」

　ステンカはその背中に呼びかけた。実際、船はもう桟橋から切きり離はなされ、潮流に流され始めている。急がないと、ツィンカは置き去りにされるか、さもなくば、いささかはしたない格好で飛び移るほかはない。

　もちろん後者になるに決まっていると見切っている少年達は、さて今日はどうするかな、といささか意地悪気な面おも持もちで村の方を振り返った。

　二人の表情が、いつもと違ちがって硬くなったのは、走って行く少女の姿になにか変化があったからではない。

「なんだ、あれ……塔の上」

　ステンカが指さすと、ラスラーンも少女のずっと上に目をこらした。

「カモメかミサゴの群れ……にしちゃ、でかいような」

「それ」は、そうしている間にも、のんきに飛んでいる海鳥とはまったく異なる勢いで、さらに大きくなっていった。

　たしかに翼つばさがある。羽ばたいている、だが、青い。尾羽のかわりに蛇へびのような長い尾をくねらせているし、ぶら下がっている足が四本あるように見えたし、なんといっても、上に何かが乗っている。

　朝日を反射してきらびやかに輝かがやく、なにかを身にまとった、人間のようなものが。

「まさかと思うけど、あれ、竜なんじゃ……？」

　ステンカが、おずおずと言った。

「ば、馬ば鹿かな。そんな珍めずらしいもの、こんな所に来るもんか。けど、上に乗ってるのは……」

「人、かな。で、光ってるのはもしかしたら」

「鎧よろい、じゃあるまいな」

　お互たがいの言うことを否定し合ううちにも、飛来するなにものかの姿はさらに大きくなり、そしてすべての予想が当たっていたことを次々と裏付けていった。

　それはたしかに、どう見ても、青くて大きな翼をもつ空飛ぶ竜と、その上に騎き士しのようにまたがる甲かつ冑ちゆう姿すがたの人間であった。

　それも、複数。

　その条件にあてはまるものは、少年達の知る限り、この世界にひとつしかなかった。

「竜騎士、ってことは神聖帝国だ！」

「あ、あり得ねえ！」

「じゃあ、他に何があるんだよ！」

　他には何もあり得なかった。

　やや遅おくれて、物もの見み櫓やぐらの半はん鐘しようが初めて鳴なり響ひびいた。ツィンカはその音におどろき、立ち止まって振り向いた。

　その刹せつ那な、鐘を鳴らしていた第一の櫓が、炎ほのおとともにくずおれた。

　そのすぐ上を、青い皮ひ膜まくの翼が飛び越えた。

『《飛竜リンドヴルム》は西の守護龍の眷けん属ぞくにして、炎のブレスを吐はき戦う。彼等と契ちぎった魔ま法ほう使つかいの国もまた、西の彼方かなたにある』

　とは、少年達が繰り返し聞かされてきた「おはなし」だった。だが、それが現実に、自分たちに向けられると思ったことは一度もない。「西の彼方」とは事実上、空想上の土地とかわらないはずだった。

　だから、そんなことが本当に行われたのだとは、理解しがたかった。呆ぼう然ぜんとする三人が事実を事実として受け入れたのは、教会の塔も同じように焼け落ちてからだった。

「ツィンカ、戻るな、こっちに来い！」

　少年達はあらんかぎりの力で、叫さけんだ。ツィンカは、にもかかわらず反対に、村へと戻っていこうとした。

　村では、大人達が次々と通りに飛びだして、右往左往してから、やっと脅きよう威いが空からのものだと気がついた。中には手に銛もりや弓、火ひ縄なわ銃じゆうまで持ち出してきた者もいるらしい。しかし、それを空に向けたところで、竜に通じたかどうか。

　矢の届かぬ高みから、竜騎士たちとその竜は悠々と炎を浴びせかけ、人々をなぎ倒たおしていく。ツィンカは、その中に向かっていこうというのだ。

「僕らも戻ろう」

　ステンカも櫂かいを手に、船をこぎ始めた。このままではツィンカが危ない。なにより、彼等の家族だってあの村にいるのだ。このままでは皆みな、焼け死んでしまう。

「くそ、なんだってこんな田舎いなかに、竜騎士サマなんぞが！」

　ラスラーンも憎にく々にくしげに吐き捨てながら、一緒に櫂を海面に突き立てる。海風も、彼等の背を押おしてくれるはずだ。

　しかし、霧が晴れていくに従って、竜の攻こう撃げきは激しさを増していった。そしてとうとう、一頭が少年達の船を見つけた。いや、少年達からは、「敵」はツィンカを狙ねらってきたように見えた。

　低空を薙なぐように桟橋に向かってきた竜の口から、炎が躍おどった。少年達はたまらず、船底に身を伏ふせた。

　火か炎えんが焼やき払はらったのは、船ではなかった。少年達とツィンカの間に横たわる桟橋が、弾はじけて燃えた。

　顔を上げた少年達の視線の先で、立ちすくみ、おびえた少女の顔が遠く、炎と黒こく煙えんの向こうにかき消されていった。

「ツィンカァァァァッ！」

　とっさに立ち上がったラスラーンに、

「危ない！」

　ステンカが飛びついた。船がぐらりと揺ゆれ、二人はそろって投げ出される。

　次の瞬しゆん間かん、二人を乗せていた船は消し飛んだ。一いち撃げきで塔をへし折る大たい砲ほうのようなブレスを前に、小こ舟ぶねは原形も残さぬどころか、勢いあまった火力が海面を気化させ、蒸気の勢いが二人を吹き飛ばした。







　少年が目を覚ましたとき、その身は力なく波に揺られるのみだった。仰あお向むけだったのは不幸中の幸いだろう。うつぶせだったら溺おぼれていた。

　村はどうなった、と、慌ててあたりを見回す。離岸流に乗せられたのか、陸地からずいぶんと離されていたが、それでも、村の方角はすぐに分かった。

　白い霧に替かわって真っ黒な煙けむりが港を覆おおい、その周囲を青い竜が飛び交っていたから。

　しかし、だとすると、と少年は思った。

　そのたちのぼる黒煙よりも高く、黒くそびえたち、あの飛竜リンドヴルムをまるでカトンボほどの小物のように従えるかの巨きよ大だいな影かげは、なんなのか、と。

　その答えも、知る限り、一つしか思い付かなかった。

「西の守護龍……？　どうして、そんな」

　いうなれば、邪じや神しん、あるいは魔ま王おうと同列の恐おそるべき概がい念ねんを脳のう裏りに浮うかべたまま、少年はただ力なく、流されて、ただ流されていく以外にどうしようもなかった。
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　天てん暦りやく七一○八年。

《四方の守護龍》は今や国家の守護者として召しよう喚かんされるものとなった。かつてこれに史上初めて成功した魔道大国「神聖帝国」は、この年になって突とつ如じよ、その守護者たる「西の黒龍・メッサー」とともに大陸の中央部、《大内海》の西岸へと侵しん攻こう、その一角を占せん領りようした。

　それがいかなる巨大な意志にもとづくものであったかはついに明かされず、ましてや襲おそわれた村のものが知ることはなかった。




　二人の少年があらためて知ったのは、海の味が涙なみだと同じだということだった。







第一章　海







　人の世のことなど知らぬかのように、海はかわらずに自然の営みを淡たん々たんと続けている。東岸であろうと、港は朝には海霧に包まれる。何もかわることはない。

　解わかっていてもなお、ステンカにとってはあまり気分の良いものではなかった。あれから二年が経つのに、同じ事を思い出してしまうから。

「ラスラーンのやつ、遅いな。どっかで喧けん嘩かでもしてんのか」

　早朝だというのに、ステンカは一見ちぐはぐなことをつぶやきながら、小舟を背に桟橋で待っていた。この一本マストの木造漁船が、彼等の今の全財産だった。これでも二人で夜のうちに出港すればチョウザメの密漁くらいできるのに、これでは一日を無駄にしかねない。

　危ない橋を渡っているので、ステンカはただぼうっと待っているわけではない。警備兵に見つからないよう、あたりの様子にこまかく気を配っていて、せわしない。待つ側になったことだけは、あの朝と逆だ。

　帝国の侵攻をきっかけに《大内海》を巡めぐる大戦争が巻き起こることを誰だれもが予期し、恐れたにもかかわらず……あれからまる二年経っても、東岸や南岸の諸国は兵を挙げなかった。大陸の中央に横たわる《大内海》は内海といっても十分に広く、一部くびれた海域を別とすれば帆船で横断するにも三、四日、縦断するならその倍はかかる。無理に《西の守護龍》――否、いまや帝国の《国家守護龍》に挑いどまなくとも航行や漁に支障はない、と、各国とも考えたのだろう。あるいは残る三方の《守護龍》が、争いを拒こばんだのか。帝国も対岸までは侵攻してこなかったこともあり、占領された西岸を見捨てることによって、海をめぐる人の世は緊きん張ちようの中にもかろうじて平へい穏おんを保っていた。

　巨大な三本マストの帆船が何なん隻せきも停てい泊はくする東の港は、二人にとってはただ水夫として住むことが黙もく認にんされているだけの、頼たよる者の一人もいない他所の土地にすぎなかった。

　ふと、ステンカが異常に気づいた。

「誰か来る」

　ステンカは身構えた。今朝は船に魚が無いから、見つかってまずいことはないはずなのだが、流れ者となった二人が「東岸諸侯国の警備兵は帝国軍とは戦わないくせに、弱い者いじめや賄わい賂ろには熱心なやつばかりだ」と呪じゆ詛そを吐き続けること二年。出来れば、なにもしていなくても関かかわりたくない。

　やがて霧の中から姿を現したのは、兵士ではなく、二人の男だった。いや、一人はよく知った顔だ。

「よう、ステンカ、おはよう」

　さんざん待たせておきながら、ラスラーンは悪気もなさそうに笑っていた。

「ずいぶんと上じよう機き嫌げんじゃないか。よほど、いい話なんだろうね？」

　ステンカが安あん堵どしつつ若じやつ干かんのあてこすりを交えるも、ラスラーンはまさに、という顔をして、二年前より一回り屈くつ強きようになった胸むな板いたを反らすだけだった。

「そうとも、上客だぜ」

　ラスラーンが連れてきたもう一人を紹しよう介かいした。男は武装はしておらず、たしかに兵や騎士ではないようだ。年は三十代ほど、貴族というには質素な身なりだが、みすぼらしい水夫姿の少年達よりあきらかに数段高い身分とわかる。

　男はキリエとだけ名乗った。さる町の、高貴な人物に仕えているという。

「船と水夫を雇やといたいが、いろいろ条件があってね。立場上ここの候には話を通せないのだ。だから、君たちのような者を探していた……どうかね」

　渡し船の依い頼らいか、とステンカはまず普ふ通つうに考え、しかし、すぐには信用しなかった。そんなありふれた仕事がチョウザメより実入りがいいはずはないし、なにより、ラスラーンがわざわざ連れてくるほどのことでもない。ステンカはラスラーンの首根っこをつかみ、客に背を向けて耳打ちした。

「念のため聞くけど、どこで捕つかまえた客だ？」

「夕べ、酒場の裏でな。船を探しているにしてはコソコソしてたんで、捕まえてみたら、大当たりだ」

「いや、それ、どう考えても訳ありだぞ」

　ステンカは眉まゆをひそめたが、ラスラーンはむしろ、にやりと笑った。

「だから、いいんじゃないか。いくらでもふっかけられる」

「それにしたって、行き先次し第だいだろう、どこまで行くつもりだよ」

　小舟でこの海を渡るのは難しい。たいてい彼等が渡し船の仕事で行くのは沖に泊とめてある大型船とか、陸路の無い近くの港とか、沖おき合あいの島までだ。

　ラスラーンはにやついたまま、もったいぶって答えた。

「笑わずに聞けよ。あいつが探しているのは……宝島だ」

　たしかに、笑い飛ばすには複雑な気分を呼び起こす言葉だった。

　朝の海霧は、二年前のあの日と同じようにあたりを覆い隠し、違うのはツィンカはもとより、親しい者にはあれ以来、一人も会っていないこと。

　この霧が晴れたらまた竜が飛んでこないかと、ステンカは気が気ではなくなった。

「なんでそんな、怪あやしげな話に乗るんだよ」

「それがな、条件が破格なんだよ。なんでもあいつの主人は宝島の地図を持ってて、それを信じてるそうだ。ものすごく本気らしくてな、前金だけでこれだぜ」

　ラスラーンは懐ふところから革かわ袋ぶくろを出してステンカに渡した。ずっしりと重く、中には金貨が詰つまっていた。さしものステンカも目を見張る。

「前金？　掏すったんじゃあるまいな。これだけでも、あの船を買かい換かえられそうだぞ」

「ちゃんともらったもんだ、驚おどろいたろ。しかも話はこれで終わりじゃない。あいつの主人は、兵隊持ってるんだ！　首しゆ尾び良く島が見つかったら、貸してくれるってよ」

「お前、それ、あいつにしゃべったのか」

　このころ軍隊といえば傭よう兵へい隊たいがふつうで、国ではなく領主や金持ちがつまらない理由で小こ競ぜり合あいを始めることも珍しくはなかった。とはいえ、庶しよ民みん、しかも少年が雇うというのは、よほどの事情があるものと思われてしかるべきだ。

　もちろん彼等にはその事情がある。諸侯軍の船は、流されていた二人を拾ってはくれたが、それだけだった。帝国軍と戦って村を取り戻してはくれなかった。

　だったら、自分たちでやってやる、と思うのも無理はない。ただし、ステンカの意見はやや異なる。

「もう少しいい船を買うだけでも、内海じゅうを回れる。そうすれば、人ひと捜さがしはずっと楽になる。仇討ちはその後でいいだろ」

　とステンカは思っている。父母も妹も、もし生きていれば、彼に直接の「仇かたき」はいなくなる。だがラスラーンが同意してくれたことは一度も無い。

「ツィンカのいない、知らない土地なんかどうでもいい。俺おれは奴やつ等らを皆みな殺ごろしにするんだ。むしろ急がないと、敵の兵力が増えちまうだろ」

　お前に死なれたら、僕だって生きられないけどな、とステンカは言いたかったが、飲み込んだ。急せかすように、客のキリエ某なにがしが声をかけてきた。

「話はまとまったかね？」

　ステンカはため息をつくと、ラスラーンの背をぽんと叩たたいた。

「しょうがない、もらうものはもらっちゃったし。けど、島が見つからなかったら、その前金で船を買うからな」

「ああ、それでいい」

　やっと同意をとりつけると、二人はそろって振り返り、キリエにとっておきの作り笑いを浮かべて見せた。

「ようこそ、僕らの船へ！」

　海風が霧を払い、古ぼけた小舟の姿をさらした。幸いなことに、キリエは落らく胆たんせず、乗ってくれた。少年二人は舫もやいをとき、錨いかりを上げた。

　そして……




　再び、海は霧に閉ざされた。

「凪だ。風が出るまで待つしかない」

　だらりと垂れ下がった吹き流しを見上げて、ステンカは早々に諦あきらめた。

「ちっ、凪にはろくな思い出がねえな」

　ラスラーンは舵かじから手を離して、船ふな縁べりをやつあたり気味に叩いた。

「櫂はついていないのかね」

　たった一人の乗客は、不満そうだった。

「ないことはないが、そこまでやるとなると割り増し料金だな」

「この霧じゃあ、どちらにしろ島は見つかりませんよ」

　悟りきったように言う二人の少年を、乗客は納なつ得とくのいかない様子で見比べた。

「いま、どのへんだ？」

　ステンカが問いかけると、ラスラーンは懐から巻いた羊皮紙を出して広げた。

「太陽も見えないな。半日走ったから、このへんまで来ていたはず」

　羊皮紙には南北と東西二方向に奇き妙みようにねじ曲がった大きな湖のようなものが描えがかれ、その上にマス目が引かれていた。

　これが、彼等の知る限りのこの海、大内海の全すべてだ。名の通り、大陸のど真ん中にぽっかりと口を開けたように塩水を湛たたえた閉じた海だ。図上で見ると小さく感じるが、下手な国よりもよほど広い。

　それを、どこにあるかも判然としない「宝島」へ、寝ね泊とまりも難しい小舟で渡れというのがどだい、無む茶ちやだ。

　だからステンカも、今日のうちに島が見つかるなどとははじめから思っていない。何日も何日も、キリエからふんだくり続けるつもりだった。

「多分、北湖のこのへんだな。まだ多島海の中に踏み入るには、少し遠い」

「このまま霧が晴れなかったら、一番手近な港は？」

「できれば、あまりほうぼうの諸侯に何度も税は払いたくないなあ。そのときは渡し賃に上乗せしていいかい？」

　ステンカが訊たずねると、キリエは不ふ機き嫌げんそうに眉をしかめたが、それ以上ごねたりはしなかった。無理なことを頼たのんでいるとは、先方も重々承知なのだろうと思った。たぶんこのおっさんも、雇い主から無む理り強じいされて困っているのだろう、と。

「どうせ風が出るまではヒマなんだ、聞かせてくれよ。宝島について、いったいどこまで知っているんだ。その巻物は信用できるんだろうな？」

　ラスラーンが脅おどすように客に尋たずねる。ステンカは、それは客商売の態度じゃないぞと思ったが、島が見つからないと兵隊も借りられない。ラスラーンの気持ちがわかっているから、何も言わなかった。

「ふむ、では、亡国の公く家げと眠れる《大海竜ワイズ・ドラゴン》、という話はどうかな」

　キリエが発したその言葉に、二人の耳はびくりと反応した。

「なに家、だって？」

「ラヴァルス家の年代記は内海でもっとも有名な古文書なのだろう？　かつては東岸諸侯を支配したが、数百年前、アレコ大公家との争いに敗れて滅めつ亡ぼうした。しかし伝説ではその末まつ裔えいが内海のどこかに落ち延びたとか、侯爵家の財宝はお抱かかえの魔道士だか錬れん金きん術じゆつ師しの手によって、多島海のどこかに隠されたという……」

「ああ……そういえば、そんな名前のもあった……かな」

　ラスラーンの返答があからさまにつっかえたので、ステンカは慌てて目配せをした。

　その話の「勝者」アレコ大公家こそは、いま東岸諸侯の上に君臨する支配者だ。ステンカ達から賄賂をせびる連中もその手下だし、子供のころから聞かされた昔話ではかならず「敵」だった。もっとも今では、より直接憎にくむべき別の敵が出来てしまった。

　客は気づいていないのか、続きを話し始めた。

「年代記によれば、央の龍は転生したとされている。それが《大海竜ワイズ・ドラゴン》のはずだ。版によっては、それを召喚して守護龍にしようとしたのが件くだんの魔道士だといい、あるいは逆に封ふう印いんしたのだという異本もあるが、いずれにしても、竜と宝島には関係があり、見つかれば莫ばく大だいな財産のみならず強大な力を得られると言う。この巻物は、年代記の研究に基もとづいた、最も信用できる地図なのだよ」

「ところが数百年にわたって無数の船が内海をくまなく行ったり来たりしてるのに、だれも見つけていない。てことはたぶん実在しないんだ。お客さん、そのなりからしてかなり遠くから来たんだろうけど、本気にしても疲つかれるだけだ」

　ステンカは、かつて宝探しに熱中したことを悔くいるように、そしてラスラーンに言い聞かせるように言った。あの日、船にさえ乗っていなければ、最悪でも、ツィンカと死に別れることはなかった。

「見つからないから、ないんだと思い込むのかね」

　キリエは額面通りに受け取ったようだ。

「見つからなかったら、私の主人も兵は出してくれまい。君も困るはずだ」

「たしかに残念だ。そんな酔すい狂きような大人は、たぶん、あんたの主人だけだろうからな」

　ラスラーンにしてみれば、兵は欲ほしくとも宝の実在にまで責任はとれまい。しかし、キリエは意外な名を口にした。

「いやいや、本気になっている大人は結構いるので、遅れをとるわけにはいかないのだ。たとえば大内海の海かい賊ぞく達たちとか、あるいは」

「あるいは？」

「二年前、神聖帝国が侵攻してきたことくらいは知っているだろう。その目的は、なんだと思う」

　神聖帝国。それは大公家よりもはるかに、直接、二人の心をかき乱す名だった。

「あいつらが、そんなことのために、だと？」

「ありえない。こんな噂うわさ話ばなしを信じて《守護龍》まで出てくるなんて」

　ラスラーンもステンカも、口をそろえて否定した。

　けれど、とステンカはほんのわずか、可能性を認めてしまっていた。それこそ、なんら価値のない田舎の村をただ攻め落としたというより、ほかに目的があって沿岸に拠きよ点てんが欲しかったのだ、というほうがまだしも、筋が通るからだ。

　竜に騎士を乗せて飛ばすような魔ま法ほうの国なら、魔法の宝を真に受けるかもしれない。伝承にある「落ち延びた先」がどこなのか知っていたなら、宝探しの手始めに奪うばうには、他の港より意味があるだろう……

「まさか、ね」

　いささかこわばった声でつぶやいたステンカは、自分たちの態度が客にどう思われたかに気を配る余よ裕ゆうを無くしていた。

「そんな酔狂のせいでこんな目に遭あうなんて、認められるものか」

　ラスラーンはもっと直接、感情をはき出していた。

「けれど、誰にも見つけられない島があるんなら、だれの領地でもない。みんなで住むにはいいかもね。となると、奴等にだけは見つけてほしくないな？」

　ステンカは耳打ちしたが、ラスラーンは全面的には同意しなかった。

「何度言ったらわかる。俺は何より先にツィンカの仇をとる。こうなったら意地でも宝を見つけて傭兵を集めてやるぞ」

　二人の心境に気がついているのかいないのか、客は、

「競争相手が多いからこそ、あえて君たちを選んだのだ。急いでくれたまえよ」

　と、すこし尊大気味になった。

「そこまで本気なら、この船で回れる範はん囲いのことも計算に入れるべきでしたね。三日走り続ける用意はないし、海竜にでも会ったらひっくり返されるよ、ほら」

　ステンカはいささか皮肉混じりに海を指した。霧の向こうに、鱗うろこに包まれた蛇のような背が見え隠れしていたのだ。幸い、襲ってくるつもりはないようだ。

「いかに私が内陸の者でも、《海トカゲ竜》と《大海竜ワイズ・ドラゴン》を間ま違ちがえはしないよ。格が違う」

　キリエは心外という顔をしたが、もちろんステンカは解っていてからかったのだ。《海トカゲ竜》は竜とは名ばかりの、手足のついた大海蛇にすぎない。内海の主ともされる《大海竜ワイズ・ドラゴン》よりずいぶん格下だ。ただしその主はここ数百年、噂うわさにのぼるだけで目もく撃げき例れいはない。封印されたという説のほうが正しいのではなかろうか。

　さすがにそんなものは出てこないとしても、何かにぶつかったらまずいなと考えたステンカは、キリエを放っておいて、帆柱から下がった横支索シユラウドにとりついてよじ登り始めた。もし客の言うことが本当なら――あくまで仮定の話だが――その場合、神聖帝国軍や海賊と、同じ島を探して競い合っていることになる。となれば、会いたくもないのに会ってしまうことも、ありうるだろう。

　こんな漁船で、軍船や海かい賊ぞく船せんと戦っても勝ち目はない。

　ラスラーンはと見ると、ふてくされながら釣つりを始めたところだった。




　しばらくは、何も動かなかった。

　霧も晴れず、風もなく、そして釣り糸も、ぴくりとも引かれることがなかった。

「おかしいな。さっきのトカゲのせいで魚が散ったか？」

　ラスラーンがさらにいらつきながら糸を繰り出していく。

　そのとき、冷たい霧の粒つぶが、頬ほおをなでるように動いた気がして、ステンカはすかさず、頭を切り換えた。指を掲かかげながら、あたりを見回す。

「ラスラーン、釣りは中止。風が出るぞ」

　眼下に声をかけながら、来きたるべき風の向きを確かめようと神経を研とぎ澄すませる。帆船は風が頼りだが、悪い風につかまれば、とんでもない所に流される。吹けばいいというものでもない。

　ステンカは風向きを確かめると、まずは一度風下に目をこらした。霧が飛んでいく先だから先には晴れないが、うっかり島の近くだったり、他の船がいたりしても困る。

　とりあえず、風下に目立った物もの陰かげは見当たらなかった。

　ステンカは自らが帆脚索シートをとるべく帆柱を降りようとして、その前にもう一度、一ひと巡めぐりあたりを見回した。

　やはり、何もない……否。

　すでに霧が晴れ始めている風上側に、なにかの影がちらりと動くのを、ステンカは見み逃のがさなかった。

「船か、どこのだ」

　よもや、本当に宝探しの競争相手ではあるまいか。ステンカの視線の先で、ゆっくりと、同じ風に押しだされるように、それは姿を現していった。

　まず突き出てきたのは船首のバウスプリットと、それに繋がった三角の帆。

　マスト上のステンカの視線と同じ高さの板張りの船体に、さらに高々とそびえるメインマスト、風を一いつ杯ぱいにはらんだ何層かの主帆。

　船体の横には、四角い扉とびらが二段にわたって並んでいた。おそらく、大砲を繰り出すための砲ほう門もんに違いあるまい。

　軍船か海賊船か、いずれにしろ戦うための船に違いなかった。

　最後にステンカが確かめたのは、メインマスト上にひるがえる旗。それが連合諸侯の紋もん章しようだったら、まだしもトラブルにはなりにくい。せいぜいが、難なん癖くせをつけられて税を取られるくらいだ。

　神聖帝国だったらまずいが、今は、攻撃される理由に心当たりがない。

　海かい賊ぞくなら、むこうの気分次第だから、ある意味一番たちが悪い。

　そしてステンカが見たのは、その、いちばんまずいものだった。黒地に髑髏されこうべのマークは、これ以上ないほどわかりやすく、船の素す性じようを現していた。

　ステンカは静かに甲かん板ぱんに滑すべり降おり、ラスラーンと客に声を潜ひそめて伝えた。

「海賊船だ。見つからないうちに逃にげよう」

「そうだな、こんな小舟をいちいち追ってこないだろう。残念だが今日はここまでだ、さっさと引き上げよう」

　ラスラーンも同意した。

　ところが、余計なことを言い出したのはなんとキリエだった。

「このへんは、海賊の巣そう窟くつだったりするのかね」

「さあてね、あいつらに定期航路があるわけじゃない」

　ラスラーンは当たり前のことを言わせるなとばかり、そっけなく答えた。

　だが、客にとっては「普ふ段だんはいない」ことのほうが重要であるらしい。

「やつらも、宝島を探しているのでは。それがこの近くにあるから、出会ってしまったとは考えられないか」

「だとしても、いま、あいつらと競争したくはないぞ。こんな小舟、大砲一発で消し飛んでしまうんだからな」

「しかし、後おくれを取っては私の立場がね。君だって困ると言ったろう」

「あんた、船ごと吹ふっ飛とばされたことないだろう。俺たちは、あるぜ。いま死んだら宝もなにもないんだ」

　もちろん、ツィンカの仇もとれなくなってしまう。だからラスラーンは前言など簡単に翻ひるがえしたのだ。ステンカは解っていたから、やはり、止めなかった。

　キリエは、子供の虚きよ勢せいととったのか、ひるまなかった。

「あの海賊と正面から戦えとは言っていない。だが、やつらが島を先に見つけていたらどうしてくれるのかね」

「そこまで責任とれるか」

　これでキリエが機き嫌げんを損そこねて、明日から他の船に乗り換えたとしても、そのときはそのときだ。ところが、客は乗り換えることすらしたくないようだった。

「では、仕方が無いな。腕うでずくでも言うことを聞いてもらう」

　突とつ然ぜん態度を豹ひよう変へんさせると、キリエは懐に手を差し込んだ。

　すわ、銃じゆうかとステンカたちは身構えた。燧発式フリントロツ短銃ク・ピストルならば火縄銃と違ってこっそり持ち運ぶこともできるが、一発撃うったら終わりだ。その一発でどちらかが致ち命めい傷しようさえ負わなければ勝ち目はある。

　二人とも言葉に出さずともそう考えて、足あし下もとの銛と斧おのの位置を意識する。発はつ砲ぽうと同時に武器を拾ってとびかかるつもりなのだ。

　その程度の機転と覚かく悟ごがなければ、海で、自力で生きてなどこられなかった。

　一つだけ、ステンカにとって気になることがあるとすれば、そこまでして宝探しを急ぐ理由、いや、キリエ自身の素性であった。

　うかつだったかな、とステンカはすこしだけ自じ嘲ちようする。身元調査と持ち物の検査くらいは、もっと慎しん重ちようになるべきだったのかもしれない。

　もっとも、いざキリエが得物を出してみれば、身体検査をどうしたところで、彼かれ等らには見つけられるものではなかったろう。

　それは短銃ピストルではなく、見た目にはただの紙きれ一枚だったのだ。

「なんだ、ありゃ」

　ラスラーンが拍ひよう子し抜ぬけしたような声を上げる。

「待って、なにか書いてある」

　ステンカはさらに目をこらしてよく見た。が、読めなかった。すくなくとも紙し幣へいなどではない。奇妙な文字と図形が入り組んでいて、あえて似たものを上げるなら、教会で売っているお札だろうか。

　だが、客がぶつぶつと何かを唱えてそれを一ひと振ふりすると、札は生き物のようにうなりを上げ、光り、震え始めたではないか。

　二人はここにいたってようやく、それがただのお札などではなく、もっと珍しくて恐ろしいものだということに気づいた。

「こいつッ、魔法使いだ！」

　そのときはもう手て遅おくれだった。札から放たれた光が二人にからみつく。

　ラスラーンはとっさに銛、ステンカも同じく斧に手を伸のばそうとした。だが、触ふれることはできなかった。

「か、体が……!?」

　かろうじて、声だけは絞り出せた。だが、そこまでだった。キリエはしてやったりと、ほくそ笑えんだ。

「動かない、だけではないぞ。できればこの手は使いたくなかったが、海賊を見逃すわけにはいかん。さあ、舵を取れ」

　客、もとい今や謎なぞの魔法使いに言われるまま、二人の脚あしは勝手に持ち場に向かった。風にただ流されるだけだった船が、海賊船に近づくように針路を変える。

「向こうのほうが速いんだぞ、何やらせんだ」

　ラスラーンが言うとおり、海賊船のほうが図ずう体たいも大きいが、それ以上に何種類もの帆を幾いく重えにももっているから、どんな風のときでも高速を出せる。なのに、彼かれの手足はそれと反するように舵をとりつづける。

「くそ、あいつ、魔法は使えても帆は操あやつれないくせにっ！」

　風に対してまったく不適切な角度をとらされて、ステンカは怒いかりよりもいっそ泣きたい気分だった。

　もしもステンカとラスラーンが思い通りに船を操っていたなら、あるいは、霧きりに紛まぎれて逃のがれることもできたかもしれない。

　だが、魔法で操られての不自然な操船では、そうはいかない。いや、むしろその不自然な動きこそが海賊の注意を引いてしまったのか、まっすぐに追ってきた。

　海賊船はあっという間に横に並んだ。少しよう年ねん達たちは「それ見たことか」と言うよりほかに、どうしようもなかった。

　本当に、どうしようもないことに、海賊船の砲ほう列れつの一門が開いて、ステンカの想像通り、大砲が押しだされてきた。

　その一門が、いきなり火を噴ふいた。やや遅おくれて、ズドンという衝しよう撃げき音おんが届き、そのさらに後、小舟の行く手に水柱が上がった。避よけさせてももらえなかったステンカ達の上に水しぶきが降り注ぐ。ひっくり返らなかっただけでも幸運と思うほかない。

「ちくしょう、自由が利けばあのくらいは避けたのに」

「でも、一いつ斉せい射しや撃げきを食くらったら終わりだけどね」

　もちろんステンカは、今のは脅しにすぎないと分かっている。わざと外したのだとすれば、なかなかの腕なのではないかという気がしていた。

　そして次の一手。海賊船から投降を呼びかけてくるところまでは、予想した。

　だが。

「あー、あー、そこの小舟、これ以上逃げてもかえってあぶないぞー。さっさと船を止めて降こう伏ふくしなさーい！」

　拡声器だか魔法だかはともかく、やたらと通るその大声が、女の声だったことまでは、さすがに予想外であった。

「女海賊なんて、この海にいたか？」

　ラスラーンも驚いていた。表情からすると、キリエにとっても珍めずらしいものらしい。

「止まらないなら、もう一発いくぞ。今度は当たっても知らないぞ」

　凄すごみという点ではいささか微び妙みようだったが、脅きよう迫はくとしては成立していた。大砲というものは、だれが撃とうと弾たまさえ出れば当たったものを破は壊かいする。

　それが再び発射された。今度は水柱は上がらず、その代わりステンカが握にぎっていた帆脚索が突然、引っ張られた。

　大穴のあいた帆はなおも風に押おされ、しかし支えるべき帆ほ柱ばしらがへし折れていた。ステンカの体は倒たおれる帆に引っ張られていく。

「おっさん、魔法を解け、ここまでだ」

　ラスラーンが叫さけぶ。たしかに、帆そのものがなくなってはこれ以上逃げも隠かくれもできない。二人を操る意味はない。

　しかし、キリエはことのほか、あきらめが悪いようだった。

「ならば、漕こげ、死ぬ気で漕げ！」

　新たな命令のおかげでステンカは帆に引きずられるのは免まぬがれたが、かわりに、すっ転びながら櫂かいに向かって這はっていくはめになった。

「だからさあ、もうあいつらを出し抜くのは不可能になったから！」

　その程度のことも通じないのだろうか。

　魔ま法ほう使つかいはなおも不敵な笑いを浮かべたつもりらしく、さらに何かさせるつもりか、札を高々と掲げたとき、甲かん高だかい破は裂れつ音おんがあたりに響ひびき渡わたった。

　鮮せん血けつをまき散らしながら魔法使いの手が撃ち抜かれ、砕くだけた。もちろん、持っていた札もちぎれ飛ぶ。

　瞬しゆん時じに、ステンカの体に自由がもどった。そして最初にしたことは、音のした方を振ふり向むくことだった。

　海賊船はすでにかなり近づいていた。その甲板上には燧発式フリントロツク長銃・マスケツトを構えた男が一人、こちらに狙ねらいを付けたまま微動だにしていない。

　狙そ撃げきでキリエの札を撃ち抜いたのだろう、ということは、すぐに察せられた。

　それよりも、ステンカの目を引いたのは、そのすぐ横にたたずむ女性の姿だった。

　先ほどの声の主であろう。すらりとした立ち姿は波にもゆらぐことなく、いかにも海賊というマントといかにも海賊という横長の帽ぼう子しをかぶって、まるで眼帯がわりのように垂らした前まえ髪がみで左目を隠していた。
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　女海賊、という言葉からいかにも凶きよう暴ぼうそうな男おとこ勝まさりの姿を想像していたが、それを裏切ってあまりある。

「案外、可愛かわいいじゃん。年もそんなに違ちがわないな。あんなので海賊やってるのか」

　というのが、ステンカの印象であった。

　もちろん、だからといって何か境きよう遇ぐうが好転するわけではない。それどころか、もっと想像を絶することが続けて起きた。

　海賊船のマストのてっぺんから、いきなり、大きな鳥が翼つばさを広げて飛び立った。それがステンカたちの小こ舟ぶねに向かって舞い降りてくる。

　それは単なる鳥ではなかった。巨きよ大だいなカモメのような翼とかぎ爪づめのついた脚を持っていながら、顔と体は女のものだったのだ。

　半鳥の海妖《シレーン》。船乗りの間で恐おそれられてはいるものの、ステンカがそれを実際に見るのは、初めてだった。

　あの女海賊とは別の意味で秀しゆう麗れいな顔を、いっそよほど海賊にふさわしく残ざん酷こくな笑みで彩いろどって、《シレーン》はかぎ爪をキリエの顔面に突つき立たて、甲板に叩きつけた。

「こ、この、汚けがれた妖よう怪かいの分際でッ」

　キリエがもがきながら、無傷の左手で、また札か何かを出そうとしているのか、懐をさぐろうとする。

《シレーン》はそれを見逃さず、もう一方の脚で手首を踏みつけた。相当力強かったらしく、キリエはうめき声を上げた。

「こーふくしないなら、頭、つぶすニャ？」

　半鳥の女怪はやはり残酷なことを言い放つ。キリエは諦めたというより、そのまま気絶してしまったらしく、がくりと力を失った。

　女怪は満足そうにほほえむと、少年達に振り向いて、むしろにこやかに問いかけた。

「そっちは、どうかニャ？」

　その笑え顔がおのほうがいっそ恐ろしかったし、なにより《シレーン》が「交こう渉しよう」できるとは、ステンカは今初めて知った。

　ただの怪かい物ぶつではない。こいつは、あの海賊の「仲間」なのだ。

　伝説の怪物を使える海賊とは、いったい、どういう奴やつなのか。すくなくともあの女船長が、見た目や口調と違って手て強ごわいことは、想像できた。

　ステンカはすかさず、ラスラーンと目配せして。

　そのまま、二人そろって両手を挙げたのであった。

《シレーン》はやっと、本当に笑うと、

「おかしらー、せーあつかんりょーにゃーっ」

　と、海賊船に向けて翼を振った。

「ご苦労、ニーナ！　最初から降参してれば痛くしなかったのにな」

　女海賊はそう言って、眉をしかめた。




　その後すぐ、海賊船からボートが降ろされ、海賊達が乗り込んできた。こんどは普通に荒あらっぽい男達で、まず気絶したままのキリエの身ぐるみはいで、簀す巻まきにした。

　金品の強ごう奪だつというより、魔法を警けい戒かいしてのことらしかった。実際、服のあちこちから紙の札が見つかった。持たせておいたら、どんな反はん撃げきをされるかわからない。

　男達はそれを海に放ほうり捨すてた。

「こいつら、魔法使いの扱あつかいを心得てる？」

　ステンカにとっては不思議なことだった。魔法使いそのものが、竜ほどではないが珍しいものなのだ。海賊と戦うことなど、ごくまれなことに違いない。

　ただし、襲おそう相手が特定の国の船だったなら、話は違ってくるだろう。神聖帝国の船では、士官は全員、初級以上の魔道士だという。

「前にケンカしたことがあって、懲こりたのかな」

　海賊と帝国軍なんて共とも倒だおれになってしまえばいいのに、とは思ったが、口にしないだけの分別がステンカにはあった。

　ステンカとラスラーンはおとなしく従ったので、簀巻きにはされずにすんだ。二人も魔法使いかもしれないとは、思っていないようだった。なすすべも無く操られているのを見ていたなら、当然だろう。

　いずれにしろ、ざっと見ても五十人以上の海賊に囲まれては、抵てい抗こうしようとも思わない。

　海賊船に引き上げられた二人をまず出で迎むかえたのは、先刻長銃マスケツトを撃った男だった。やはり、いかにも海賊風にあつらえていたが、服の仕立てはよく、どこかの海軍士官の服から記章をはぎ取ったもののように見えた。

　顔つきも体格も屈強そうな、と一言で言えるが、野や獣じゆうのそれというよりは、鎧よろいや大剣のような、正しく鍛きたえられたものという印象だった。

　その向こうに、あの女海賊が現れた。見ようによっては、男が船長を守っているようにも見える。

「ようこそ。私がこのコルサコフ号の船長、カピタン・シェーラだ！」

　女海賊が、胸をそりかえらせて名乗った。ものすごく偉えらそうにしているが、いざ同じ高さに立ってみると長身でもない。言い方を変えると、ステンカより背が低かった。そのかわり、埋うめ合わせるように突き出されているところはそれなりに立派だ……などとステンカが余計なことを考えたとたん、まるでそれを察したかのように、

「頭が高いぞ」

　後ろから妙みように背の低い海賊につつかれ、ステンカは甲板に膝ひざをついた。横を見ると、ラスラーンも同じようにされていた。今度はシェーラの足が目の前に伸びている。男装しているのか、長いスカートではなくぴったりしたタイツのようなズボンを穿はいているから、ベストの裾すそから覗のぞくすらりとした足の線を見上げることになり、これはこれで役得というか、ばつが悪いというか、とにかく海賊に品がないことだけは間違いない。

　女海賊シェーラは一いつ瞬しゆん、眉をしかめたが、視線を気にしたわけではないらしく、こほんとひとつ咳せき払ばらいするとあらためて、きつい目つきで二人を見下ろした。

「さて、君たちは何者で、どこから来た。そして、あの魔法使いとはどういう関係か。この海域で何をしていた？」

　ステンカは素す直なおに答えた。名前といつもいる港、そこまでは問題ない、が。

「で、あの客には水夫として雇やとわれただけで、名前以外は知りません。魔法使いだなんて、こっちがびっくりだ」

「本当かぁ？　ずいぶん遠出をしてきたもんじゃないか」

　シェーラは首をかしげ、納得していない様子だった。ステンカは違い和わ感かんを覚えた。なんとなく、海賊が真っ先に聞くことではないような気がしたからだ。

　そこへ、小舟の探たん索さくから戻もどった水夫が報告に来た。

「お嬢じよう、海図が二枚あるだけです。札は処分、金目のものはあの魔法使いが持っていた金貨しかありません」

　するとシェーラは、その水夫に向かってばつが悪そうに言ったものだった。

「ばか、人前ではお頭かしらって呼べって言ってるだろ」

　たしかに、さっきニーナと呼ばれていた《シレーン》はシェーラに「お頭」と言っていた。そのほうが海賊っぽい。しかし海賊なら普ふ通つう、「金目の物」をあさるだろう。

　ステンカがなにか余計なことを考えていることは、海賊達には筒つつ抜ぬけだったのか、見とがめるような視線が集中した。

「あー、うん、まだ聞きたいことはたくさんあるが、尋じん問もんは副長にまかせた。まあ、あまり手て荒あらなことはしないですむといいな」

「はっ、お、いや、お頭」

　副長と指名されたのは、例の海軍士官風の男だった。シェーラがマントを翻して船せん尾び楼ろうに向かっていくと、その後ろ姿を隠すように、副長がステンカたちの前に立ちはだかり、首根っこをつかんで立たせた。

　さっきはわざわざ跪ひざまずかせておきながら何だとステンカは言いたかったが、立ってみてもなお、副長は少年たちより頭一つ大きかったから、見下ろされることに違いはなかった。

「お頭はああ言ったが、まあ、お前らの態度次し第だいだ。なに、少なくとも殺しはしない。素す性じよう次第では、使えるかもしれないからな。

　俺はこの船の副長、クープランだ。よろしくな」

　クープラン副長はにやりと笑ったが、目が笑っていないようにステンカには感じられた。







　二人がぶち込まれたのは、予想したとおりに薄うす暗ぐらい船倉だった。

「最悪の待たい遇ぐうでなくてよかった」

　ステンカがつぶやくと、ラスラーンは、

「おまえの前向きさが時々うらやましい」

　と悪態をついた。

　どちらのほうが本当に前向きなのかはともかく、「最悪ではない」のはたしかだった。今のところ二人とも生きているし、鎖くさりにつながれて櫂を漕がされるわけでもないらしい。

　キリエは一いつ緒しよではなかった。あちらはもっと念入りに調べられて、それこそ「最悪」な目に遭っているのかも知れない。

「村のみんなも、こんなふうに捕つかまったのかな」

　あのあと、村がどうなったかは分からないままだ。港はそのまま神聖帝国の軍港にされてしまったといい、諸侯連合の軍ぐん艦かんはおろか、商船や漁船さえも近づけない。

　二人と同じように海に逃れたものもいるかもしれない。夜の漁に出ていたものは、襲われずに済んだはずだ。そう思って捜そうとしたし、そのために大きな船が欲しかった。しかしいまだに何一つ手がかりはなかった。

「どう考えても、ここよりましとは思えないな」

　ラスラーンは吐はき捨すて、それ以上考えるともっとろくでもない想像になるので、しばし、二人とも黙り込んだ。

　あれこれ考えたところで、何もできないことには違いない。

　不安だけを残して、ステンカとラスラーンは海賊の人ひと質じちとなり、コルサコフ号は再び霧の中へ身を隠そうとしていた。







　魔法の札が投げ捨てられたあたりの波間から、突然、一羽の白い小さな鳥が羽ばたき、水を蹴けってあさっての方向へと飛び去っていった。

　そこに海鳥などいなかったはずだが、誰だれ一人ひとりとしてそれを見ていた者はいなかった。







第二章　死の島







　海賊船の船倉は案外静かだった。てっきり、海賊らしくいつでも騒さわぎが起きているものと思っていたが、さほどでもない。

　海賊らしさ、といえばもう一つ足りないものがあった。

「あんまし、お宝っぽいものがないな」

「ラスラーンも気づいた？」

　二人とも同じ事を考えていたようだ。

　もちろん船倉はからっぽではない。だが、海賊の獲え物ものといったら金銀財宝を思おもい浮うかべるのが普通だろう。ところが、宝箱から金貨があふれ出しているとか、そのへんにやたらと宝石が転がっているとかいうことはない。

　いちおう、樽たるや木箱は積まれていたのだが、どうにも地味だ。しかも、その中身の想像が二人ともつかなかった。書かれている文字が読めなかったからだ。

　どれも同じ文字だった。習ったことはないが、どこのものかだけは解わかった。

「神聖帝国の字だな」

　なるほど、どうりで魔法使いの扱いを知っているはずだと二人は合が点てんした。やはり、戦ったことがあったのだ。

「しかも、俺おれたちの小舟まで襲わなくちゃいけないほど不ふ首しゆ尾びだったらしいな」

　大漁とは言いがたい獲物を眺ながめて、ラスラーンはばかにしたようにつぶやいた。

「いや、襲しゆう撃げきの後なら、隠れ家が近いってことかもしれない」

　ステンカの推測が正しければ、襲われたのも隠れ家に近づきすぎたせいだ、とも考えられるが、それもそれでおかしな点がある。

「僕ぼくらの海図によればたしか、この近くには島はなかったよなあ」

　やはり違うか、とステンカが思い直したときだった。

「不首尾とは聞き捨てならんな。その箱の値打ちがわからんか」

　いきなり、床ゆかの下から声がした。ステンカたちはぎょっとして、あたりを見回す。この船の構造はまだつかめていないが、さらに一段下にも船倉があるらしく、床の蓋ふたを跳はね上あげて、はしごから身を乗り出している男がいた。

　副長とは対照的に妙に小こ柄がらで、伸ばしっぱなしの髪かみに無ぶ精しようひげのせいで年ねん齢れいも解りにくい。ただ、部屋にこもりきりという生活は容易に想像された。

「あ、あなたも捕まったので？」

　ステンカはとっさにそう思った。あまり海賊らしくないし、船底にいる理由が他に思い付かなかったからだ。しかし、縛しばられているようでもなく、自由に這い上がってこられるのもなんだか妙だ。

「失礼な。わしはそいつを武器にするのが仕事だ、この船の要人ぞ」

　そう言って、銀色の鏃やじりらしきものを箱に向け、つつく手て振ぶりをした。

「あんまりこまかいことをグダグダ言うから、黙らせに来ただけじゃ」

「はあ……」

　ステンカはあっけにとられた。どうやらかなり面めん倒どうな性格の持ち主らしい。

「なるほどこの船倉に財宝は少ない。理由は推察どおり、襲えたのが神聖帝国の輸送船一隻きりだからだ。それから、海図に島の記き載さいがないのも、まず事実だろう。我らが……」

　黙らせるどころか、本人こそがやかましくなりかかったとき、

「よけいな詮せん索さくをする元気があるなら、傷薬はいらないわね」

　今度の声は、上からだった。片手に鍋なべ、もう一方に皿を持ち手首からは革かわ袋ぶくろを下げた少女が一人、器用に階段を降りてきた。

　皿からは、ステンカ達にとってもなじみの鱒ますの尾おがはみ出していたから、食事とわかる。むしろ二人がともに興味を引かれたのは、少女の容よう貌ぼうのほうだ。

　年はシェーラ船長よりすこし下くらいに見える。肌はだは諸侯国の人々よりも濃こく、そして髪は赤毛をさらに日に干して脱だつ色しよくしたような変わった色をしていた。

　近い感じの人は北湖沿岸にはほとんどおらず、港に南方航路の船が入ったときに見み掛かける程度だったので、どこか遠い異国の民たみだろうかと二人は漠ばく然ぜんと考えていた。

　何な故ぜそんな人が海賊船に乗っているのか。もしや掠さらわれてきたのではないか、この船はそんなに遠くまで略りやく奪だつに行くのか等々、ステンカは想像を巡めぐらしながら少女を見つめた。

　それが、少女自身の気に障さわったらしい。二人の前の床に二尾の、えらく固そうな鱒の燻くん製せいが投げ出された。

「なに見てるのさ。失礼な捕ほ虜りよね。死にかけてても治してやんないから」

　ステンカたちが、なるほど、これは海賊の一味だと思い直していると、異国の少女は床ゆか下したの男には、うってかわって丁てい寧ねいに、片かた手て鍋なべを丸ごと渡した。それから改めて、きっとステンカたちをにらみつける。

「何してるの、あんたたちの食事はそれだけよ。出るだけありがたいと思って、さっさと食べなさい。終わったら、船長がお呼びだから」

　つまり船長の食しよく卓たくにご招待ということはないわけだ。それどころか、これが最後の晩ばん餐さんの可能性さえあるだろう。

　いや、まてよ、とステンカは思い直した。

「で、さっき言いかけたのは、近くに実は島があって……？」

　傷みやすい生ものから先に食べてしまうのが船乗りの常識で、海賊も同じだろうから、燻製が出てくるということは、航海も終しゆう盤ばんということではないのか。

　だとすれば、「人質に使えるかもしれない」と思われている間は、そこに移されるのかも知れない。これが最後ということはないだろう。

「船長に聞きな、生きてられれば」

　二人の異い邦ほう人じんはそれだけ言って、さっさと上と下に消えてしまった。

　ステンカが次に考えねばならなかったのは、いかにして手を後ろ手に縛られたままで、固そうな燻製を丸ごと食べるかであった。

　うかうかしているとネズミかゴキブリに持って行かれるのは、ほぼ確実だ。







「そうか、それは難なん儀ぎだったな」

　意外にも思える言葉が、シェーラ船長の口から発せられた。

　縛られたままでは食べにくかった件についてだが、だからといってほどいてくれるわけでもなく、そもそも口調からしても、とくに謝罪というわけでもなかったのだろう。

　ただ船長としては、わざと食べにくくさせたつもりはなかったらしい。つまり少女の機嫌さえ損ねなければ、床にはいつくばってネズミと競きそう必要はなかった。

（おまえのせいだぞ）

（そっちだって珍しいと思っただろ）

　ステンカとラスラーンは無言のまま、視線で非難を交かわし合った。こんなときに以心伝心というのも面倒なことだ。どうせなら脱だつ走そうのアイデアでも話し合えと、これもお互たがい無言で訴うつたえる。

　挙動が不ふ審しんすぎたか、副長がわざとらしい咳払いをして二人を威い嚇かくした。

　鱒をむさぼった後、ステンカたちが連れてこられたのは船せん尾び船室だった。テーブルには海図や書類が敷しき詰つめられていて、なるほど、会食はできそうにない。

　シェーラは机ではなく、ずっとステンカ達をキッと見つめ続けている。睨にらむというほどではないが、気を抜いてもいない。

「君たちがどこを目指していたのか、あの魔法使いはなにも答えてくれなくてな」

「俺たちも聞いてねえんだ。本当だぞ」

　ラスラーンがぶっきらぼうに答えると、副長はぎろりと睨んできた。

（何度やったら懲りるんだ。あんまりあの副長の機嫌を損ねるな）

　ステンカはラスラーンのひじをつついて、無言の抗こう議ぎをした。ラスラーンもつつき返してきた。

（態度なんて変えたって事実は同じだ、卑ひ屈くつになるこたない）

　気分ということなら、ステンカだってそんなものなりたくはない。

　しかし、とステンカは思った。こちらは、キリエが何を話したか知らないのだ。これは取引としては不利ではないだろうかと。

　キリエがなにもかもステンカたちのせいにしようとしたなら、逆に、ステンカたちの価値はあがるとも言える。口を割るまではうかつに殺せまい。

　逆に、身寄りさえないとばれたら、面倒だから殺せ、ということになりかねない。

　ステンカはそっとシェーラを眺めた。

　シェーラの表情はあいかわらず険しく、硬かった。けれど言い方を変えれば、いますぐ処しよ刑けいショーを始めたくてうずうずしている、という風にも見えなかった。

　向こうもこちらを眺めているのだから、当然、ふとしたはずみに意味も無く目が合う。と、どういうわけか、二人ともそろって、びくんと焦あせったようにのけぞった。

「何やってんだ、見合いか」

　ラスラーンに呆あきれられても文句は言えまい。ステンカはそう認めつつ、何故、圧あつ倒とう的てき優位にあるシェーラが同じように焦るのかが、わからなかった。けれど、この態度なら憎にくまれてはいないだろう。脈があるかもしれない。ステンカはいちかばちかの賭かけにでた。

「具体的な場所は聞いてないけど、何をしたいかは聞いています」

「ほ、ほう？」

　シェーラはわざとらしく、何かをとりつくろうように話に食いついてきた。ステンカはしめたとは思ったはずだが顔には出さず、続けた。

「いい年して、宝探しがしたかったそうですよ」

「なるほど、それで」

　笑い飛ばされるか、怒おこらせるかと思われたが、シェーラはそのまま乗ってくる。

　やはり海賊だな、と、ステンカは思った。

　シェーラは隠れていない右目を細めて、意外なことを教えた。

「魔法使いは言っていたぞ。君たちだからこそ選んだと。何か心当たりはないか？」

　ステンカはキリエが『ラヴァルス年代記』を持ち出したことを思い出し、内心ぎくりとしたが、本当に関係があったとは限らない。

　故郷では、出自を言いふらさないのが不文律だった。アレコ大公に知られたら攻め込まれると信じられていたからだ。海賊相手でも、とぼけるべきだとステンカは思った。

「さあ、僕らはそもそも、あいつが何者なのかさえ知らないんで。土と地ち勘かんのある者が必要だった、程度の意味じゃないんでしょうか」

「信じる義理も無いが、知っていたら簡単には魔ま法ほうにかからんな」

　やはり操られたのを知っていたか、と、ステンカは思った。シェーラは今度は冷静に、値ね踏ぶみするように二人の顔を見比べて、にやりと笑った。

「だが、もし奴の言うとおりなら、面おも白しろいことになるかもしれない。君たちが気になっているところに連れて行ってやろう。もちろん、宝をくれてやるつもりはないけど」

　それはつまり、「海図に無い隠れ家」に着くということだろうか。

　少なくとも、いますぐ切り刻まれて海に捨てられることだけはないらしい。

　残念がるかと思われた副長は、何故か、むしろほっとしたようにため息をついた。




　ステンカたちは殺されることはなく、それどころか船倉から出だしてもらえた。

　といっても外はまたも霧に閉ざされて、視界はほぼ真っ白だった。しかも甲かん板ぱん掃そう除じまで手伝わされた。キリエは現れず、何故あいつはこき使われないのかと妬ねたましくなる。あるいは先に殺されたのだろうか、だとしても同情はできなかった。

　いつの間に甲板に上がってきたのか、あの小柄なひげ男が二人を見下ろして笑っていた。全身を見るのは初めてだが、やはり極きよく端たんに背が低く、意外なほどがっしりしていた。

「殺されなかったか、面白い。わしゃパルナッスム、先生とも呼ばれておる」

　名乗るやパルナッスムは舳へ先さきに向かった。その後を追うように、シェーラと副長も船尾楼から現れ、マントをひるがえしながら船首に向かう。

「特別だ、見せてやる」

　副長はそう言って二人の襟えりを引きずっていってくれた。ありがたくはない。

「海図ってのは、どうやって作るか知っとるか？」

　パルナッスムが鞄かばんから羊皮紙の巻物を取り出しながらつぶやいた。

「あれは船乗りが行って見たことを書き付けたものだ。だから、描えがかれ得ないものがあるのは必然だ。ひとつは、行ったはいいが、帰ってこられなかった場合。もう一つは、人には見えない場合。そして最後に、見た者があえて描かない場合だ。ここは――」

　巻物がシェーラの手に渡ると、シェーラは言葉も引ひき継ついだ。

「ここはその全すべて。近づく者は我らがほふり、余人には見ることもかなわず、そしてラヴァルス家の名の下に、描かれることを禁じられた。唯ゆい一いつの例外は、我らが鍵かぎなり」

　シェーラは巻物は広げて掲かかげると、そこに書いてあるのであろう呪じゆ文もんめいた言葉を読み上げた。

　それはステンカたちには理解できなかった。東岸の言葉でも、南方の言葉でもない。あえて言うなら神聖帝国の言葉に近かったが、やはり違うとステンカは気づいた。

「呪文めいているんじゃなくて、本物の呪文じゃないのか、天使語とかいう？」

　そういう言葉があることは聞かされたことがある。だとすれば、ここにキリエが連れてこられていない理由も、もう一つありうる。

　魔法使いなら、天使語が解ってしまうからだ。

　シェーラが詠えい唱しようを終えると、コルサコフ号の舳先が光り、霧の壁かべを切きり裂さくように左右に割り始めた。まさに、閉ざされていた扉とびらが開くように。

　その向こうに――いきなり、島が現れた。

　ただ霧に隠されていたというにはあまりに不自然に、唐とう突とつに、間近に、くっきりと。

　島をとりまく空間そのものが魔法で隔離されていた、としか、思えない。

　ステンカ達が呆ぼう然ぜんとしていると、シェーラは得意げに、微笑ほほえみながら振り返った。

「ようこそ人質諸君。これが君たちも寝ね物もの語がたりに聞いたはずの宝島、そして我らが拠きよ点てんのひとつだ。まあ、残念ながら、宝はまだ見つかっていないがね」

　そのときのシェーラの顔は、まるで、新しい服を自じ慢まんするときのツィンカにそっくりだったと、ステンカは場ば違ちがいにも思ったのだった。ラスラーンはどう感じたろう、とも。

　シェーラは背後に群がる海かい賊ぞく達たちを一いち瞥べつすると、一度こほんと咳払いをしてから、すっと息を吸い直して声を張り上げた。

「野や郎ろうども、凱がい旋せんだーっ！」

「おーっ！」

　荒くれどもの鬨ときの声こえが幾重にも響き渡る中、コルサコフ号は霧きりの壁を抜けていく。

「船長まで魔法使いとは思わなかったな」

　ラスラーンが珍しく素直に感かん嘆たんしたが、パルナッスムは微妙に否定した。

「正確には違うな。我々は鍵を持っているだけだ」

　指さす先で、シェーラはなんとなく、無理して眉まゆをつり上げていた。

「海風の娘むすめニーナ、先導せよ」

「あいにゃー」

　シェーラが命じると、船のマストからあの《シレーン》が翼を広げて飛び立った。

　怪かい鳥ちように先導されながら、船は伝説の島へと向かっていった。




　その島は霧の壁がなくとも、容易には人を寄せ付けそうになかった。海岸のほとんどが断だん崖がいになっていて、船をつけるのも小舟で乗り上げるのも大変そうだったからだ。

　にもかかわらず、コルサコフ号は迷うことなく一直線に進んだ。どこに向かえばよいのか、もう解りきっているということだろう。

　島のてっぺんは霧の中に頭を突っ込んでいて、大きいわりに木が少ない。

「わしの研究によれば、比ひ較かく的てき新しい火山島なのだ。溶よう岩がんが固まってから、まだ森が育つほどの時間が経たっとらんのだ」

　パルナッスムは頼たのまれてもいないのに講こう釈しやくを垂れた。

「伝説じゃあ、海も島も大海竜ワイズ・ドラゴンサマが作ったんじゃなかったのかよ」

　ラスラーンが平気で混ぜ返すのは、どうやら、おちょくったくらいでは殺されないと見切ったつもりらしい。副長も別に手を出してはこなかった。

　やがて船は岩がん礁しようの隙すき間まに舵かじを切った。そこにはおそらくこの島にわずかしかないのであろう、船着き場があった。

　甲板から投げられたロープを、ニーナが掴つかんで岸がん壁ぺきまで運んでいく。船着き場には誰だれもいないが、ニーナはひとりでロープを杭くいに巻き付けた。

「せっかくだ、手伝え」

　副長はステンカたちにも命じると、否いや応おうなしにロープのもとへと引きずっていった。仕方なく、ステンカもラスラーンもロープをつかんで、海かい賊ぞく達たちと一緒に引っ張り始めた。

　メインマストでは、いかにも身軽そうなすらりとした、むやみと美形の若い水夫たちが帆ほを畳たたんでいた。風に流されないように縮帆しているのだ。

　船はするすると、湾わんに吸い込まれるように接岸した。

「よーし野郎ども、上陸だ。船倉の捕虜も連れてこい」

　副長が命じると、別の小柄なひげ面づら水夫が一人、甲板の下に降りた。しばらくすると、連れてこられたのは目め隠かくしをされてはいたが、キリエに違いなかった。

　ステンカはその姿に不安を感じた。ぼろぼろにされていたからではない。にもかかわらず、その口元がむしろ笑っているように見えたからだ。

「あいつを島に上げるんですか」

　ステンカは副長に尋たずねた。べつに海賊に肩かた入いれするつもりはないのに。

　副長はステンカに、片眉をつり上げた怪け訝げんな顔を向けた。

「奴が何者か知らないなら、何故そんなことを言う」

　しまった、と先に思ったのはラスラーンのほうらしく、ステンカにとがめるような視線を送ってきた。余計なことを言いやがって、と。

　ステンカもそう思わなかったわけではないが、疑ぎ惑わくが先に立った。

「何者か知らなくても、宝島に行きたがったのは確かなんだ。それが念願叶かなったんだ、あとはどうやって海賊を出し抜くかって考えると思う」

「なるほど、だが俺がそうはさせん。それに奴だけでもない。お前達も来るんだ」

　副長は最後にすごんで見せた。

「お前達の誰かが首尾良く宝箱の鍵を握にぎっていたなら、命は助かるかもしれんぞ」

　そんなものを持った覚えはないと答えたら、この場で殺されるのだろうか。そう思うと、ステンカは今度こそ、余計なことを言う気にはならなかった。




　宝島だという話と、海賊の拠点であるという話と、そしてステンカ達が語った「もうどこも探し尽くされている」という話とは、べつになにも矛む盾じゆんしていなかった。

　いまさら未み踏とうの原野を切り開かなくとも、それらしい所にはもう海賊達がたどり着いていて、にもかかわらずまだ何も見つかっていないというだけだ。

　いや、何も、というのは厳しすぎる。シェーラによれば、たしかにラヴァルス侯爵家の足あし跡あとはあったのだそうだ。

「まあ、これをかざすだけで岩の門が開いてくれたりすれば楽だったがな」

　シェーラは、ふくよかな胸むな元もとにぶら下げられた飾かざりの束をじゃらりと鳴らした。海賊の戦利品のひとつで、装そう飾しよく品ひんというよりなにかの証あかしとしてかつての支配者から下さげ渡わたされたものらしいが、いまとなっては意味も不明だ。

　ステンカとラスラーンも見せられたが、刻まれた文字の意味さえわかりはしない。

　シェーラ達はいささかの落らく胆たんを隠かくしもせず、それでもキリエを含ふくめた捕虜三人を、溶岩の隙間に出来た洞どう窟くつまで連れて行った。

　ふだんはここが海賊のねぐらになっているらしく、中は広く、樽や木箱が積み上げられていた。

「これより奥おくは迷めい宮きゆうになっている、と言いたいところだが、行けそうなところはすでに我々が探索済みでな」

　シェーラはわざとらしく残念そうに言った。

「が、これで終わりとはどうにも思えなくて、先生を中心にいろいろ調査してはいる。お前達をつれてきたのもそのひとつだ。だめだったらそれまでということで」

　それまでって、命が、だろうかとステンカは思ったが口にしない。さっき副長が言ったような「鍵」などなにも心当たりがない。

「本当にここが宝島なのかね」

　今まで黙っていたキリエが突とつ然ぜん、口を開いた。

「開けば、本物だろうな」

　副長はなるべく言こと葉ば尻じりを捉とらえられないように、あいまいなことを答えたようだが、キリエが「そうかい」と言った直後にまた笑ったのを、ステンカは見み逃のがさなかった。

　呪じゆ符ふはすべて奪うばわれ、撃ち抜かれた手もぐるぐる巻きにされて、なにも出来ないはずなのに、まだ奥の手を隠している、そんな気がした。

　何者なのかは知らないが、もしかしたら自分たちが海賊から逃のがれる役に立つかもしれない、などと考えながら、ステンカたちは洞窟の奥へと促うながされ、従うよりほかになかった。船着き場には水夫たちが残って、早々と宴えん会かいの用意に取りかかっているものもいるようだ。どうせ他の船に見つかることも、宝が見つかることもないと思っているのだろう。

　そういう、いかにも海賊らしい喧けん噪そうから引き離されて、三人の捕虜はその先の狭せまい地下道へと追い立てられた。前にシェーラ、後ろに副長とパルナッスムがついていて、人数は少ないが逃にげるのは無理そうだ。

　途と中ちゆうの道は、なるほど、かつてはたしかに天然の迷宮だったことを思わせる、まがりくねった複雑な作りだった。ときには分かれ道もあり、うっかりすれば怪物が飛びだしてきそうではあった。

　しかし、今はすでに綱つなが張られ、シェーラがかざした松明たいまつを道すがら灯あかり籠かごに点火していけば、迷うこともなさそうだ。

「張り合いがねえな」

　かつて冒ぼう険けんにあこがれた少年らしいことを、ラスラーンが今になってつぶやくほどだ。しかし、こうして道を築く前は大変だったであろうことを、時折、足あし下もとにころがる骸がい骨こつや、壁に串くし刺ざしになったままひからびた、あきらかに人ではない遺い骸がいが物語っていた。

「こいつのときは大変だったぞ。私も幼かったからなあ」

　角の生えた巨きよ人じんのような遺骨を照らしながら、シェーラは脅おどすように語った。

「船長が倒たおしたので？　まさか」

　ステンカはひきつりつつ、むしろ副長のほうを振り返った。こっちが倒したというならまだしも納なつ得とくできる。

「おかしいか？」

　シェーラはあっさりとそう答えた。聞かなかったことにしたいと、ステンカは思った。やがて洞窟はいかにも溶岩という丸みをおびた岩いわ肌はだから、突然、平面的な壁へと変化した。あきらかに、人が削けずってつくったものだ。

「わかるか。何の意味も無く洞窟を掘り直したうえ、魔法で封ふうじる酔すい狂きようなやつはいない。怪かい物ぶつが天然のものなら、掘りに来たやつもただではすまぬはずだが、先生の研究によれば、皆みな、後から置いた怪物だそうだ。なんのために？　宝島だからに決まっている」

　副長の説明にも一理ある、と認めざるをえなかったが、道はまもなく小さな部屋に行き当たった。ここにも箱や樽が置かれ、そして先に道はない。行き止まりだ。海賊達はこのどこかに、さらに宝へと続く秘密の扉が隠されていると信じているらしい。

「そうか、まだ見つかってはいなかったか」

　話を聞いたキリエがつぶやいた。どこか安心したような響ひびきがあったが、「まだ他人の手に渡っていない」と解ったのならそれも当然だろうとステンカは思った。

（あいつ、諦あきらめてないのか。で、どうする）

　ラスラーンがステンカに目配せしてきた。

（たしかに海賊の手伝いをさせられるのもしゃくだけど、逃げられそうにないし、今いま更さらあいつに味方するのもなんだなあ）

　ステンカはそう伝えたつもりで、それから海賊たちのほうを見た。

　シェーラと副長は片手に短銃ピストルを持ち、捕虜を縛った縄なわはパルナッスムが預かっていた。つまり強そうな二人は自由で、最低二人は殺せる。いや、副長の腕わん力りよくなら、撃ち終わったあとの銃で殴なぐるだけでも、丸まる腰ごしの人間くらい一いち撃げきで倒せそうだ。ようするに、一発くらい弾たまを避よけても、なにかのことがないかぎり全員、返り討ちだ。

「それで、俺たちが何か知っていると思ってるんなら、縄くらい解いてくれないかな。探さがし物もののやりようがない」

　ラスラーンは大げさに体をゆすってアピールした。なにかのこと、を起こすつもりなのか。解いてほしいのはやまやまだが、ステンカは今動くことに同意した覚えはない。

　しかも、それに乗ったのはステンカではなく、キリエだった。

「そいつの言うとおりだ。せめて目隠しをとってくれんか。何かが刻まれていても、見えなくては話にならん」

「一流の魔ま法ほう使つかいなら、目隠しされていても魔力は解るんじゃないのか」

　シェーラが指し摘てきすると、キリエはあたりを見回すように首を巡らした。たまに何かにひっかかるようなそぶりがあったが、やがて首を横に振った。

「たしかに気配はするが、いくつかあって見分けがつかん。それに、ラヴァルス家の錬れん金きん術じゆつ師しは魔法に頼たよらない仕し掛かけをほどこしたかもしれん」

「ちっ、たしかにここまでにも、罠わなはたくさんあったな」

　思い当たるふしがあったらしく、シェーラはしぶしぶ、目隠しだけはとってやるように命じた。やれやれとつぶやきながら、武器をもっていないパルナッスムが背せ伸のびしながら外してやる。久しぶりにステンカたちの前に現れたキリエの双そう眸ぼうは、客の仮面をふりはらった時とあまり変わらないように見えた。

　そのときステンカは自らが抱く違い和わ感かんの正体にすこしだけ気づいた。

　こいつのほうが、海賊より危険に見えるのはどういうことだろう、と。

　海賊は、たしかにステンカたちにそれなりにひどいことをしたが、どうも、邪じや悪あくに徹てつしていないような気がしていた。すくなくとも、殺さつ戮りく愛好家というには手ぬるい。

　キリエ自身もそう思って、「なにか」を起こすつもりなのだろうかとステンカは疑ったが、呪符は一枚のこらず捨てられたはずだし、唱えるだけで使える魔法があるのなら、もうやっていることだろう。

　もし何かできるとしたら、何だろう。ステンカは考えてみた。もしも心配されているような仕掛け罠が見つかったら、そこに海賊だけを陥おとしいれるというのはどうだろうか。

　やったところで、島から脱出する方法はなさそうに思える。なによりそこで、シェーラが罠にかかって串刺しとかになるのを想像するのは、何故かあまり気持ちよくなかった。

　疑惑を抱かれているとも知らずに、キリエはきょろきょろと洞窟の中を見回す。目隠しをしていたおかげで、むしろすぐに暗さになれたようだ。

「はははっ、たしかにそうだ、海賊ども、よく見つけたな。この島で間ま違ちがいないようだぞ。そこの少年二人に手伝わせてくれんかな、儂わしが手を動かせないようにしたのはお前達だろう」

　キリエはぐるぐる巻きの手を振った。シェーラはまたも不本意そうに、副長と視線を交わし合ったが、結局また、ステンカとラスラーンの両手を結んでいた縄を偃月刀カトラスですっぱりと切って解いた。銃じゆう口こうだけはずっとこちらを向いているから、これで逃げられるわけではない。

　ステンカとラスラーンはうながされるままにキリエの両りよう脇わきに並んで、そろって壁を見た。何が仕掛けてあるかはわからないが、予感はあった。

「なにごとか」が、これから起きるかもしれないと。

「そこのくぼみ、ちょうど手が入りそうな大きさだ。そこに二人して手を添そえてみろ」

　キリエが色々と面倒な指示をしてくるが、二人は黙って言うとおりにした。

「そのくらい、やってみなかったとでも思っているのか」

　副長が文句を言うが、キリエは平然と、

「そうかい。ではお前達には資格がなかった、それだけのことだな。ふむ、仕掛けと魔法の組み合わせか、解かい錠じようの呪文が符か書で見つかっていなければここまでだぞ」

「たぁしか、船長サンが呪文の巻物を持っていた気がするけど、使い回すかなあ？」

　ラスラーンがわざとらしく声を張り上げたのは、チャンスを作るために違ちがいなかった。シェーラはとっさに身構えたが、かえって、持っていますと教えたようなものだった。

　本当にこの海賊達は脇わきが甘あまいなあと、ステンカはいっそ同情したくなってきた。

「隠してもわかるぞ。さっき船長が言ったとおり、魔力は見えるからな。試ためしてみようではないか、違ったらそのときは探し直しになるだけだ、見つかるまでわしも生きられる」

　そして少なくとも、島から出られる機会も出来るな、とステンカは気づいていた。おそらく海賊もそうだろう。だから躊ちゆう躇ちよするに決まっていた。隙すきができたと思ったか、キリエは順に、ステンカとラスラーンに目配せした。

　ステンカは海賊と同じようにためらい、そしてラスラーンは動いた。シェーラに飛びかかって懐ふところの巻物を奪おうとしたのだ。

　とっさに副長の銃口がラスラーンを追う。しかし、撃てばシェーラに当たる。銃声は鳴らず、パルナッスムはただ慌あわてるのみ。かわりにシェーラ自身の美び脚きやくがラスラーンを蹴り倒した。両手が使えるくらいで勝てる相手なら、初めから捕つかまりはしない。

　いわんこっちゃない、とステンカが思ったのもつかの間、痛々しい痣あざをも無視して、ラスラーンは立ち上がり、あの巻物を得意げに広げて見せた。

「俺だっていつまでもこんな目に遭あっていたくはないんだ、試すだけならタダだろ」

　港町の路地裏で鍛きたえた技わざ、といえば格好はつくが、スリごときにしてやられては海賊の立たつ瀬せがあるまい。次の瞬しゆん間かん、副長の拳げん骨こつが改めてラスラーンを殴りとばすが、キリエはその一いつ瞬しゆんでもう呪文を見て取ったらしい。

　島に入るときシェーラが唱えたのと同じ呪文が、よりなめらかな発音で魔法使いの口から流れ出す。やはり本職は、天使語を得意としているらしい。

　しかも、これが当たりだった。ステンカの手元で、くぼみの奥の岩が突然、引っ込むように動いたのだ。切り出した岩がん壁ぺきの隙間に、光が走っていく。

「使い回しとは、けちなことを。もっとも必要だったのはもう一つの鍵だったようだが」　キリエはにやりとほくそ笑えんで、ステンカを見下ろした。海賊達が試してだめだったのが、何故ステンカなら開くのか、さすがにもう、心当たりがないとは言えなかった。と、いうことは、キリエは最初から二人の出自を知っていたことに……一体いつ、どこで!?

　しかし、現れたのは、宝そのものどころか、宝への一本道でさえなかった。一度に三つもの穴が、壁に開いたのだ。おそらくどれか一つが宝に通じているのだろうが。

「ハズレを引いたらどうなるんだろうね？」

　ステンカはいちばん手近な穴をのぞき込んだ。深く深く、地下へと通じているらしく、先は見通せない。

「では調査隊を組ませよう。もうお前達には用は無い、船に戻もどす」

　シェーラと副長が、キリエに銃を向けた。だがキリエは、いっそう不敵に笑って、従おうとはしなかった。

「いや、もうすぐ私の主人がかけつけてくるので、用が無くなるのはそちらだ」

　そのとき、外から突然、一羽の白い小鳥が飛び込んで来た。それはまっすぐ魔法使いに向かうと、縛られたままの手に飛び込んで、するりと、一枚の呪符に姿を変えた。

「しまった、式神か」

　シェーラが撃鉄を起こすが、キリエが呪文ひとつつぶやくほうが速かった。さっきまで鳥だった符はたちまち破は裂れつし、閃せん光こうと旋せん風ぷうを巻き起こした。刹せつ那なの目つぶしの間に縄を解いたキリエは出口に向かって走り出す。

　そこに、逆に海賊の水夫が一人、慌ただしく駆け込んできた。

「お嬢じよう、もとい、お頭かしら、大変――」

　水夫はなにかを伝えようとして、うっかり言い直すのに間を費やしてしまった。その隙にキリエが目の前に迫せまり、腰こしの偃月刀カトラスを奪ったことに気づくのが遅おくれた。

　刀の切っ先が持ち主の腹を深々とえぐり、キリエは水夫を蹴け飛とばして逃げる。続こうとしたラスラーンだが、水夫の死体と、ステンカが付いてこないことに二の足を踏ふんだ。

「くそ、逃げられると思ったのに」

　批判がましい視線をステンカに向けるラスラーン、そこにもっと厳しい目を向けたのはシェーラだった。

「やはり奴やつの仲間だったのか、それとも見当もついていなかったのか、どっちだ？」

　副長がラスラーンに銃口を向け、シェーラは水夫を抱き起こした。即そく死ししたかに見えた水夫が、シェーラの腕うでの中で最後の言葉を残した。それはステンカとラスラーンにとっても、衝しよう撃げき的てきなことだった。

「霧の、向こうから、艦かん隊たい……神聖帝国の……」

　それだけ言い残して、水夫は事切れた。

「やはり、そういうことか。奴は神聖帝国の密みつ偵ていだったんだ。宝の場所がばれる！」

　副長の言葉で、やっと、ステンカの頭の中でパズルが組み上がった。いや、キリエが海賊から逃げさせてくれなかった時点で疑ってしかるべきだったのだ。

　ラスラーンはいまいましげに壁を叩たたいた。

「くそ、そうと解わかっていたらあんなヤツに！」

　二人にとって、海賊はただ怖こわくて迷めい惑わくなだけだが、神聖帝国軍は明確に「敵」だった。村と家族を奪った敵だった。

　うっかりとはいえ、その敵に協力してしまったなど、悔くやんでも悔やみきれない。

「ヤツらにだけは渡すものか！」

　ラスラーンは真っ先に追っていき、副長はそのラスラーンを追いかけようとして、一度立ち止まった。

　シェーラが、水夫の死体を抱いてうずくまったままだったからだ。

　ステンカも、それを意外に思いながら、目が離せなかった。

「船長、もしかして、あなたは……」

　泣いているのだろうかと、そう思ったが聞けなかった。海賊のくせに、いつも殺し合いをしているに決まっているのに、まさか、水夫一人のために。

「船長、ヤツを追わないと、もっと犠ぎ牲せいが」

　副長が説得にかかったそのとき、もっと即そく物ぶつ的てきな危険が、一同を襲おそった。

　突然、洞窟全体が、殴られたように揺れ始め、岩のかけらが落ちてきたのだ。何かが激げき突とつする音が反はん響きようする。

「まさか、火山が噴ふん火かした？」

　ステンカは例の説を思い出し、不安げに天てん井じようを見上げた。だが副長の意見は違った。

「こいつは砲ほう撃げきだ。帝国の奴ら、俺おれたちを皆みな殺ごろしにしてから上陸するつもりだぞ！」

　そのとき、ステンカの脳のう裏りには当然のように、竜りゆう騎き士しの襲しゆう撃げきを受けた村の記き憶おくが蘇よみがえっていた。







　そのとき実際に島を攻こう撃げきしていたのは数すう隻せきのガレー船、すなわち帆はん走そうと人力を併へい用ようする大型軍船の艦隊であった。

　本来内陸国だった帝国に自前の海軍は持ち合わせがないから、どこかから奪った軍ぐん艦かんであろう。それがいまでは西岸屈くつ指しの軍事力を誇ほこり、マスト上には守護龍メッサーを図案化した黒竜旗が翩へん翻ぽんとはためいて、威圧感を放っていた。

　艦隊はいつの間にこの島に接近したのか？

　言うまでも無く、あの密偵キリエの仕し業わざであった。海賊が投げ捨てた呪符の中には式神が含まれていて、非常時には自動的に鳥となって情報を指揮官に伝えたり、キリエの後を追ったりするように仕込まれていたのである。霧の壁は、いまや呪文によって再び取とり払はらわれ、艦隊を阻はばむものはなかった。

　キリエが洞窟から飛びだした直後。それに合わせたかのようにガレー船の舷げん側そくに並んだ青銅砲が一いつ斉せいにうなりを上げた。片舷でも数十門、一列縦隊の陣じんを組んだ艦隊すべてを足せば百発以上になる砲ほう弾だんが、黒こく煙えんを巻き上げ、島へと向かっていく。

　さらに、ガレー船の後部には、大たい砲ほうよりもよほど恐おそろしいものが乗っていた。

　三頭の、青い《飛竜リンドヴルム》。

　それが一斉に大きく羽ばたいた。その風圧で煙けむりが渦うずを巻く。煙より高く舞まい上あがったとき、ちょうど島に砲弾が落ちるところだった。







　ラスラーンはまだステンカが付いてこないことに一いち抹まつの不安を覚えた。いつだって二人の息は合っていると思っていたが、今回はどうも、ずれている。

　そこへ、砲撃だ。もしや洞窟が崩くずれて、続きたくとも動けなくなってしまったのではないか、とも心配になる。

　だがキリエは、こうなることが解っていたかのように、悠ゆう々ゆうと逃げていく。どちらを優先するか、ラスラーンが足あし踏ぶみしたところに再び砲弾が降り注ぎ、頭上から岩や松明が落ちてきた。立ち止まっている場合ではない。ラスラーンは勢いよく頭を振って、外へと駆けだした。

「あいつを捕まえて、攻撃をやめさせる。ステンカにもしものことがあったら、殺す！」

　どうやったら魔法使いと戦って勝てるのか、考えがあるわけではない。

　捕ほ虜りよを逃がすわけにはいかない、という点では、海賊達も同じのはずだが、上陸していた三十人ほどの水夫は洞窟の周りで右往左往するか、あるいは予備の大砲を持ち出して反はん撃げきしようと必死で、、二人の捕虜にかまっている余よ裕ゆうはないようだ。

　やや遅れて、ようやく背後から副長が飛びだしてきた。立ち止まったのは、戦せん況きようを確かく認にんするためだろう。

　副長はすでに動き始めている陸砲には反撃を、混乱している仲間にはただちに出港準備を命じた。ただし、まだ船は動かせない。肝かん心じんのシェーラがまだ戻っていないからだ。

「お嬢は、どうしたんです」

　不安にかられた水夫が副長に迫る。無理もあるまい。副長は直接は答えず呼び方も訂てい正せいせず、部下に長銃マスケツトを要求した。

「あの捕虜は敵の密偵だった。宝のありかがばれる。ヤツを逃がすわけにはいかん」

「じゃあ、とうとう宝が見つかったんでやすか！」

　船長が戻らないのはそのためだと海賊は納得したのか、副長に長銃マスケツトを渡した。その様子を察したラスラーンは、「いいぞ、あいつを撃て。あの副長の腕ならいける」と思った。

　だがキリエは崖がけの上まで駆け上がると、手の包帯を投げ捨て、いつの間にかほぼ治っていた右手で空中に文様を描いた。それはいともあっさり、長銃マスケツトの銃じゆう弾だんを弾はじいた。

「札さえいらないのか、思ってたより強いじゃないか。ずいぶんと騙だましてくれたな」

　ラスラーンは徒と手しゆ空くう拳けんのまま、キリエに迫った。

「騙してなどいないぞ。見たまえ、ちゃんと私の主人が、兵を送ってくれたではないか。どこの軍とは、言っていなかったがな」

　キリエは高笑いを上げて、背後の艦隊を披ひ露ろうするかのように手を広げた。その哄こう笑しようは、ラスラーンの神経を逆なでするだけだった。

「まさか、海賊に捕まるよう仕向けたのも、わざとか」

「やっと気づいたか。しかも、まだ自分の立場が解っていないとは哀あわれだな。だが、君たちだけなら助けてやらんでもないぞ、鍵の少年。あちらにおわす大魔道士ランセン閣下が本気になれば、海賊など島ごと吹ふき飛とばせるのだ」

　キリエが降こう伏ふくを勧すすめたのと、後から副長の怒ど鳴なり声ごえが聞こえたのがほぼ同時だった。

「狙ねらわれているぞ、伏ふせろ！」

　続けて長銃マスケツトの銃声が鳴り響いた。弾だん丸がんは二人のどちらにも当たらず、頭上を飛び越え、そしてやっとラスラーンは、事態を悟さとった。

　すぐ真上に、青い《飛竜リンドヴルム》が逆落としに急降下してきていたのだ。

　その炎ほのおのブレスが直ちよく撃げきしたら、教会の塔とうさえ崩れるのだ。丸腰の人間など、骨も残さず燃え尽きるに違いない。

　とっさに伏せたのか、腰が抜けたのか、自分でもわからずに、ラスラーンは身を地面に投げ出した。

　だが、灼しやく熱ねつの地じ獄ごくは襲って来なかった。視線だけをすこし上げると、キリエが崖から身を躍おどらせるのが見えた。その後を追って《飛竜リンドヴルム》が崖がけ下したに消え、そしてほんの数秒後、キリエは悠々と竜を乗りこなして空中に躍り上がった。
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「竜騎士だったのかッ、よもや、ツィンカを殺したのも貴様かァーッ!?」

　命が助かったことより、新たな真実に対する怒いかりが勝った。再び副長の声が響いた。

「油断するな、竜騎士はまだいる！」

　続けて銃声が何発も響いたところを見ると、とくにラスラーンに向けたものではなかったのだろう。たしかに、島の上空にはさらに二騎の《飛竜リンドヴルム》が現れ、一騎はニーナを追い回していた。さすがの怪鳥も竜には手も足も出ず、逃げ回るだけだ。もう一騎はよりによって、やっと反撃の準備を整えた大砲に襲いかかっていた。

　砲ほう手しゆの点火より先に、炎のブレスが積み上げられた火薬を包つつんだ。たちまちそれは爆ばく発はつして、海賊たちを爆風でなぎ倒した。装そう填てん済ずみの砲も暴発し、溶とけた銅をまき散らして、自らのみならず隣となりの砲をも破は壊かいした。

「くそ、空からとはいつもながら卑ひ怯きような！」

　敵が聞いたら不本意に顔をしかめるだろうことを吐はき捨すてると、ラスラーンは海賊達の陣じん地ちに駆け戻った。迫る竜の爪つめをかろうじて避け、爆ばく死しした海賊に飛びついて、握られていた長銃マスケツトを奪う。幸い壊こわれていなかったが、まだ弾が装填されていない。いま火薬に手を出すのは危険なはずだが、ラスラーンはためらわずに装填を始めた。紙かみ薬やつ莢きようを失敬すると、銃口から差し込み、棒で突き固める。撃鉄を起こすと、次の敵はもう背後から、また別の砲を狙っていた。

　ほぼ同時に、ラスラーンと、そして副長の長銃マスケツトが火を噴ふいた。横からの十字砲火。さすがに避けられまいと思ったのもつかの間、当たっても竜はちょっと嫌いやそうに身をよじっただけで、落ちない。ただの鉛玉ではたいした効き目はないらしい。

　ラスラーンは舌打ちしたが、そのわずかな隙に、砲の準備が終わった。

「いまだ、放てーっ！」

　副長の号令で、生きのこった青銅砲数門が一斉に火を噴いた。門数では劣おとるものの、一発でも当たればガレー船もただではすまない。逆に、島が砲撃で沈しずむことはない。

　海賊達の腕はたしからしく、先頭の敵てき艦かんのまわりに水柱が上がった。遠過ぎも近過ぎもしない、ということだ。このまま撃ち続ければいずれ当たるだろう。

「いいぞ、どんどん撃て」

　いつしかラスラーンはすっかり海かい賊ぞくに肩入れしていた。

　普ふ通つうならば、敵艦の大砲も作りは似たようなものだから、すこしすれば反撃がくるだろう。それでも、ただの砲弾なら岩に隠れればある程度やり過ごせる。それより、空中の竜騎士を近づけてはならぬ。ラスラーンはふたたび長銃マスケツトの装填にかかった。

　だが、何な故ぜか竜騎士は降下してこなかった。

「味方の大砲に当たるのを避けているのか？」

　そう思って海のほうを振り向いたラスラーンが見たものは、砲火でもなければ、黒煙でもなかった。

　かわりに敵旗艦の舷側に現れたのは、遠目にもそうとわかる、光ひかり輝かがやく巨きよ大だいな魔ま法ほう陣じん。それはいまだかつて見たことのないもので、なにが起きるのか、見当もつかなかった。

　幸か不幸か、それを知るものが自じ陣じんにいた。

「いかん、攻こう撃げき魔法が来るぞ、総員退たい避ひーっ！」

　副長が声を張り上げた。海賊達はすぐさま持ち場を放ほう棄きして、一目散に洞窟に逃げ込み始めた。

「え？」

　ようやくラスラーンは、キリエの捨て台詞ぜりふを思い出した。ただのハッタリだと思っていたが、違うのかと。だが、その一瞬が命運を分けた。

　次の瞬間、ガレー船から一直線に、人間の武器には出し得ない強きよう烈れつな光の奔ほん流りゆうが、島へ向かって放たれた。

　それまで海賊達が陣じん取どっていた砲ほう座ざは砲もろとも消し飛び、火薬は誘ゆう爆ばくするまでもなく蒸発し、溶岩の崖は噴火直後のように真っ赤に溶けて飛び散る姿に戻った。







　ステンカの記憶は一度途と切ぎれていた。改めて気がついたとき、最初に感じたのは頭痛だった。ごく即物的に、どこかにぶつけたらしい。そっと手で触ふれてみると、指にすこし血が付いた。べっとり、でないところを見るとそれほどの大けがではないようだ。

　あたりはあいかわらず暗く、やはり洞窟の中であることは間違いないようだ。といっても元の場所ではない。

「たしか、外からものすごい勢いで何か吹き込んできて……」

　ステンカの記憶は少し混乱していた。まだ地面が時折揺れているような気がする。そう思ったら、実際に今も断続的に揺れていた。

　と、いうことは、まだ帝国軍の攻撃は続いているということだ。

　ようやくステンカの頭の中が整理された。ラスラーンがキリエを追っていった後に続かず、洞窟に残ったのは……シェーラのことが、妙みように気になったせいだ。

　けれど、それからさほど経たないうちに、慌てふためいた海かい賊ぞく達たちが洞窟に逃げ込んできた。ずっと向こうで、副長が「総員退避ーっ」と叫さけんだのは、たしかに聞こえた。

　直後に、退避の意味などなかったとしか思えない暴風が襲ってきて、海賊達を奥に向けて吹き飛ばし、そしてステンカ自身も……

　あのとき背後にあったのは、開いたばかりの、「宝への道」のひとつだった。

「ということは、ここは……うっ」

　宝より先に目に入ってしまったのは、ねじれたりちぎれたりしてそのへんに散乱している、人間の体だった。服装からして皆、海賊だ。一目見ればすぐに、もう息をしていないと解る。

「まさか、ラスラーンや、船長も」

　真っ先に親友を心配するが、そもそも彼かれが洞窟に戻ってきたのを見た覚えがなかった。巻きこまれていないならいいが、もし外にいたとしたら、むしろもっと酷ひどい目に遭っているのではないか。

　次に船長のことを考えてしまったのが、自分でも意外だった。

「だって、なんか、海賊っぽく見えなかったし」

　そう、むしろあのときのシェーラは、手下たちがたまに言いそうになるように、どこかのお嬢じよう様さまといったほうが似合いそうだった……自分に言い訳をするように独りごちて、海賊達の死体をあらためて見回し、これを見てもやっぱり彼かの女じよは泣くのだろうかと考えてみる。

　それからようやく、ステンカはこの洞窟の奥に、もとからあったらしい物を発見した。いや、それを「物」と言っていいのかどうか。

　あるいは、ステンカが見ていなかっただけで、やはり海賊の一味の一人がそこに飛ばされてきたのかとも、思った。

　だが、それはありえなかった。どう見ても、そこにはじめから、しっかりと、収まっていた、としか思えないたたずまい。

　だが、ここにあったからといって、それが侯爵家の宝物、ということも、ありえないだろうと判断するのが常識というものだ。

　ステンカが見つけたのは……




　棺ひつぎの中で眠ねむっている、女の子がひとり。







第三章　くるみ割り人形







　その眠れる少女の印象を一言で言えば、「陶とう器きのよう」だった。

　いかなる魔ま法ほうか、ほんのりと光っている棺の中で、少女の顔はおどろくほど白く、そして目を閉じていてもなお、どこまでも端たん正せいに見えた。シェーラ船長もかなりの美女といえたが、あちらは喩えるなら血の通った豹ひようあたりの動物に通ずる美だ。まったく種類の異なる美しさと言ってよいだろう。

　透すけるような白さと逆に、まとっている衣類は真っ黒だった。足首まである黒いスカートに、これまた純白のエプロンがかかっている。貴婦人が着るようなものではなく、どちらかといえば村人の服に似ていたが、毛でも麻あさでもなさそうだし、それをわざわざ真っ黒に染める手間をかけることも普通ではない。町の者ならむしろ洒しや落れて鮮あざやかに彩いろどるだろう。「高貴にして質素」を兼かね備そなえるとしたら貴族の使用人あたりだろうか。だとしても、港でも見たことのない服だ。

　ステンカの脳裏に浮うかんだのは、むしろ「違う世界の格好」というイメージだった。どこかずっと、外海の彼方かなたか、あるいは……

　違う時代。

　たとえば、伝説通り、ここがラヴァルス家の宝島だとすれば、「ここにはじめからあったもの」は、すなわち数百年以上前のもの、ということにならないか。

　そんなばかな、とステンカは自らそれを否定した。宝、というのが何なのか、キリエも船長も教えてはくれなかったが、少なくとも女の子一人ということはあるまい。それ以前に、何百年も眠り続けるなんてことが可能とも思えなかったし、服も、まったく新品のようだった。

　この棺が魔法のかかったものだとしたら、ただ光るだけのものと信じる理由はない。もしかしたら、この中では時が止まったりすることも、あるのではないか？

　いや、それ以前に、そもそもこの少女は、生きているものなのだろうか。なにしろ、顔にまったく、血の気が感じられないのだ。

　一体どうなっているのだろう。ステンカはどうしても確かめずにはいられなくなって、つい、棺の中に手を伸のばした。

　どこにすべきか、手をさまよわせたあげく、白い頬ほおにそっと触れる。

　そこから遠えん慮りよがちに唇くちびるに向かって指でなぜると、肌はだはまさに陶器のようになめらかで、そして冷たかった。まさか本当に死んでいるのではと、一瞬指を引っ込めて、そのとき初めてステンカは、自分の手が血で汚よごれていたことを思い出した。おかげで、少女の顔はまるで雪原に朱しゆを流したような、否、むしろ、舌をかんで事切れた後か、さもなくば、血を吸った直後の吸きゆう血けつ鬼きのような妖あやしさが書き足されてしまった。

　何かものすごく、まずいことをしてしまったような気がして、ステンカはとっさに拭ふき取ろうと、もう一度少女の唇に指を触れてしまった。

　その時だ。何の前まえ触ぶれもなく、少女の目が開いたのは。

「わわっ」

　ステンカは思わずのけぞったが、驚おどろくべきことに、少女はそれよりも速く、バネ仕掛けのように上半身を起こして、ステンカの腕をつかんだのだった。

　その腕は思いのほか力強く、そしてやはり、冷たかった。ステンカの顔はたちまち、少女の真正面、極きわめて至近距離に引き寄せられた。

　少女の肌が陶器だとすれば、目はまるで瑪め瑙のうの玉のようだった。そして、こまかいことにステンカは気づいた。

　その眼球に、血管がない。本当に宝石を磨みがいたように透き通っているのだ。

「まさか、人形みたいなんじゃなくて、本当に人形、なのか？」

　見世物としてなら、からくり人形は古くからある。だが、どう見てもこれは、そんなものとは比べものにならないほど、精せい巧こうだ。

　人形のような少女は、まばたき一つせず、ステンカの目をまっすぐに見つめ返していた。それから、やっと言葉を発した。

「生体認証完了。イズデリエ99ノーチェ、起動前スキャンを実行します」

　意味がわからん、という間もなく、少女の左目から何かの光が、ステンカの右目に差し込んできて、周りの光景が奪うばわれた。

　何がおきたかと思う間もなく、さっきの砲撃をはるかに上回る衝しよう撃げきが襲ってきた……




　一瞬の後にステンカが見たのは、洞どう窟くつの中のような光景とはかけ離はなれたものだった。あたり一面真っ青、壁かべも何も無い。

　そういうものを知ってはいる。だがそれは普通、見上げるだけのところだ。その、ごく簡単な言葉さえもすぐには思い出せないほど、頭にもやがかかったようにぼんやりとしている。

「空？」

　あたりを見回そうとすると、突とつ然ぜん、目の前にあの少女の顔が現れた。どうやら二人はきつく抱き合っているようだ。

「あっ、ご、ごめん」

　気まずくなって手を離そうとしたが、今更ようやく、足あし下もとの違和感に気づく。

　地面は、無かった。

　眼下にも青。そこに所々白い綿のようなものがちりばめられ、それが海と雲だと理解するまでに、また少し時間がかかった。

「うわわっ」

　ステンカは改めて、少女の腰にしがみついた。はしたないとか考える余裕はまったく無くなっていた。少女は気にした様子も無く、あいかわらず無表情のまま、ただ、

「危険です」

　とだけ言って、ステンカを支え続けていた。

　ステンカはもう一度おそるおそる眼下を見た。海岸線らしきものも見える。その姿はステンカが知っている大内海の図に似ているようで、少し違った。

　まさかそれが海の本当の姿だとでも言うのだろうか。わけがわからず、何から問うべきかと少女の顔を見上げ、さらにその上の空を見た。いつも海の上から見ているのと違って、青さが度を過ぎてもう黒くなっている。その中にちらりと、星々さえも見える。

　そして、それとは別に、流れ星か人ひと魂だまのようなものが、うねるように飛び交い始めた。それは、地上に生きているかぎり絶対に見ることのできない、教会の説法にしか出てこないものを思い出させた。

「《輝ける者グリツター》……天界高度？」

　それは鳥にも魔法使いにも達することのできない、はるか彼方の世界、人間が近づいてはいけない神の国と聞かされてきた。もしかしたら竜ならあるいは、とも。

　そんなところに、自分がいるわけがない。

　これはきっと、夢だ。それなら、頭がぼんやりしていても仕方ない。

　そう思った瞬間、少女が不意につぶやいた。

「FL3000,Heading36. Check prove――negative.天界面上に端たん末まつ無し、新規設定、初期配置デフォルト。プローブ01から08、射出」

　ステンカにはまったく意味が分からなかったが、少女が何かをやろうとしていることは解った。

　少女の黒いスカートが風にまかれたようにめくれ上がって、しかしステンカの位置からではその中は見えない。

　スカートの裏側から、《輝ける者グリツター》にも似た光が尾おを引いて、これも流星のように飛び去っていった。

　しばらくすると、少女はステンカにまっすぐ向き合って、今度はまだしも意味の分かることを告げた。

「眼下海域、島周辺海域に戦せん闘とう艦かん艇てい多数確認。上陸作戦展開中と推定」

「戦って……る!?」

　夢の中でまで？　と思うより先に、ラスラーンのことが気になった。飛びだしていったきり、姿を見ていない。

　と、突然、またしても少女の目から何かのイメージが広がって、ステンカの視界が塗ぬり替かえられた。

　海が見えるのは同じだが、ムカデのように櫂かいを繰り出して進んでいるのはガレー船だろう。帆ほ柱ばしらよりも高く、ほぼ真上から見下ろしていたので最初、船だとわからなかった。ただ、さっきよりずいぶんと近くに見えた。

　艦隊はすでに島に近づいていて、まわりを三頭の竜が飛んでいるのもわかった。竜の背が見えるということは、それよりはまだ上から見ていることになる。

　それから、海岸が大きくえぐれて、地形が入港時と大きく変わってしまっている。ときおりゆがんで見えるのは熱で陽炎かげろうが立ち上っているせいらしい。

　あわてふためいている海賊たちも顔はわからず、頭に巻いた頭ず巾きんでそうと知れるだけだ。少し左側にコルサコフ号も見えた。まだ沈められてはいない。

　もはや洞窟の体をなしていない大穴のあたりに、やっと、真上からでもひときわ目立つ姿を見つけた。

　シェーラ船長に違いない。長い髪かみを振ふり乱みだして刀を振っている。それからずっと離れたところに、もっと気になるものを見つけた。

　真上からでも顔が解るということは、それは倒たおれているのにちがいない。

「ラスラーンが！」

　ステンカはとっさに眼下に手を伸ばしたが、届かなかった。

「そうだ、寝ねてる場合じゃない。戻らないと。戻って、助けるんだ」

　ステンカの意識は、再び遠くなり……




　気がつくと元の洞窟と思われるところに戻っていた。少しだけ戸と惑まどったのは、いつの間にか少し明るくなっていたからだ。

　天井が崩ほう落らくしたらしく、外から日の光が差し込んでいたのである。

「やっぱり夢だった、よな」

　どうしたことか頭が重かったが、寝ね覚ざめが悪いだけならまあ、いいだろう。天井から落ちた岩かなにかが当たっていたら、大事だが、すでに怪け我がしているところを触さわっても痛いだけで、傷の深さが変わったかどうかまでは解らない。

　それからやっと、自分があの少女に抱だきかかえられていたことに気がついた。

「こっちは、夢じゃなかったか……ねえ、君」

　呼びかけると、眠っていたかのように静止していた少女は、まるきり予備動作なしで、いきなり振り向いた。

「ラヴァルス錬れん金きん術じゆつ工こう房ぼう製品第99号、識別名ノーチェです。生体認証完了、あなたの名前を登録してください」

「あ、あの、僕ぼくは、ステンカって呼ばれて」

「ステンカ様、で、登録完了」

「ていうか錬金術で製品て、本当に人形なんだ？」

　まさに機械的に粛しゆく々しゆくとなにかが勝手に進められることに、ステンカはいささかの不安をぬぐえなかった。ノーチェはやはり、ごく機械的に答えた。

「はい、全天候早期警戒索敵管制兼汎はん用よう後方支援自動人形として錬れん成せいされました」

　意味がよく分からない言葉ばかりが、矢や継つぎ早ばやに繰り出されるのは、目が覚めても変わりがないらしかった。

　それでも解らないなりに、次のノーチェの言葉は聞き捨てならないものだった。

「ステンカ様はラヴァルス家遺産の管理責任と使用権限を、正式に承しよう認にんされました。再興に向けての適切な利用を望みます」

「なんだってー!?」

　ステンカの声が洞どう窟くつ内ないにこだました。

　例によってわかりにくい言葉だったが、なんとか自分なりに意訳を試みる。

「つまり侯爵家の宝が、僕のものになっちゃった、と？」

　本当ならば喜ぶべきところなのだろうが、そんな気がしないのは、どうにもそこが、宝の部屋には見えないからだろう。

　なにしろあるのは、ノーチェと、彼女が収まっていた棺と、崩れた岩と、それから……海賊の死体。このうち、まがりなりにも宝に該がい当とうするものはごく少ない。

「もしかしなくても、その遺産て……君のこと？」

「私が該当するかと問われれば、そのとおりです」

　ノーチェはこともなく事務的に答えた。なるほど、「お抱かかえの魔ま法ほう使つかい」が作った「人形」であれば、それは遺産と言って間ま違ちがいではない。

　だからといってそれを「お宝」と呼んでよいかどうかは別だ。ステンカには判断がつかない。どう見ても海賊や神聖帝国が欲ほしがるようなものとは思えないが、ノーチェはどうやらただの人形ではないらしいから、価値がわからない。

　いや、今、どんな宝かも知らずに戦っている連中の前に彼女を見せたら、どうなるのだろう？　と、ステンカは首をひねる。

「ところでステンカ様、お出かけのご用があるのでしたら急ぎ、ふさわしい服にお召し替えを」

　ノーチェに変なことを言われて、ステンカはようやく、ぼんやりとした頭のもやを振り払った。

「服とか言ってる場合じゃないだろ、危ないんだよ。外の様子を確かめないと！」

「了りよう解かいしました。戦術データリンクを転送表示いたします」

　ステンカはとくに、ノーチェに何かを期待して命じたつもりはなかった。しかしノーチェは再びステンカの首を無む理り矢や理り目の前に引っ張って、おでこが当たるほどに近づけた。それどころか唇が触れそうで、しかし、ときめく間もなく、視界が別の映像に奪われた。「島内立体戦況図より現地点起点にて表示。識別基準をいかがいたしますか」

　ガラスで組み立てた島の模型のような画像に、船や兵士の位置が示された。

　ようやくステンカは、さっきの夢がただの夢ではなかったことを理解した。こんな画像が見られること自体も驚くよりないが、描えがき方かたが違ちがうだけで、状じよう況きようはあのときと大差なかったのだ。ならばあの夢も、こうしてノーチェが見せたものに違いない。

「さっきの夢で船長とラスラーンがいたあたりを見たい、たしかこのへんに」

　どう指示すればノーチェに解ってもらえるのか解らなかったので、つい普通に海図を見るときのように指さそうとした。驚いたことに、それで実際に、幻まぼろしのはずの地図を動かすことができた。なんと空から見下ろすだけでなく、洞窟の中までも自由に見られる。

　おかげでようやく今居る穴と最初の洞窟の位置関係が解った。海かい賊ぞく達たちはすでに洞窟に押し込まれていたが、仕し掛かけの間までは敵を侵しん入にゆうさせていないようだ。さすがの竜騎士も、穴の中の接近戦には参加していないらしく、普通の斬きり合あいが始まっていた。

　シェーラの姿もあった。数多くの仲間が殺されていたが、いつまでもは泣いていられなかったようだ。むしろ仇かたきをとろうとむきになっているようにも見えた。

　そしてやはり、戦列の中にラスラーンの姿はなかった。

「洞窟の外、島の周りを回って見せて」

　ステンカが頼たのむと、画像のスケールがただちに切り替わってズームアウトした。海岸の溶けた跡あとを上陸地点に、ガレー船が接岸していた。桟さん橋ばしがあるわけでもないので、帝国兵は一度海に飛び込んでから這はい上あがらねばならないようだ。鎧よろいをつけているので動きが鈍にぶく、これでは溺おぼれる者がいてもおかしくない。

　三騎の竜騎士がその周りを飛び、海の中の何かを攻撃していた。《海トカゲ竜》やサメの群れが近づいているようだ。血のにおいにつられてきたのだろうか、上陸部隊に食いつくつもりらしい。しかし最大級の《海トカゲ竜》でも《飛竜リンドヴルム》にはかなわないのか、あえなく首を切り落とされて、自分がサメの餌えさになってしまう。

　それでも竜騎士と軍艦がそちらにかかり切りになっていてくれれば、ステンカにとっては助かる。それは海賊にとっても同じだろう。コルサコフ号は上陸地点から少し離れていて、その入いり江えの出口は封ふう鎖さされていない。

「今ならまだ、あの船で逃にげられる」

　と考えて、ステンカははっとした。あれは海賊船なのに、自分はいま、あれに乗って逃げるつもりになっていた。だいたい、シェーラ抜ぬきで海賊船が出るわけがないだろう。

　いっそこのまま海賊がやられるのを待って神聖帝国に投降したらどうなるか。考えるまでもなく、これはもっとありえなかった。それなら海賊と一いつ緒しよに戦って死んでやるとラスラーンなら言うだろう。もう本当にそうなってしまったかも知れない。

　そしてその、肝心のラスラーンの姿がやっと見つかった。夢の中で見たとおりの場所と格好で倒れている。見たところどこかちぎれたりはしていないようだが、息があるかどうかまでは解わからない。

「あそこまで行くには、帝国兵の包囲を突とつ破ぱしなきゃいけないのか」

　海賊と帝国の両方から逃のがれてそこまで行くルートはあるだろうか。ノーチェのこの力を借りればあるいは見つかるかもしれないが、そのあと、どうする。

　そこまで考えて、ステンカははたと悟った。

「そうか、そもそも、ここを守り抜く必要はないんだ」

　それから一度投とう影えいを切るよう頼んでからノーチェの顔を見つめた。

「君が宝で、しかも動ける。僕のものになったから、僕が逃げると言えばついてくる、それで間違いないね？」

「誤りは含ふくまれていません、ステンカ様。どこまでもお供いたします」

　ノーチェの返事には迷いもなにもない。

「なら、君を連れてここから逃げ出そう」

　ステンカはシェーラに賭かけてみるほかない、と決意した。少なくともあの船長は、帝国軍よりは信じていいような気がしたからだ。

　それからもう一度全体図を見て脱だつ出しゆつ路ろを考える。前を突破する以外の道でコルサコフ号に出られればいい。あとはなんとかして竜りゆう騎き士しの追つい撃げきを断たてば、船で島の反対側を回ってラスラーンを助けられる。船をつけられなくても、《シレーン》のニーナが協力してくれれば空から拾い上げることもできるかもしれない。

　ニーナ自身はともかく、もしかしたらシェーラなら、ラスラーンのことも見捨てずにいてくれるのではないか、根こん拠きよは無いが、そんな気がした。

　それなら最初にすべきことは、シェーラを助けて海賊達を撤てつ収しゆうさせることだ。「宝が手に入った」とひとこと言えば、彼かれ等らはすぐに島から逃げ出すに違いない。

「そうと決まれば、あとは武器が欲しいな。ここで都合良く、こんなときに最適な魔法の武器も一緒に埋うめられてたりとかしないのかな？」

　ステンカは諦あきらめ半分で聞いてみた。ノーチェは首をかしげつつ一いつ瞬しゆんの間を置いて、

「作戦級の携帯兵器は私には付属していません」

　と答えた。

「そりゃそうか。そんなものがあったらアレコ家に負けないよね」

　納なつ得とくしかけたステンカに、ノーチェはまったく脈みやく絡らくのないことを告げた。

「脱出されるのでしたら急いだほうがよろしいかと存じます。この島は、もうすぐ沈みますので」

「何だって？」

「先ほどの衝撃で火山活動が再開されたことが、索敵行動により判明しました」

「それを先に言ってくれ！」

　ステンカはとりあえず、海賊の死体からラッパ銃じゆうと斧おのを拝借して走り出した。




　海賊の軍勢は当初の半数、十数人にまで減り、仕掛けの間まで押し込まれていた。

　幸いにも竜騎士は狭せまい洞窟までは潜り込みたがらなかったし、バリケードに使う樽たるや木箱はまだたくさん残っていた。

　だが、帝国軍は十人隊長クラスの下士官さえも小さな火球の魔法を投げかけてきた。樽の中身が火薬だったら、この時点で海賊は全ぜん滅めつしていただろう。

　かわりに、燃えたぎる樽の中からは、赤熱した溶よう岩がんのようなものが流れだした。

「ああっ、もったいない、銀貨が！」

　海賊たちが悲鳴を上げる。下士官級魔道士の力では鉄を溶かすほどの火球は出せないようだが、銀くらいならいけるようだ。

「お前ら命とどっちが大事だーっ、と言いたいけど、溶けたら盾たてにもなんないかー！」

　シェーラは別の木箱に身を隠かくしながら歯がみした。こんどの箱の中身を確かめるようにラベルを見る。岩塩、と書いてあった。やはり、攻撃魔法相手では分の悪そうな品物だ。「あれだけ撃うたせておけば、そろそろ気力が尽つきるかと思ったが。こんなことなら、奪ったあれでさっさと魔法の武器を作っといてもらうんだった」

　副長もクロスボウに矢をつがえながら、たよりないことを言った。もう単発銃を装填しているひまはなく、矢さえあればこちらのほうが速い。

「言われんでも作りかけとったわい。あと一日あれば……のわっ！」

　パルナッスムは反はん撃げきどころか、のけぞって避よけるのが精せい一いつ杯ぱいだった。

「先生も口答えするヒマがあったら何か撃て、回復の余よ裕ゆうを与あたえるな！」

　副長が放った矢弾クオレルが敵魔道士の額を射い貫ぬいた。魔法を放ちきった直後は気力が果てているから、一人ずつ打ち倒すことは不可能ではない。洞窟なら、横隊での突とつ入にゆうは難しい。後ろに何人控ひかえていようと、頭から削けずっていけばある程度は持ちこたえられる。

　だが、それも防ぼう壁へきと、防御側の火力があるうちのことだ。

「仕方ない、隊列に切り込もう。乱戦に持ち込めば向こうもでかい魔法は使えない」

「で、その後は？」

　シェーラの捨て身の提案に、副長は聞き返した。あまり考えていなかったらしく、シェーラは言葉に詰つまった。

　その隙すきに、火球が岩塩に着火した。焼き塩のにおいが漂い始めるが、おいしそうとか言っている場合では無い。シェーラがとっさに飛とび退のくと、それを狙ねらったかのように鎧姿の帝国兵がバリケードを乗のり越こえ、斬りかかってきた。

「しまった、先手を打たれた！」

　シェーラはとっさに偃月刀カトラスをかざして、サーベルの斬撃を間かん一いつ髪ぱつ、受け止めた。敵も洞窟に長ちよう剣けんは持ち込まなかったおかげで叩たたき折おられずにすんだ。

「お嬢じよう！」

　クープラン副長は加勢しようと剣けんに手を伸ばしたが、眼前を火球に横切られ、とっさに後ずさらずにはいられなかった。銀が溶け出す高熱だ、かすめただけでも、前まえ髪がみが焦こげ臭くさく、鼻先が熱くなる。

　万ばん事じ休きゆうす、と思われたとき、突然、後方から飛びだしてきた人ひと影かげが帝国兵の兜かぶとを、斧で横よこ殴なぐりになぎ払はらった。

　シェーラに襲おそいかかった兵は後ろ向きにのけぞって倒れ、ずっと向こうの敵兵達のただ中に、遅おくれて兜が落ちた。中身がどっちに付いているかは、もはや問題ではなかった。

「お前、生きていたのか？」

　シェーラが見上げて驚く。むろん、斧の持ち主はステンカだった。

「ああ、こう見えても意外と頑がん丈じようなんだ。仮にも船乗りなんで斧と銛もりは慣れてるし」

　普通は綱つなを断ち切るために船に常備しておく斧だが、いざとなったら船乗りにとっては武器となる。それは海賊でも漁船でも変わりはない。だからステンカは、ほかの武器ではなくこれを持って飛びだしたのだ。

「仲間が死んで、捕ほ虜りよだけ生きているとはね」

　シェーラはあまり喜んでいないようだったが、ステンカは恩を売るより先に言うべきことを言わねばならなかった。なにしろ、時間がない。

「それより、宝が見つかった。ここに長居することはない、急いで逃げよう」

「なに、本当に宝が!?」

　まるで自分たちも半ばは信じていなかったような声が、複数上がった。中には帝国軍のほうからの声まであった。

　一瞬、攻せめの手が緩ゆるんだ。やはり、帝国軍も宝は聞き捨てならないのだろう。ステンカはその隙にシェーラを起こし、副長たち海賊もその周りに集まって守りをかため直すことができた。

「で、どんな宝だった」

　シェーラの問いに、ステンカは肩かた越ごしに後ろを指さした。

「彼女に聞くといいよ。ああ見えて侯爵家お抱え錬れん金きん術じゆつ師しの関係者だって」

　一同の視線が集中した先に、ノーチェがゆっくりと歩いて現れた。だれにとっても、あまり見慣れた格好ではないようだ。

「なんだ、あれは」

「詳くわしい話はあと。とにかく、急いでここから逃げないとまずい。この島は火山の噴ふん火かで沈しずむらしいよ」

「しかし、船に戻もどるにも、やつらを蹴け散ちらさねばならんぞ」

　副長がもっと現実的なことを言う。

「それも大だい丈じよう夫ぶ。別ルートを見つけてあります」

「いつの間に」

　ノーチェの能力を知らなければ、そう思うのが当然だろう。ステンカはこれも説明を後回しにした。最後にシェーラが訊たずねた。

「信用したいところだが、捕虜が私たちと逃げようってのが、わからんな」

「それもいろいろ考えたけど、船持ってるのは君らと奴やつらのどっちかだ。どっちがましかって言ったら、僕も、奴らだけは選びたくない立場なんで……」

　それを聞いたシェーラは一瞬きょとんとしたが、それからフッとほほえんで、

「よかろう、乗った」

　とだけ答えた。ステンカにしてみれば、不意打ちをくらったようにその笑えみを見つめ返すしかできなかったが、すぐに我に返って、後ろをさしていた指を動かした。

　ただちにノーチェが近寄り、その手に銃を手て渡わたした。装そう填てん済ずみのラッパ銃。それをおもむろに敵軍に向ける。

　洞窟に銃じゆう声せいが響ひびき渡わたった。敵はもちろん伏ふせるが、ステンカが放ったのはただの鉛玉ではなかった。敵の前衛が、とたんに苦しみ始めた。

　そもそもラッパ銃は、一発必中を狙うものではない。散さん弾だんや、時には砂じや利りをつめて広こう範はん囲いをなぎ払う銃だ。ステンカはそこに、海かい賊ぞくの戦利品としてそのへんに積んであった強烈なスパイスを詰めて発射したのだった。斧で斬りかかっている間に、ノーチェに装填させておいたのだ。

　どんなに鎧と魔法で守ったつもりでも、この不意打ちは防ぎきれなかった。洞窟の中で目つぶしをくらっては、うかつに動けば同どう士し討うちになる。

　そのすきに、ステンカ達はこぞって宝の間に通じるトンネルのひとつに飛び込んだ。その先はシェーラ達にとっては初めて眼にする、あの棺の間だ。

「おい、宝はどこだ」

　金銀財宝のようなわかりやすいものがないので、思ったとおりの海賊らしい問いが乱れ飛ぶ。

「想像してたようなものじゃなかった。だから彼女がいれば大丈夫なんだってば」

「なんか光っているけど、これがそうとか言わないだろうな」

　副長が棺に気づいた。ステンカがノーチェに確かめると、ノーチェはいともあっさりと、「それが錬金術工房の製品かと問われれば、そのとおりです。イズデリエ98永久魔法動力自動修復装置、識別名めい称しようなし」

「ほかにもあるならそう言えよ！」

　ステンカは思わず突っ込んでしまったが、シェーラは海賊らしく強ごう欲よくにも部下に命じた。

「……よく解らんが魔法のお宝らしい、野や郎ろうども、かついでもってこい！」

　副長と海賊達は言われたとおりにしたが、それでまた貴重な時間が過ぎた。ステンカはいささか慌て始めた。このままではラスラーンを助ける余裕がなくなってしまう。

「ノーチェ、最短の通路を」

「はい、ステンカ様」

　二人は例によって見つめ合う。

「いちゃついてる場合か！」

　何か勘かん違ちがいしたらしいシェーラが急せかすが、ステンカは瞬まばたきするとすぐに、

「よし、こっちだ」

　と、崩落で新しく開いた穴に皆みなを誘ゆう導どうした。

　やや遅れて、トンネルから一人二人と、帝国軍の追っ手も現れた。同じように、まずは宝がどこにあるのかとあたりを見回す。

　それからやっと、海賊達が光る箱を持ち出そうとしているのに気づいて追ってくるが、そのとき、ぐらりと足下が揺ゆれた。不気味な地鳴りが、反はん響きようして幾いく重えにも聞こえる。

「噴火ってのは本当らしい。急げ！」

　シェーラが叫さけぶと、言ったそばから天てん井じようの岩が崩れ始めた。それを浴びて、帝国兵の歩みが止まる。ステンカと海賊達はその隙に穴から這い出し、溶岩台地の上を入いり江えに向けて走り出した。

　もうノーチェの能力を使わなくとも、敵艦隊とコルサコフ号の様子は見て取れた。艦隊はまだ海岸に乗り付けたままで、すぐには動けず、脱出路はふさがれていない。問題は竜騎士で、さすがに空を飛べるだけのことはあって、いち早く異変に気づいたようだ。

　危険を避けるか、こちらを見とがめて阻そ止ししに来るか。だが、いまだに海の怪物との戦いは続いていたようだ。竜騎士が低空に降りると、《海トカゲ竜》がすかさず跳とび上あがって食いつこうとするのだ。しかし、竜といっても格が違った。かみつくだけが芸の《海トカゲ竜》は、ブレスか騎き士しの攻こう撃げき魔ま法ほうで、下手をすれば頭ごと吹き飛ばされてしまう。さすがにサメは、そこまで果か敢かんな挑ちよう戦せんはせず、おこぼれに群がるだけのようだ。

「そこまでして《飛竜リンドヴルム》を食いたいのかな」

　ステンカは素そ朴ぼくな疑問を抱いたが、シェーラは憮ぶ然ぜんとして言った。

「きっと、トカゲもやつらが嫌きらいなのさ。トカゲはメッサーの眷けん属ぞくじゃあないからな」

「え？」

　竜同士の仲なか違たがいなど、ステンカは考えたこともなかった。だが言われてみれば、他の大国も《四方の守護龍》を《国家守護龍》に頂いた以上、それぞれの眷属同士は戦わざるを得なくなるだろう。大内海の怪物がいずれかの眷属に入るとは聞いたことがない。あえて言えば《大海竜ワイズ・ドラゴン》だろう……そういうことなのか。これは西と央の、竜の戦いなのか!?

　余計なことを考えているひまはなかった。竜騎士の一騎が、とうとう、ステンカ達を見つけて追いすがってきたのだ。

　あっという間に真横につかれる。この距離でブレスを吐はかれたら一発で全滅だ。だからステンカは思い切り声を張り上げた。

「ここに宝があるぞ、燃えてもいいのか！」

　聞こえたかどうかはわからないが、竜騎士は慌てたように急きゆう上じよう昇しようした。あきらかに、攻撃をためらった。

「やっぱりだ、あいつらも宝が惜おしいから攻撃してこられない。今のうちだ」

　海かい賊ぞく達たちははりきって足を速めた。その行く先ではすでに、コルサコフ号が出港準備を整えて待っていた。

　竜騎士は一度宙返りをすると、その間に割り込もうと降下してきた。船だけでも沈めてしまうか、乗り込むのを阻止できれば、そのあとゆっくりと宝を奪えばいいわけだ。そうなったら、ステンカ達に対抗手段はない。

　せめてもう一発、ラッパ銃が撃てたら時間稼ぎになるだろうか、とステンカが悔くやんだとき、別の翼つばさがさらにその下に飛び込んできた。

　追い回される一方だと思われていたニーナの翼だった。

「とっておき、いくニャーっ」

　背面飛行しながらニーナが宣言した直後、シェーラたちはあらかじめ悟さとっていたように指を耳に突っ込んだ。と同時にあたりに何かとてつもなく固い物をかきむしったような金切り声が響き渡って、ステンカは慌てて耳を押さえた。ただでさえ痛い頭をもう一度がんがんと殴なぐられるような不快さだったが、それでも、前にいなかっただけ、ましだったらしい。真正面から聞かされた《飛竜リンドヴルム》は首を振って、急上昇して逃げた。

「竜が逃げるって、どんだけうるさいんだ。ていうか、そんな技わざがあるなら最初から」

　ステンカが顔を上げると、それが過大な要求だったことがすぐに解った。ニーナ自身も力ちから尽つきてコルサコフ号に落ちていき、風をはらんだ横帆に跳はね返かえっていた。甲かん板ぱんに叩きつけられる前に、マスト上の美形掌しよう帆はん手しゆがその足をつかむ。

「あいつがあれをやれるのは一発きりだ。次は無いぞ、急げ！」

　耳から指を抜きながらシェーラが叫んだ。ステンカとしてはまだ頭ず蓋がい骨こつの内側でこだましつづけているところにまた大声を重ねられていっそう痛いが、小声であったら聞き取れなかったろう。

「ノーチェ、動ける？」

　自分の声も響いて聞こえる。魔ま法ほうの自動人形とはいえ、ノーチェも少しまいったようだ。

「はひ、一定時間以上さらされていたら誤作動するところでＳた」

　あれが群れで発せられたら、なるほど船も難破するかもしれないと《シレーン》の伝説に納得しながら、ステンカはノーチェの手をとって、岩棚から船へと飛び移った。あの給きゆう仕じの少女までがかり出されて、船長とパルナッスムを引っ張り上げるのを手伝っている。上陸していた水夫の多くが犠ぎ牲せいとなって、今船に居るのは三、四十人というところだろうか。この規模の軍船を動かすには、人手が足りないのだ。

　全員が乗り移るとすかさず舫もやい綱が斧で断ち切られ、コルサコフ号は再び海うな原ばらへと漕ぎ出した。すぐに砲ほう門もんから大たい砲ほうが押しだされ、甲板の水夫たちはマスケットを構える。完全武装というにはどれも不足だが、ないよりはましだ。このまま見み逃のがしてくれるほど、神聖帝国は甘あまくはあるまいと誰だれもが思っていた。

　それ以上に、敵も味方も安あん穏のんとはしていられない事態がそこまで迫せまっていた。

「ノイズのために検知が遅れました。噴火が始まります」

　ノーチェがきわめて無機質な声で告げたとき、ステンカはやっと、それまでも聞こえていた耳鳴りの一部はすでに地鳴りであったことを悟った。

　雲の上が、突とつ如じよとして橙だいだいに染まった。

「火か山ざん弾だんの下をくぐって風を確保、急げ！」

　シェーラが大だい胆たんな命令を下す。舵かじと三角帆が動いて、コルサコフ号は傾かたむきながら岬みさきのすぐ脇わきを面おも舵かじですり抜けようとしていた。すぐに最初の火山弾が落ちてきて、砲ほう撃げき戦せんさながらの水柱に取り囲まれる。

「ちょ、ちょっと、当たったらどうするんだ！」

　慌てているのはステンカだけだった。シェーラは少しうわずった声ながら、胸を張って答えた。

「それが怖こわいから敵も追ってこられないだろ。なに、避ければすむこと！」

「そんな無む茶ちやな」

「海賊だからな！」

　シェーラが言ったそばから、すぐ頭上を溶岩の塊かたまりが飛んでいった。一発でも当たったら、帆はん船せんとしては巨きよ大だいとはいいかねるコルサコフ号は沈んでしまうのではなかろうか。

　ステンカは後ろを振り返った。たしかに敵はまっすぐには追ってこない。竜騎士でさえ遠巻きにしているところを見ると、いかに高位の魔法使いでも火山にはかなわないのだろう。ましてガレー船は、逃げ惑う上陸軍を収容しなければならないはずだ。

　と、ステンカが常識的に考えたとき、ガレー船の櫂が一いつ斉せいにうごめき始めた。後ろ向きに船が動き始め、水柱の間を縫ぬって沖おき合あいに移動し始める。

「あいつら、兵士を見捨てるのか」

「島ごと沈むとは思ってないんだろ。でなきゃ、お宝がそこまで大事かだ。お前一体、何を見つけたんだ」

　シェーラが目の前に顔を突つきつけて睨にらむ。ステンカは気け圧おされたものの、気を取り直して正面から向き合った。

「ひとつ取引をしよう。断るなら教えない」

「あれに聞けばわかるんだよな、直接聞いてもいいんだぞ」

　シェーラが指を鳴らすと、副長がノーチェに近づき、すごんで見せた。しかし、ノーチェは眉まゆ一つ動かさない。

「私はステンカ様以外からの命令は聞けません」

　はねつけるのではなく、ただの事実を淡たん々たんと告げる。副長はノーチェの前でこれ見よがしに拳こぶしを握にぎりしめたが、ノーチェは気にした様子もなかった。

　なにしろ、まばたき一つしないのだ。

　いきなり殴るかわりに、副長はステンカに怒ど鳴なった。

「おい、こいつは本当に人間なのか。何かおかしいぞ」

　仮に殴ったとして、どっちのほうが頑丈かはステンカにも解らない。けれどステンカはあくまで強気を保とうとして、唇くちびるの端はしを吊つり上あげた。

　後でどんな目に遭わされようと、今は引くわけにはいかないのだ。ただ敵と火山から逃れるだけではなく、海賊にラスラーンを救出させねばならない。

「……いいだろう」

　折れたのはシェーラのほうだった。

「話だけは聞こう。ただし、聞くだけだ。私もこれ以上、仲間を危険な目に遭あわせるわけにはいかない」

　賭かけに勝った、と、このときのステンカは思った。

「だったら解ってくれるよね。僕も友達を助けたいだけなんだ。島を三分の二周したところにラスラーンが倒れてる」

「島を三分の二、だと？」

　副長が声をうわずらせた。

「こちらから敵に突っ込むのとかわらんぞ。そもそもどうしてあいつが生きているとわかるんだ。てっきり、攻撃魔法で消し飛んだとばかり」

「近くにいたんなら、そのとき助けておいてくれれば、今こんなことを言わなくてすんだんだ！」

　ステンカの言うことは客観的には、無む茶ちや苦く茶ちやだった。ラスラーンは勝手に飛びだしたのだし、副長は一応、総員退避と言ったのだ。だがステンカはそんなことは知らない。

「貴様、捕虜の分際でいい気になりおって」

　副長がさらに拳に力をこめるが、それを制したのはシェーラのほうだった。

「そこにいるというのが本当なら努力はしよう。だが、何な故ぜわかった……まさか、宝と何か関係が？」

「それは助け出してから教えるって言ったよ」

「そうだったな。だが間に合うかどうか保証はできないぞ。風がよくない、速度と舵の効きが保てないのは、それこそ船乗りならわかるな？」

　シェーラの言うことも事実だった。帆船は順風ならガレー船よりずっと速いが、凪なぎや逆風ではそうはいかない。島をぐるりと回るということは、どこかで必ず風向きが変わるので、敵を振り切るにも火山弾を避けるにも不自由することになる。

　さすがにステンカも歯ぎしりした。こればかりは取引でどうにかなるものではない。

「いっそ風が自由になる宝とか魔法があれば」

「帝国の上級魔道士なら、風を操あやつれるかもしれんな。とりあえず、宝がそういうものではないことだけは解った」

　シェーラがにやりと笑った。ステンカは不ふ愉ゆ快かいそうに鼻を鳴らしたが、直後、また至近に水柱が上がって、二人とも頭から海水をかぶった。

「で……うまくやるために、お前自身が役に立つつもりはあるんだろうな」

「できるといいなとは思ってるけど……ノーチェ」

　ステンカは手招きすると、近づいてきたノーチェに耳打ちした。

「火山弾がどこに落ちるかまでは、あの地図には出せないかな」

　さすがにそこまで便利ではあるまい、とステンカはさほど期待しなかった。だがノーチェの答えは違った。

「噴ふん出しゆつから落下までの時間からして、一定以上の大きさのものが誤差を含んだ範はん囲いに落下することを確率論として直前に警告するのが限界です。この船の航走性能データがないため、回避可能かどうかは提示いたしかねます」

「……もう少しわかりやすくならないかな。つまり大きいのなら直前には解るのか。あとは風もわかるといいけど」

「むしろ火山弾より容易に表示できます。ただし噴火の影えい響きようにより突とつ発ぱつ的てきに生じる風、および魔法の干かん渉しようによる場合は予測不能です」

「帆をどっちに向ければいいか解れば十分だよ！」

　ステンカは自分から、ノーチェに額を近づけた。

「また、お前らそんな」

　シェーラはとがめるが、ステンカはそのまま、

「取とり舵かじ、急いで！」

　と叫んだ。

　マストの上の見張りから、

「でかい岩が飛んで来ます！」

　と知らせが入ったのはその後だった。シェーラはただちに取り舵を命じた。ぎりぎりのところで、右う舷げんにひときわ大きな水柱が上がった。

「予測しただと……なるほど、そういうことかよ」

　シェーラはまた海水を滝たきのように浴びながら、どこか楽しそうだった。

「こりゃあ、信じるしかないなあ。で、次はどうする」

「大きいのはまだ……それより、敵てき艦かんが左さ舷げん後方、等とう距きよ離り。それから……あっ!?」

　ステンカは突とつ然ぜん、頓とん狂きような声を上げた。

「別の艦かん隊たいが近づいてくるみたいだ！　旗印は、えーと……赤い三つ首竜！」

　まだステンカ以外には、望遠鏡を使っても見えない距きよ離りだが、その旗は大内海の住人なら知っているものだったから、海賊も信じたようだ。メッサーに匹ひつ敵てきすると言われる《北の守護龍》ゼメーヴィチ、それを崇あがめ、掲かかげるのはアレコ大公家とその同盟軍だ。

「東岸諸侯の警備隊か。このあたりの海域なら、多分ボレロフ伯軍だ！」

　シェーラも困ったように断定した。海賊にしてみれば、いずれにしろ敵だった。

「前門の虎とら、後門の狼おおかみ、加えて釣り天井みたいなもんだ。さっさと逃げ出すにかぎりますぜ、お……頭かしら！」

　海賊がそう考えるのは当然だろう。一隻の帆船で、火山を避けながら両軍を相手にして勝つ方法はなさそうだ。だがステンカは譲ゆずらなかった。

「だめだ、逃げるなら、宝と一緒に海に飛び込むぞ」

　そうしたとき、どうにかなるアテがあったわけではない。ボレロフ軍の捕虜はまだしも、帝国軍に捕つかまるくらいならそのまま溺おぼれ死じんだほうがましだ。

　このまま予定通りに島を回ると、ラスラーンを目前にしてちょうどボレロフ艦隊と正面から鉢はち合あわせることになりそうだ。針路を変えるとしたら島から離はなれる以外にない。

「いっそ帝国軍と諸侯軍が先に戦い始めてくれれば」

「そう仕向ける以外になさそうだ。普ふ通つうに逃げたら両方追いかけてくるかもしれないしな、やるだけやってみるさ」

　ステンカの提案をのんだというわけでもなさそうだが、シェーラは作戦続行を命じた。一度彼かの女じよがそう決めると、文句を言う者はいなくなった。

「勝算はあるので？」

　立場上、副長だけは訊ねるが、シェーラは、んー、と唸うなってから答えた。

「帝国の奴ら、まさかこっちが、たった一人を助けるために大回りをしているとは思うまい。なにか理由があると思ってるはずだ。だから律りち儀ぎに着いてくるに決まってる」

　そうなれば、いやでもボレロフ艦隊と出くわすというわけだ。

「そのかわり、少し遠回りをする。奴ら同士をかち合わせるためには、何も知らないふりをして向こうに走るほかないからな」

　シェーラに念を押されて、今度ばかりはステンカも嫌いやだとは言えなかった。島が沈む前に作戦がうまくいくことを祈いのるだけだ。

　ようやく島を半周。ボレロフ艦隊はほぼ正面。追撃してくる敵は、後から砲ほう撃げきを始めたが、ガレー船の船首楼に備えられた砲はせいぜい一、二門。撃たれても、火山弾がちょっと増えたと思えばどうということはない。一番恐おそろしい攻撃魔法は、こちらが宝を持っているかぎり、使えまい。

　ただし、コルサコフ号には横向きの砲しかないから、反撃もできない。ただ、ノーチェを信じて逃げるのみである。

「前方、島しま影かげより敵艦もう一隻出現します」

　ノーチェが警告した。まだ姿は見えないが、ステンカに提示されるのは島の反対側まで見み透すかした鳥ちよう瞰かん図ずなのだ。半信半疑に見えるシェーラ達たちだったが、しばらくすると本当にガレー船がもう一隻現れた。

「挟み撃ちにしたつもりだろうが、あいつの針路がそのままなら、うまいことボレロフ艦隊の前に出てくれる。つぶし合ってもらうぞ」

　シェーラがほくそ笑んだ。

「取り舵、順風で直進、射程ぎりぎりで右回頭。両舷砲ほう戦せんに備え。火山弾の弾だん幕まくから出ると竜騎士が近寄ってくるぞ、銃兵、対空射撃用意！」

「砲戦に備えーっ！」

　副長が大声で命令を復唱し、太たい鼓こが鳴らされる。ようやく風を真後ろからはらんだ帆が一いつ杯ぱいに膨ふくらみ、後続の敵艦を引き離し始める。

　その指揮ぶりと船の動きに、ステンカは息をのんだ。アルバイトで客船に乗り組んだことはあるが、こんなにきびきびとした動きは見たことがなかった。

「本当に、ちゃんと、船長してたんだな」

　今いま更さらながら失礼な感想を漏もらす。幸い、シェーラと副長には聞かれなかったらしい。

　第二の帝てい国こく艦かんはほぼ真正面に達し、砲門を開いて行く手を阻はばもうとしていた。だが、敵砲列が先に火ぶたを切ったのは、反対側の右舷だった。

　ノーチェが示した画像によればこのとき、ボレロフ艦隊もまた敵艦の前に姿を現していたのだ。しかもいつの間にかすばやく隊列を入れ替え、横列になって接近していた。

「ボレロフ伯もなかなか、やるな」

　ステンカは素す直なおに感心した。敵が神聖帝国ならば、広域攻撃魔法で一いち網もう打だ尽じんにされることをなによりも恐れるべきだ。縦隊で接近したら一発で全艦炎上もありうる。横隊なら、敵も狙いを絞しぼれない。

　もちろん、攻撃魔法が放てなくとも、帝国軍には竜騎士がいる。だが、それが向こうに向かってくれれば、コルサコフ号にとっては好都合なだけだ。

「いまだ、面おも舵かじ一いつ杯ぱい、左舷砲戦開始！」

　シェーラの一声でコルサコフ号は追い風に直交する。船体の傾きが戻るやいなや、左舷の大砲が一斉に火を噴ふいた。

　だが、これは思いの外、うまくいきすぎた。なるほど、最初にステンカが思ったように、海賊の砲ほう手しゆは良い腕うでをしていた。敵の砲列に対する目くらましになればよかったのに、なんと、いきなり直ちよく撃げきしてしまったのだ！

　もちろん、撃った当人たちは大喜びである。甲板の下からも、歓かん声せいが聞こえてくるようだ。まさかシェーラも、当てるなとは言えなかったろう。

　しかし、敵艦があっさりと沈んでしまったら、ボレロフ艦隊からコルサコフ号を隠すものがなくなるではないか。

　無力化されつつもそのまま漂っていてくれるのがいちばん都合がよい、が、そんなにものごとが思い通りにいけば苦労はない。

　敵艦があっさりと傾き始めたところに、反対側からも砲ほう弾だんが殺さつ到とうした。ボレロフ艦隊が横隊から敵と並行の縦隊に再び転てん換かんし、一いつ斉せい砲ほう撃げきをかけたのだ。推察するまでもなく、ノーチェはその様子をリアルタイムでステンカに見せた。

　帝てい国こくのガレー船は急速に沈み始めた。鎧よろい姿すがたの魔法戦士たちが海に飛び込み、あるいは滑すべり落おちていくのまで見える。白いローブのいかにもな魔ま法ほう使つかい数人だけは、浮ふ遊ゆうの呪じゆ文もんでも使えるのか、悠ゆう々ゆうと空中にとどまっていた。

「あれ、ガレー船てことは漕ぎ手がいるはずだよな。ちゃんと逃にがすのか」

　ステンカは突然、そんなことに気がついてしまった。と、今度は聞こえたらしく、シェーラは苦虫をかみつぶしたように顔をゆがめた。

「いちいち助けるとも思えんな。人間が漕いでないなら、なおのことだ」

「え？」

　ステンカはどうにも気になって、ノーチェに、沈むガレー船の舷げん側そくをアップで見られないか訊ねた。いとも簡単に、それはかなえられた。

　見なければ良かったと思わされた。

　櫂かいの穴から、何本もの手が助けを求めるように突き出し、空を掴つかんでいた。しかもその手は、かならずしも肌はだ色いろをした五本指の手ではなかった。下手をすると手かどうかもわからないものさえあった。

「あいつら、一体、何をしてやがるんだ？」

　ステンカは衝しよう撃げきを受けて、ノーチェの情報から目をそらした。シェーラは哀あわれむような視線を一度投げかけると、ただちに指揮に戻った。

「右う舷げん砲ほう戦せん、追撃を引き離せ。放てーっ！」

　さっきとは逆側の砲列がうなりを上げる。数十秒後、敵艦の周りに水柱が上がったが、こちらの敵は発砲炎を見てただちに回避したのか、直撃はなかった。

　それでも、時間稼ぎにはなったはずだった。風に直交した時点で速度は落ちるし、すでにボレロフ艦隊のマストも見えていた――ということは当然、向こうからもコルサコフ号が見えている――となれば、一秒でも時間が惜しい、はずだった。

　だが、ステンカが現実から目をそらしていた間、ノーチェからの警告を察知することはできなかった。

　そのため、火山弾がすぐ目の前に落下し、そしてノーチェがあらためて言葉で警報を出さねばならなくなったのだ。

「先刻、ついに噴火により地じ盤ばんが崩ほう壊かいしました。島は沈みます。この船の現在の速度では到達困難」

「な、なんだって!?」

　ステンカはノーチェに詰め寄ったが、ノーチェは、

「情報は正確です。画像上の危険マーカーは一分前には出ていました」

　と、ごく冷静に答えただけだった。

　敵艦の惨さん状じようから目を背そむけたのが、徒あだになったというのか？

　ステンカは、すがるようにシェーラを振ふり向むいた。シェーラは一いつ瞬しゆん、目を見開き、困ったように頬ほおをひきつらせたが、すぐにステンカから目をそらした。

「ここまでだ、取とり舵かじ一いつ杯ぱい、ボレロフ艦隊の後をすり抜ぬけてトンズラするぞ！」

「待ってくれ、約束だろ」

　ステンカは今度こそ直接、シェーラにすがりついた。シェーラは顔をそむけたままで、目は前髪に隠れて、見えなかった。

「ギリギリまではと言ったが、絶対とは約束していない。すぐに距離をとらないと、島の沈ちん没ぼつに巻きこまれて船ごと全滅する」

「だったら、あの《シレーン》に飛んでいってもらって――あっ」

　ステンカは見落としていたことにまた気づいた。

「ニーナはさっき、私たちを助けるために力を使い果たした。今日はもう飛べない」

「よりによって、こんなときに……」

「だがあれでお前も助かったんだ、文句を言うな。ここで捕虜一人のために全部を無む駄だにはできないんだ！」

　シェーラは眉をつり上げたが、ステンカは納なつ得とくするわけにはいかなかった。

「けど、あんたはさっき、仲間一人のために……」

　食い下がろうと思って、ステンカは思いとどまった。口論しているひまはない。自分でなんとかするべきだと。そして、帆脚綱を引こうと駆かけだしたとき、ステンカの肩かたを痛いほど力強く掴んで引き止めた者があった。

　振り向くと、副長の顔が間近にあった。

　そして、握りしめられたその右拳。

　次の瞬しゆん間かん、火花と暗くら闇やみが襲ってきた。







第四章　水の戯たわむれ







　深い水の底で、「彼女」は目を覚ました。

　なにかが来て、大きなものが沈んだ、最初に感じたことは、それだった。

　それから、何かに呼ばれたような気もした。懐なつかしい気もするが、思い出せない。それでも、これまで何百年も眠ねむっていた「彼女」が気にかけねばならないものであることは確かだろう。

　もどかしそうに身をよじると、泥どろが巻き上がり、ハゼやカレイが慌てて逃げ出したが、そんなささいなことは気にとめない。

　これは、なんらかの運命なのだろうか。今、浮かび上がるべきだろうか。

　考えても、わからない。「彼女」には、それを相談できる相手もいなかった。

　ここにいても答えは出ない、それだけは確かだ。なにより「彼女」にとっては、深みに眠り続けることは、本来の生き方ではない。

　確かめてみようか。

　巨大な「鰭ひれ」が、重く冷たい海水を後に押おしやった。







　ステンカは薄うす汚よごれた木の天井と、ノーチェの顔を見上げながら悪態をついた。

「くそ、なにかあるとあれだ、副長は他にやり方知らないのか」

「まったく、そのとおりです。許しがたい暴挙です」

　無表情なはずのノーチェの顔が、こんなときだけは優やさしげに見えるから不思議だ。ステンカは気き恥はずかしさも手伝って起き上がろうとする。ノーチェの膝ひざ枕まくらは人形であることを感じさせない柔やわらかさだったが、別の意味で居い心ごこ地ちが悪く、加えて床ゆかがゆらゆらと揺れている。ということはここはまだ船の中で、波か操船の少なくともどちらかが、荒あらっぽいのだということだろう。

　どちらにしろまだどこの港にも着いてはおらず、ことによれば敵の追つい撃げきさえも続いているのかもしれない。

「あれから、どのくらいたった。状じよう況きようは？　島からどのくらい離れた？」

　ステンカは押さえつけられながらも矢や継つぎ早ばやに訊ねた。

「経過時間〇一・三三・五一、原点より方位三〇〇、距離二四・一〇。後方〇四・二二に艦かん影えい、一」

　ノーチェはいともあっさりと答えてくれたが、数字だけを並べられてもステンカにはいまひとつつかめない。また下の階からパルナッスムが首を出し、かいつまんでくれた。

「悪いが島からだいぶ遠ざかった。さもなきゃ渦うずに引き込まれて全ぜん滅めつするとこじゃった。おかげで帝国の連中も撒まいたが、かわりにボレロフ艦隊の軍ぐん艦かん一隻に追われてる」

「なんだって」

　今度こそステンカは制止を振り切って跳ね起き、包帯をひきずったまま船倉の階段を駆け上がった。あっけにとられる海賊達を尻しり目めに船せん尾び楼ろうに駆け上がって、それでもたりず、後尾檣ミズンマストの横支索シユラウドにとりついてよじ登り始めた。

　てっぺんまで登るまでもなく、後方に一隻の帆走軍艦がついてくるのが見える。お互たがい、砲戦には入れないままだ。そしてずっと後方、水平線の向こうで、もうもうと煙けむりが立ち上っているのが判かる。

　あきらかに、火山島の噴ふん煙えんだろう。島影がないのは、それほど遠ざかったということか、あるいは島自体がすでに沈んでしまったのか。

　いずれにしろ、いまから引き返せるわけはない。理り屈くつではそうと解っているのに、ステンカはいつまでたっても、降りようとしなかった。

「おい、さっさと降りてこい。撃ち落としてもいいんだぞ」

　甲板からマスケットで狙ねらわれていることに気づいたが、ステンカがあわてて降りたのはそのことにおびえたからではなかった。

　海賊達に混じって、さも何も考えていないかのように近づいてくるノーチェに気づいたからだ。

　わざわざマストに登らなくとも、何でも見えるはずなのに、よほど動転していたらしい。周りを海賊に囲まれているのに無視して、まっすぐノーチェに駆け寄ろうとした。

　無視すべきではなかった。やはりまだ動転していたのだろう。

　ノーチェと視線を合わせる前に、白銀の刃やいばが割り込んできた。

「ずいぶんと元気だな。もう少し強めに殴っても良かったか」

　クープラン副長は面おも白しろくもなさそうに、偃月刀カトラスを引っ込めた。

「追撃を断たつまでは皆、忙いそがしいんでな。余計な手間を増やさんでくれ」

「追撃を断つ、だって？」

　ラスラーンを見捨てて逃げるなんて、と言いたいのを押さえて、ステンカは考えた。

「……敵艦隊をうまく撒く方法を考えてやろうか。そのかわり……」

　ノーチェの力があればそのくらいはたやすい、とステンカは目もく論ろんだのだが、それは副長に一いつ笑しように付された。

「必要ない。このまま距離さえ詰つめられなければ、やつらは帰らざるをえなくなる」

「なんで、そんなことが」

「もうすぐ別の侯こうの領海だからな」

　そのくらい解らずに海かい賊ぞくがつとまるか、と、彼かれ等らは笑った。東岸諸侯は連合してはいるが、お互いの権益にはうるさい。ステンカたちが面めん倒どうくさがった税金の多重徴収もそのせいだ。だから、余よ所その軍艦が自分の海に入ってくるのも嫌う。

　そんなことだから、神聖帝国ともまともな戦争ができない。そのかわり、海賊にとってはありがたい。追いかけられても、ちょっと逃げればすぐ他候の領で、追っ手は手が出せない。境界線上を縫うようにウロウロしていれば誰にもつかまらなくてすむわけだ。

　実際、ボレロフ艦かんはやがて舵を大きく右に切った。くやしまぎれか、一度だけ砲撃してきたが、届きもしなかった。

「やれやれ、これで今回の冒ぼう険けんもおしまいだ。ところで、お前、お宝のことは忘れてないだろうな」

　クープランは念を押してきた。ステンカにしてみれば、ラスラーンを助けてくれなかったのだから話はなかったことにしたいくらいだ。だが、刀の切っ先がノーチェに向けられると、そう強くも出られない。壊こわせるかどうかとか以前の話だ。

「……船長と、話をさせてくれないか。もちろん、ノーチェも一いつ緒しよだ」

　海賊はまだ、ノーチェの正体に気づいていない。つけいる隙すきはあると、ステンカはまだ信じていた。




　問答無用で船倉に戻もどされることも、ありえないわけではなかった。だが、そんなに何度も殴ってだまらせるのには飽あきたのか、あるいは、向こうも話があったのか、おそらくは後者であろう。ともかく、ステンカは船尾楼の船長室に案内してもらえた。もちろん、ノーチェもついてくる。

　海賊がまだステンカに用があるとすれば、ラヴァルス侯爵家の遺産という「お宝」への興味にほかならないだろう。

　船長室に入ると、テーブルにはあいかわらず海図が敷き詰められ、シェーラ船長は軍服風のコートを椅い子すにかけ、帽ぼう子しもとって、薄うす着ぎになってかがみ込み、航路を計っているところだった。来客に気づいてか顔を上げると、前まえ髪がみが横にのけられ、眼帯ではなく珍めずらしい片かた眼鏡めがねが左目を覆おおっていた。

　丸いフレームのせいか、目め尻じりも今までより下がって見え、ステンカは一瞬、海賊ではなく教会の女司祭のようだと思った。

「報告します。敵艦回頭、追撃を断念したようです」

　副長がてきぱきと用件を済ませる。シェーラはもう一度海図に目を落とし、ふむ、とうなずいた。

「予定通りだな。マストが水平線に消えたらこちらも再度転進、いつもどおり諸侯領海を抜けて、無主の海域へ向かう」

　シェーラが図面を指でトンと叩たたくと、副長は直立、敬礼を返した。海賊というより、正規軍のようだった。

「無主の海域？」

　ステンカは素朴な疑問を抱いた。すぐにシェーラが答えた。

「我々の隠かくれ家がが宝島だけだと思ったか？　内海といっても広い、だれの領土とも言えないところは、まだいくらでもあるぞ」

　どこか得意げに言って、その勢いにのって続けた。

「だから、この先は慣れた道でな。どんな手品だったか知らないが、お前の助けなどなくても帰り着けるよ」

　遠回しに、交こう渉しようの余地は無い、と言っているようだった。

「さて、ステンカ君、だったかな。我々としても最大限の努力はしたわけだ。宝については教えてもらえる約束だな？」

　シェーラは片眼鏡を外して、再び目尻を吊つり上あげ、迫ってきた。有う無むを言わさぬ迫はく力りよくのつもりだったろうが、ステンカはなんとか踏ふみとどまった。

「……結局、ラスラーンを助けてくれてないじゃないか」

「お友達のことは残念だ、しかし努力するとは言ったが結果まで約束した覚えはない」

　シェーラの言うことは理屈としては正しかった。しかし、ステンカは解っていてもなお、そこで納得できなかった。納得してしまいそうな自分を拒きよ否ひした。

「あんたなら、解ると思ったのに」

　ステンカの一言に、シェーラはぴくりと頬をひくつかせた。

「な、何を言ってるんだ、お前は」

　シェーラの態度がおかしいのにもかまわず、ステンカはまくしたてた。それこそ、ラスラーンが乗り移ったように。

「あんたには解るはずだ、仲間ってのがどれだけ大事なのか。たった二人だったんだぞ、僕ぼくらしか残らなかった、これで一人だ！　一体どうしてくれるんだ、どうしろって言うんだ」

「うるさい、解らないわけないだろ！」

　いきなり、シェーラが逆ギレした。

「だがあいつはお前の仲間であって私の仲間じゃない。お前も捕ほ虜りよであって私の仲間じゃない。私にとって失いたくないのはどっちか、言うまでもないだろうが！」

　切れたわりには正論で、ステンカは一瞬、気圧された。だが、譲りたくなかった。

　いまさら言ったところで、ラスラーンを助けに戻れるわけではないのに。

「言ったな、しょせん海賊か、頼たよるんじゃなかった」

「だったら帝国でもどこにでも頼ればよかったろう。そうとも、私は海賊でお前は捕虜だ、捕虜のわがままなど聞いてやる義理は無い。欲ほしい物は奪うばう！」

「できるものなら、やってみろ」

　売り言葉に買い言葉。ステンカとシェーラは歯ぎしりしながら正面からにらみ合った。横では、今にもまた腕わん力りよくに訴うつたえようと副長が身構えていたが、それを制したのはシェーラのほうだった。

「宝の秘密がそっちの彼女にあることは解ってるんだ」

　シェーラはノーチェをちらりと眺ながめた。ノーチェはあいかわらずの無表情でそれを受け止めた。

「僕の言うことしか聞かないって言ったはずだぞ」

　ステンカは念を押した。だが正直なところ、これもノーチェの自己申告を信じるほかない。どういう事情なのか、自分でもまだ理解してはいないのだ。

　ノーチェは、シェーラにずいと迫られても当然のように顔色一つ変えず、

「ステンカ様以外の命令は聞けません」

　と告げる。

「何故だ？」

「ステンカ様が認にん証しようにより使用登録されています」

　とりつく島がないとはこのことか、と言わんばかりのそっけない応答に、副長は改めて身を乗り出し、さすがにステンカもどうにかせねばと思ったが、やはりシェーラは止めた。それから、うーんと唸って、

「質問を変えよう。お前は何者だ？」

　たしかにそこのところも、ステンカは説明を後回しにしたままだ。ノーチェはきょとんとしたまま、

「イズデリエ99、ノーチェです」

　と答えるにとどまった。それだけなのに、シェーラはまた考えながら、海図の重し代わりに積まれていた本をぱらぱらとめくり始めた。

「イズデリエ、やはり天使語だったな。錬金術用語か」

　どうやら辞書だったようだ。考えて見ればシェーラは巻物に天使語で書かれた呪文を読めた。参考書があるか、それとも実は魔ま法ほうが使えるかのどちらかに決まっていた。

「あの箱もどう使うのか見当もつかないが、イズデリエ番号がついていたな。つまりお前は錬れん金きん術じゆつ師し、しかもラヴァルス家のそれと直接関係している、そうだな」

「そのとおりです」

　いともあっさりと、ノーチェは認めた。ステンカはこのときまで、ノーチェに「何も答えるな」とは命じていなかった。だから素直に答えただけなのだ。

「ということは」

　シェーラはようやくステンカの方をちらりと横目で見て、再びノーチェに向き直った。

「ステンカ坊ぼうやの命令しか聞かないのも、ラヴァルス家と関係がある」

「！」

　ステンカがはっとする前に、ノーチェは答えた。

「肯こう定ていします。生体認証によりステンカ様は侯爵家付錬れん金きん術じゆつ工こう房ぼうの後こう継けい者しやとなりました」

「なるほど、これで帝国の魔法使いが言っていたことと繋つながったぞ。宝島の伝説にはいくつかの尾おひれがあってな、そのうちの一つに、没ぼつ落らく公く家げの落人おちゆうど村むらってのがある」

　その噂うわさはたしかに、キリエの口からも出た有名な話だが、この文脈で出てくると、ぎくりとせざるを得ない。シェーラは続けた。

「奴やつは言っていた。この二年以内に流れてきた者を探し、選んだと。そういう一族が暮らしていた隠れ里が、あったんだそうだな」

　それはたしかに、ステンカとラスラーンにあてはまった。村単位で目を付けられる理由としては十分だった。ステンカは以前抱いた疑ぎ惑わくが確信に変わりつつあるのを感じた。

　そうだ、嘘うそか誠まことかは別として、村の教会では「我々は世が世なら東岸の支配者だったのだ」と教えられて育つ。同じような村がほかにいくつあるのかは知らないが、ステンカ達は初めから「宝の鍵かぎ」の候補だったのだ。

　けれども当人たちは、外敵のことは異様に恐れる一方、伝説そのものはあまり本気にしなかった。「内海で取れるある種のカニの甲こう羅らにはラヴァルス一族の怨おん念ねんが乗り移っている」とかいうたぐいの俗ぞく説せつも聞かされるから、いちいち真に受けていられない。

　しかし、ノーチェが実在し、ステンカの血筋を言い当てたのは紛まぎれもない事実だ。

　シェーラはそこではなく、もっと別のところに首をかしげていた。

「その生体認証というのはなんなんだ、辞書にもないな」

　せっかくのところまで迫せまりながら、シェーラも行いき詰づまったらしかった。

「だがしかしッ、何も手が無いわけではない。我々はまがりなりにも、島の扉とびらを開けたのだからな、資格はあるはずだ」

　シェーラが手招きすると、副長が意を察してパルナッスムを呼びに出て行った。そのせいで、残された者達の間に気まずい空気が漂ただよった。シェーラがあからさまに、「しまった」という顔をしたのがステンカにも解った。

　今なら殴なぐり倒たおされる心配も無い。シェーラと戦える、とステンカは一度は思った。だが、言い負かしてどうするのか、考えられる程度には、頭が冷えていた。

　ラスラーンを助けに戻るというのはもう非現実的すぎる。けれど、それなら一体、これから……

「あ、あー、思うんだがな」

　シェーラはそっぽを向いたまま、いきなり切り出した。

「島が沈しずんだとしても助からないとはかぎらん。追撃にさく余よ裕ゆうがあったということは、海戦の勝者はボレロフ伯だ。あのおっさんなら、その、なんだ、捕虜にそうひどいことはしない、と思う」

「そんな、気休めを」

「それは、まあ、そうなんだが、こっちだってなあ……」

　シェーラが口ごもってふたたび気まずい沈ちん黙もくが押し寄せる。そして、

「まてよ？」

　と、何かに気づいたようにまたも首をかしげるのだが……

「お呼びかの。解読はそんなに進んどらんし、魔法金属の加工もまだだが」

　雰ふん囲い気きをびりびりに破りながら、パルナッスムが巻物を持って入ってきた。ステンカは正直なところ、助かったと思った。シェーラも似たようなものだったらしく、

「よ、よし、待ってたぞ。もしかしたらこれで何とかなるかもしれん」

　そう取り繕うようにいいながら巻物を預かり、それから、例の胸飾りも取り出した。

「あの島の魔法だってラヴァルス家の魔法使いがかけたんだろう、それを開いた鍵なら、お前だって無む碍げにはできまいよ、どうだ？」

　シェーラは喜々としてというよりはむしろすがるような目で、それをそろえてノーチェの前に突つきつけた。

　ノーチェは黙だまって、それをじっと見つめていたが、おもむろに、

「確かにラヴァルス家の承しよう認にんを得たものであり、所有者は侯爵家のしもべと認められます」

　と答えた。ステンカのみならず、すわ、といきり立ったが、それきりだった。

「で？」

　代表してシェーラが聞き返すが、ノーチェの答えはきわめて無体なものだった。

「所有者にはラヴァルス工こう房ぼうの門番として管理に尽つくすことが許可され、期待されますが、それだけでは継けい承しよう権けんを認められません」

　ノーチェの理屈は、どれほど鍵束を持っている執しつ事じでも家の当主は継つげない、という、まあ貴族なら当たり前のことを言っているにすぎなかった。

　しかし、海賊がそれで納得するわけがない。

「私の何が足りないってのか、その生体認証ってのをやってみてから言え！」

　シェーラがノーチェの目をにらみつける。あるいは、ステンカと見つめ合っていたのを思い出して、同じようにすれば何かわかると思ったのかもしれない。

「よろしいのですか。では」

　ノーチェは何のためらいもなく、シェーラの頬に両手を添そえて顔を近付け……

　そこからは、ステンカの想像も斜ななめ上うえに飛とび越こえた。

　ノーチェの唇くちびるが、いきなりシェーラのそれに押しつけられたのである。
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「んなっ」

　さすがに、男達がのけぞるその前で。

　永遠にも思えるほんの数秒後、シェーラは我に返った。

「な、何考えてんだお前はーっ！」

　顔を真っ赤にしながら、ノーチェの胸を突き飛ばす。唇が離れるが、ノーチェはとくに不満そうでもなかった。

「生体認証エラー。99％の確率で、ラヴァルス家の遺伝子は含ふくまれていません」

「ど、どういう意味だ。こんなことで血のつながりまで解るのか」

　シェーラの疑問は、ステンカにとっても同様だ。ノーチェはいともあっさり認めた。

「はい。したがいまして、以後は門番として、現継承者ステンカ様にお仕えいただきますようお願いいたします。雇用条件については当事者間でお話しください」

　ノーチェはまさに貴族の使用人らしく、うやうやしくも尊大に、お辞じ儀ぎしながらステンカのほうへ両手を差し出した。無知な新米使用人に、だれが主人か教えるように。

　それでシェーラが納得するわけはなかった。

「んなわけに行くかーっ、こちとら海賊だってのがわからないのか、この……」

　とうとうノーチェ相手にも暴力を使おうとしたか、シェーラは手を掴んで引っ張り、そしてようやく、今更にして、違い和わ感かんに気づいたのだった。

「こいつ、体温がない……脈もない……お前、何者だ」

「ですから、イズデリエ99と申し上げました。イズデリエ番号は錬金術工房の錬成製品に与あたえられます。私はその最終作品にあたる早期警戒索敵管制兼汎はん用よう後方支援用自動人形であると、すでに答えた履り歴れきが残っておりますが何か」

　ノーチェはしれっと、首をかしげて見せた。

「あたしゃ聞いてねえ！」

「当主が知っていればよいことです」

「あーっ！」

　シェーラは髪かみをかきむしった。この場合どっちのほうが、物わかりがわるいことになるのか、ステンカにも判断しかねた。

「人間じゃないくらいなら今いま更さら驚おどろきはしないが、人形はちょっと意表をつかれたな。まてよ、錬金術の人形ってことはだ」

　シェーラが何かに気づいた。ステンカは身構える。宝の正体について、切り札を失うかもしれない。

　だが、シェーラが気づいたのは別のことだった。

「人形の女とだったら、さっきのは無かったことにしてかまわんよな!?」

「問題はそこかいな？」

　パルナッスムが突っ込むと、シェーラは余計むきになった。

「大事なことだろうが！」

　怒ど鳴なってから、ステンカの視線に気づき、また頬を染める。

「ええい、気が変わるまでまた閉じ込めておけ。どうせ、どこにも逃げられないんだ！」

　もう威い厳げんもなにもあったものではなく、取り繕うのも無理と悟さとったか、シェーラはじつに場当たり的なことを命じた。

　ステンカにとっての、何か大事なことが、なんだかうやむやにされてしまったが、本人はむしろ、安あん堵どしていた。




　海賊たちがノーチェを手に入れたがっている以上、その主人であるステンカが殺される心配はなくなった。そのかわり解放してもらえることもないだろう。どこまで連れて行かれるのか、気になるのは当然だ。

　眼下の海水は徐じよ々じよに青から緑へと濁にごっていき、陸地が間近いことを告げていた。その水が風向と逆に動き始め、流木や葦あしが混じってくる。川が流れ込んでいるのだ。

「もしかして、北西大湿地帯か」

　ステンカはそう思いつき、ノーチェに海図を表示させようとした。

　とたんに、海かい賊ぞく達たちに邪じや魔まされた。

「こら、油売ってないで働け」

「当家の主人に労働を強しいることは認められません」

　ノーチェが余計なことを言うので、ステンカは取り繕う為ためにもかえって、働かざるを得なくなった。入港間近となれば、船乗りは忙しくなる。しかも五十名以上いたはずのコルサコフ号の乗員は、宝島の戦いで三十数名まで減ってしまった。捕虜を甘あまやかしている余裕はないのだ。

「では私に代わりの労働をお命じ下さい」

　とノーチェがしつこいので、ステンカもやむなく操帆を手伝わせようとした。ところがノーチェときたら、しばし帆脚綱を手にしてからやおら、

「申し訳ございません。この形式の船は操作方法が解りません」

　と、他の水夫は無視してステンカだけに頭を下げたものである。ラヴァルスとアレコが争あらそった時代はまだガレー船しかなかったのだから、仕方がない。

「奴ど隷れいに漕こがせるためのリズム取りならできるのですが」

「いろんな意味で、今そんなのいらないから」

「そうですか……」

　いつものとおりノーチェは無表情なはずなのに、しゅんとして見えるのはどういうことか。なんと声をかけ、そして睨にらんでくる海賊達にどうフォローすればいいのやら。結果、ステンカは意味も無くノーチェに見守られながら、海賊達に混じってロープを引っ張ったり、ロープを引っ張ったりし続けているのだった。

　やがて眼前に、「近寄りたくない海域」としてその名を轟とどろかす大湿地帯が姿を現した。宝島と違ちがって魔法で隠されてはいないが、どこに浅あさ瀬せがあって座ざ礁しようするか解らないし、目の前に広がる葦あし原はらの「陸地」が実は浮うき島しまで、来るたびに水路が変わる。そしてなにより、この海域には水の怪物が集っていると、船乗り達には信じられていた。

　にもかかわらず、否いや、だからこそ、コルサコフ号は沖おき合あいをジグザグに航行しながら日にち没ぼつを待った。

　仮に追っ手や目もく撃げき者しやがいたとしても、こんな場所でこんなことに付き合わされては、海賊のねぐらを探し当てようという気にもなるまい。

「ノーチェなら、暗くなっても全部見えるのか」

　ふと気になって、訊たずねてみた。見つめ合う余裕は与えられなかったが、ノーチェは、

「ある程度の制約を受けます」

　とだけ答えた。言い方を変えれば、真っ暗で困るということはないらしい。

「便利すぎて怖こわいくらいだな」

　ステンカはつぶやいたが、どのくらい怖いのか、このときはまだ具体的に解っていたわけではなかった。

　そのような夕ゆう闇やみの中を、シェーラはいかにして進むのか。海かい賊ぞくがよく片目を隠しているのは闇やみにならしておくためだと言うが、それで浮島や暗あん礁しようまでも避よけられるのだろうか、とは、ステンカでなくとも抱く疑問だろう。

　ところがこれもまた、意表をつく方法だった。そして同時に、船乗り達の怪かい談だんに根こん拠きよがあったことを証明した。

　水面に次々と、ぼんやりと光る何者かの姿が浮き上がり、「おいで、おいで」と手招きする。コルサコフ号はおとなしく、それについていくのである。

　普ふ通つうに考えれば、どう考えても物ものの怪けのたぐいが冥府へと案内しているようにしか思えないはずだが、シェーラも海賊達も、それを信用しているかのようだった。それに、眼帯をしていたわけでもないのに、目印を見失う様子もない。

　やがて陸からの風に変わる頃ころ、コルサコフ号は帆ほを畳たたみ、もやい綱づなを水中に投げ入れた。それを捕つかまえて引っ張り始めたのは、ステンカの見み間ま違ちがいでなければ、アザラシにも似た水の妖怪、《ヴァージャ》ではなかっただろうか。綱がぴんと張ると、海賊達は一いつ斉せいにそれを引っ張り、ステンカも否いや応おうなくその中に加えられた。風も波も無いよどんだ水面を、コルサコフ号はゆっくりと、ひときわ大きな岩がん礁しようへと近づいていった。

　宝島ではニーナが飛んでいったが、夜では飛べないのか、代わりに水妖ヴアージヤというわけだ。ここぞという時は怪かい物ぶつ頼だのみとは、やはり珍しい海賊と言えるだろう。

　かろうじて船が隠れる程度の岩に、谷や地ち櫤だもの木や葦が生えてちょうどよい目め隠かくしになっている。その陰かげに投とう錨びようしてようやく、海賊船コルサコフ号の航海はひとたび終わった。

　見ると、もやい綱は水すい没ぼつして枯かれた大木にしっかりと結びつけられていた。アザラシにそんなことができるはずはないから、あれはやはり水妖ヴアージヤだったのだろう。しかも、ちゃんと仕事をしている。

　その脇わきにはボートが用意されていた。ここから先は大型帆船では踏み込めないからだろう。岩礁は人が住むには狭せますぎたし、なにより、火をたいている証しよう拠この煙や灯あかりは、もっと奥おくから見えていた。

　海賊達は慣れた足取りで降りていく。

「気をつけろよ。足あし下もとが地面か浮島か、暗くなくても見た目にはわからん」

　副長が珍しく忠告してくれる。

「ご親切に、どうも」

「別に親切で言ってるんじゃない。こんな場所なら、船を下りてもうかつに逃にげ出せないだろう？」

　副長はにやりと笑った。たしかにそのとおりと、認めざるを得ない。




　ねぐらまでは木の橋が浮島の上に敷いてあり、海賊達の松明たいまつについていけば良かったが、すこしでも足を踏み外すと、たちまち膝ひざまで泥につかり、笑いを誘さそうはめとなった。

　やがて、葦よりは短い菅すが原わらの上に、いくつものテントが置かれているところにたどり着いた。真ん中に一つだけ木造菅すげ葺ぶき屋や根ねの小屋があって、海賊達はそこに入っていく。

　屋根の隙すき間まからはすでに煙が漏れ出していて、だれかが火をたいているのが解った。

「海賊以外に、だれか住んでいるのか」

　とステンカは新たな疑問を抱いたが、それどころではなかった。シェーラが先頭切って小屋に入ると、とたんに歓かん声せいがわき上がったのだ。

　続いて海賊の水夫たちが食料や酒、金貨などの戦利品を運び込み、最後にステンカとノーチェが連れ込まれた。

　そこに繰くり広ひろげられていたのは、ステンカの予想を超こえて混こん沌とんとした光景だった。

　髪の色も肌はだの色も多た彩さいな女、子供、老人たちがシェーラたち海賊を笑え顔がおで出で迎むかえていた。そして頭ず巾きんをとった海賊達も、同じように何色もの髪をもっていた。船内では気づかなかったが、普通、人間にはなさそうな緑や桃もも色いろの髪のものさえいた。パルナッスムやあの無駄に美形のノッポは、長くとがった耳を隠していた。翼つばさのあるニーナほど目立たないだけで、コルサコフ号の乗組員は半分くらいが妖よう精せい族ぞくなど人外のものだったらしい。

「もしかして、僕はとんでもない船に乗せられていたんじゃなかろうか」

　とステンカが思う間もなく、シェーラの演説が始まった。

「皆のもの、すまん。今回は犠ぎ牲せいも多く、そのわりに稼かせぎは少ない。帝てい国こくの手にかかった乗組員の遺族には、なんといって詫わびればよいか解らない」

　たちまち、場がしんと静まり返った。小屋につめかけた人々のそこここから、すすり泣く声が漏れ始める。シェーラは目を閉じて、うつむいていた。

　ステンカが見た、部下の死に涙なみだする彼かの女じよは見間違いではなかったのだろう。

　だがシェーラは、やがて自らを奮い立たせるように顔を上げた。

「しかし、無駄ではなかった。我々は、ラヴァルス侯爵家の宝、その一部をついに手に入れたのだ！」

　シェーラの右手が、ノーチェと、ステンカを指した。ごていねいに「イズデリエ98」と呼ばれたあの棺ひつぎも隣となりに並べられ、あいかわらず魔法の光を放っていた。

　おそらくはそれが、一番もっともらしく見えただろう。「おおっ」という感かん嘆たんの声が小屋に満ちた。

「我々がやつらを海から追い出す日は近いぞ、皆の物、飲めーっ！」

　シェーラが宣言すると、エールの樽たるが割られ、杯が回された。ふと見ると以前船倉で鱒ますを放ほうり投なげてくれた、あの干したような赤毛の異国少女も酒と料理を配り歩いていた。初めは驚おどろいたあの容姿も、いまとなっては珍しい内に入らなかった。

　祝しゆく杯はいが挙げられ、そのままなし崩くずしに、いかにも海賊らしい野や卑ひな宴えん会かいに突とつ入にゆうしたが、ステンカには酒は回されなかった。

　捕虜はどこまでいっても所しよ詮せん、捕虜だった。

　しばらくは「戦利品」としてその場に立たされ続け、一同の好こう奇きの目を集めたが、「宝」らしく見えるのがかろうじて棺かん桶おけだけで、しかも光っている以外にどうすごいのか誰だれにもわからない。酒が回り始めると、多くは飲み食いするほうに夢中になり、あちこちに小さな輪がいくつもできはじめた。パルナッスムは大ジョッキを掲かかげながら銀ぎん塊かいらしき戦利品を吟ぎん味みし、どんな武器に使おうなどと戦士達と語らっている。そこへいくとステンカなどは見た目にはただの少年にすぎないから、人々の興味はそれほどでもない。

　しかし、どういうわけか、「人」ではないものはなにが珍しいのか、しばらくまわりにまとわりついていた。あぐらをかくと足の裏に毛が生えている妙みように小こ柄がらなとんがり耳のおっさん、床から透すけたり天てん井じようからぶら下がったりしている、なかば精せい霊れいのような子供や女や獣けもののようなもの。船乗りの伝説にもあまり出てこないもの。それらがあの少女に向かって声を上げた。

「おーい、アデライード、こっちにも頼たのむぜ」

「あいよーっ」

　人外の者に呼ばれたあの異国の赤毛娘は気軽に答え、皿を何枚も持って近づいてきた。ステンカと目が合う。向こうも気づいたらしく、茶ちや化かすように笑った。

「意外と人気あるのね、あんた。ステンカとかいう方だっけ？」

「君こそ、ええと、アデライード？　あと僕より人気があるのはこっちじゃないかな」

　ステンカは座り込んで、途と方ほうにくれたように答えた。それから、微び動どうだにせず直立し続けるノーチェと、ぼんやり光り続ける棺桶を振ふり返かえった。

「思うに、一応魔法の関係だろうから、こいつらも魔ま力りよくに引かれてるんじゃないかな」

　ステンカはおそるおそる、床から半分生えている半はん透とう明めいの子供の頭をなでようとした。見たところ一番無害そうだったからだが、手はすり抜ぬけて、触さわることはできなかった。

　妖精か、そうでなければ幽ゆう霊れいだろうかと、すこし背筋が寒くなる。

「こいつらとか言うな。みんな仲間だよ。ほれ」
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　アデライードは皿の一枚を床ゆかに置いてくれた。いきなり放り投げたりしないだけ、船倉のときよりはましになったのだろうか。手にとってみると、豆と黍きびを炊き込んだ粥かゆで、味はほとんど塩と胡こ椒しようのものしかしない。これは投げたくても投げられないだろうが、宴会料理というには、あまりにわびしい。

　捕虜の自分だけかと思ったら、ほかの席を見回しても酒と魚が加わっただけで、大差はないらしい。それでも彼等は満足なのだろうか。海賊なら奪ったはずの財宝はなんに使っているのだろうか。

　人の輪の中には何カ所か、泣いている者をなぐさめる席になっているところもあった。帝国軍との戦せん闘とうで死んだ仲間の関係だろうか。

　海賊だから自じ業ごう自じ得とくとも思わないでもないが、それでも、同じ敵に殺されたのだと思うと、他人事ではない。

　結局今日に至るまで、同じ村から流れてきたとか、生きのこったとかいう話は聞いたことがない。遠くに散ったのか、皆みな捕つかまったのか、あるいは……

　妹、ツィンカの最さい期ごも、確かめられていない。竜のブレスで跡あと形かたもなく燃えてしまったように見えたが、ステンカは万に一つの奇き跡せきにすがりたい気持ちをついぞ捨てきれなかった。

　ラスラーンはもっと強きよう烈れつだった。生きていることを願いつつ、死んだと思い込もうとして、復ふく讐しゆうにとりつかれた。そうして焚たきつけた気力が、二人で生きる糧かてだった。

　そのラスラーンも、もういない。だから、輪になってくれる相手もいない。幽霊にとりかこまれていては、涙を流しても違う意味にとられるだろう。

　だから代わりに顔を上げた。こんなときにシェーラはどんな顔をしているんだろう。と、シェーラはステンカの視線に気づいたとたん気まずそうに目をそらし、副長になにごとか耳打ちしてから出て行った。

　こんな時にどこに行くのか気にはなったが、すぐに、ノーチェにも粥を渡わたそうとするアデライードのほうに注意を戻さねばならなかった。

　まったく、非常識なことばかりで泣くヒマもありはしない。

　ノーチェはステンカの気分など気づかないのか、無表情のまま皿をじっと見つめ、

「毒味機能はついておりますが、食事自体は不要です」

　と素っ気なく答えた。

「毒味なら先にやらんでどうする」

「それもそうですね。しかし問題なかったようですので」

　例によってすっとぼけたように首をかしげてから、発見されたときのように、自ら再び棺桶の中に寝ねそべった。

「あ、それでいいんだ？」

「魔力は月光などにより自動的に補充されますが、この土地には魔力源が豊富らしいので、このままで十分です。何かありましたらお呼びください。では」

　そう言って、勝手に、まるで事切れるようにかっくりと「眠ねむって」しまった。いきなり死んだようで、いささか心臓に悪い。

「魔力源……うん、たしかにたくさんありそうだ」

　ステンカは集まってきた精霊だか妖よう怪かいだかを眺めて納なつ得とくした。アデライードはあっけにとられたまま、しばし眠れるノーチェを見つめていた。

「……一皿、余っちゃったな。食う？」

　ずいぶんと現実的なことを言いながらしゃがんで、ステンカではなく、妖怪達たちの前に皿を置いた。図太いというべきか、さすが、怪物と一緒に海かい賊ぞくやっているだけのことはあるなと、ステンカは妙なところで感動していた。

　異国の少女が人外のものと戯たわむれている構図は、今でもまだ、いささか非現実的に思われはする。だから、ステンカはつい、訊ねてしまった。

「いろんな国の人がいるみたいだけど、海賊に掠さらわれてきたんじゃないの？」

　とたんに空気が張り詰め、視線がゆっくりとだが一斉に、ステンカに集まった。アデライードも、じとっとステンカをねめつけるように、立ち上がりながら見下ろした。

「あんたね、これがそう見える？」

　それからいきなり、ステンカの手にした皿が跳ね上がり、粥が顔面を襲おそった。死角から、アデライードが蹴り上げたのだということが、すらりとした足が頭上に伸びたころにやっと解わかったが、そのときはステンカはもう、みっともなく後ろ向きに転がり始めていた。そのまま、開けっ放しの入り口から、小屋の外にまで転落する。

　小屋の中から、笑い声が上がった。

「副長ー、やっぱりこいつ、どっかのテントに縛しばっておきましょうよー！」

「ほっとけ。どうせ、どこにも逃げられん」

　酔っているようには聞こえない副長の声が響ひびいて、宴会は何事もなかったかのように再開されたらしかった。

　ステンカは戻る気にもなれず、このさい本当に逃げられないかを試ためすべきかどうか、考えることにした。




　ノーチェを起こせば、道案内もできるのではないか――

　とは思ったものの、ノーチェを起こさなかったのは、なんとなく寝ているところを起こすのはまずいと思ったというか、無理に連れ出して魔力切れで倒れられても困るからだ。

　そう自分に言い訳をしながら、ステンカは浮島の上をうろついた。すくなくとも、海賊達が板を敷しいたところは大だい丈じよう夫ぶだろう。

　方位なら、星を見れば解るし、海と森を見間違えるはずもない。海に出ても船はないが、陸に抜けられればどこかの国に出られるはずだ。

　とはいえステンカは、沿岸以外の地域にどんな国があるのかはよく知らない。知らないが、神聖帝国でさえなければ何とかなる、とも思っている。

　もし島に残されたのが自分のほうで、うまいことボレロフ軍に拾われていたなら、なんとかやっていけただろう。

「あいつのことだ、もし助けてもらえたとしても、馴染めないだろうなあ」

　はたして、今、同じようにさまよっている仲間は何人いるのだろう。もしかしたら、ステンカ一人になってしまったのではあるまいか。

「……あれ？」

　明確にではないが、今、自分がとても恐おそろしいことに気づいてしまったような気がして、ステンカは頭を左右に振った。

　それから、考え事をしながら歩いたせいか、目指したのとはあさっての方向を歩いていることに、いまさら気がついた。目の前には、菅すげの群落と、その向こうに海が見えていたのだ。いや、やたらと広い河口かもしれない。大湿地帯は大河の河口三角州にあって、水路が入り組んで流れ、どこからが海なのかも判然としない。

　人のいるところなら灯りでわかるだろうと思ったが、そうでもなかった。いつの間にか無数の人ひと魂だまが、夢の中で見た《輝ける者グリツター》たちのようにあたりを飛び回り始めていて、光の見分けがつかない。

「やっぱり、ノーチェを連れてくるんだった」

　後悔しつつ回れ右をしようとして、ステンカはうっかり、足を踏み外した。とっさに地面を踏んだが、やはりそこは草の塊かたまりにすぎない浮島で、いともあっさりと裂け、沈み込んでいった。ステンカの体は、ねばっこい水音とともに、よどんだ汽水に倒れ込んだ。

　これは、まずいとすぐに解った。草の根や泥どろがからみつくせいで、普通の水よりはるかに泳ぎにくいのだ。一度沈んだら、二度と水面に上がれないかもしれない。

　夜、濁った水の中では左右もわからない。唯ゆい一いつ、光と言えるのは月。ステンカはもがきながら、それに手を伸のばした。

　すると、体にぼんやりとした光がまとわりついてきた。その光は一いつ瞬しゆんで、何人かの、青ざめた裸の女の姿となる。さっき波間から手招きした精霊は、これだったのだろうか。

（《ルサルカ》か、まずいぞ）

　正直なところ、ステンカはこれで終わったと一度は覚かく悟ごした。女の水妖《ルサルカ》は、《シレーン》と並び船乗りたちから恐れられている。その胸に抱だかれた者は、深い水底に連れ込まれて、二度と現世に浮かび上がってくることはない、と言われていたのだ。

　だが、ステンカが感じていたのはむしろ、浮上する感覚だった。それどころか、さらに下から押し上げてくるものがいる。

　ついに、ステンカは水面に顔を出すことができた。慌あわてて息を吸い、それから泥水をぬぐってあたりを見回す。

《ルサルカ》たちに加えて、足下にいたのは、入港時にも手伝っていた《ヴァージャ》だった。彼かれ等らが助けてくれたというのだろうかと、いささか信じられない思いでいると、今度は何かが服をつまみ上げた。

　空中に吊されて初めて、それが巨きよ大だいな化け蟹の鋏だと気づいた。しかもその死者の顔のような甲羅からして、例の《ラヴァルス蟹》が巨大化したもののようだ。

　化け蟹はゆっくりと、ステンカを木の橋の上に下ろした。

「あ、ありがとう……もしかして、蟹さえも海賊の仲間なの？」

　ステンカの問いに答えるかのように、蟹は鋏を振りながら、またゆっくりと、湿原の中に潜っていった。

　蟹以外の水妖ヴアージヤたちは、ステンカを見送るかのように、すうっと浮島の上に姿を現した。「気をつけよ、この地、人、入れぬ、掟」

《ヴァージャ》がしわがれた老人のような声で舌足らずに警告した。

「……だったら、なんで助けるんだ。それに、海賊達は住んでもいいの？」

　ステンカは恐れを隠かくしながら聞き返した。わからないことだらけで、答えてくれるなら怪物でもなんでもいい気持ちになっていた。

「汝ら、特別。ここ、逃れの地。魔王竜の眷けん属ぞく、来たり、恐れる」

《ヴァージャ》はそう言って、現れたときと同じく、すっと消えた。あとには《ルサルカ》だけが残って、周りを踊るように回っているが、襲ってくるでもない。

　ただ、すすり泣くような声が幾重にもつむがれ、夜の闇とあいまって、いやがおうにも心細さをあおってくれる。ステンカは今度こそ慎しん重ちように立ち上がって足下を確かめた。それから、自分の惨さん状じようも。

　このままでは小屋にも戻れない。海賊達の笑いものにされるのもしゃくだし、いかにノーチェが「汎はん用よう後方支援」を謳っていても、これをどうにかできるとは思えない。

「とはいえ、都合良く風呂があったりもしないだろうなあ」

　つぶやいてみると、どうしたことか、《ルサルカ》たちがステンカの周りに再びまとわりつき始めた。

「今度は、どこに連れて行くつもりなんだ」

　ステンカはいちおう、いぶかしんだつもりだった。だが、手招きする《ルサルカ》たちを見ているうちに、付いていくほかにないような気になってきたのだった。

　だいいちに、このままだと濡れた体が冷えて、放って置いても彼女らの仲間になりそうだ。《ルサルカ》は一説には、水死した女の霊だとも言われているのを思い出すと、実際以上に気持ちが寒くなる。

　いかにも寒そうに体を縮こまらせたせいだろうか、《ルサルカ》は余計近づいてきて、ささやいた。

「ここは寒いね、とても寒いね」

「あっちは暖かい、あっちは暖かいわ」

「死なないよ、死なないよ」

「……そりゃ、どうも」

　おかしな話だ。普通、怪談に出てくる《ルサルカ》は、ここぞとばかり向こうの世界に連れ込もうとするはずだが、ここではやってることが逆だ。

《ヴァージャ》が言っていたことと、何か関係があるのだろうか。答えが出るような疑問ではなかったかもしれないが、ステンカは例によって気になっていた。

　気になって考えているうちに、もう、目の前にあの宴会場とは別の、もっと小さい、しかし煙けむりの出ている小屋が見えてきた。煙が立っているからには、火をたいているに違いない。少なくとも、暖は取れるだろう。

　それが見えると、安心したのか、《ルサルカ》たちはさっと海へと戻もどっていく。去り際に、気になる一言を残して。

「シェーラをお願い」

「こちらに来てはだめ」

「仲間になってはいけないの」

　ステンカが問い返す前に、《ルサルカ》は今度こそ消えてしまった。

「どういうことだろ」

　ステンカは首をかしげた。あれではシェーラの身を案じているのか、出て行ってほしいのか、どちらとも取れるではないか。

　ただ一つたしかなのは、妖怪にとってもシェーラは特別な存在らしい、ということだ。船には怪かい鳥ちようや妖精まで乗せているし、一体どれだけ、怪物に人気があるのだろう。

「……人の心配している場合じゃないか」

　ステンカは小屋まで小走りに近づき、扉に手をかけた。一刻も早く暖まりたい、それ以外のことを考えるのはすべて後回しにして。

　それが、まずかった。

　もちろん、人がいると解っている小屋にノックもなしに飛び込むのが失礼だ、というくらいのことは、流れ者であっても解っていてしかるべきだったのだが。

　それにしても、なんの小屋かまでは、予想できなかったのだ。

　いきなり扉を開けたステンカを襲ったのは、まず、期待した以上に暖かい、否、熱い湯気だった。

　おかげでステンカの体は寒気から解放されたが、加えて、そのあとに見えた光景も、少年を必要以上に火照らせるに十分だった。

　小屋の奥には、同じように湯気に蒸されてほんのりと赤く火照ったシェーラの、一糸まとわぬあられもない姿が、呆ぼう然ぜんと立ちすくんでいたのであった。







第五章　晩祷







　そのころ、沈しずんだ宝島の西方海域。

　神聖帝国のガレー船は、いまやたった一隻で航行していた。コルサコフ号とボレロフ艦かん隊たいとの戦闘で大損害を出したため、ということになっているが、実情は少し異なる。

「申し訳ございません、ランセン閣下。あそこまで迫せまりながら逃すとは」

　船長室で深々とひれ伏しているのは、あの密みつ偵ていにして竜りゆう騎き士しキリエ・グロッサムであった。彼かれが頭を垂れる相手は、白いローブに身を包つつんだ魔道士であった。キリエの倍くらいの歳に達しているはずだが、背筋は伸び、ローブの上からでも恰幅の良さがうかがい知れる。静かにたたずんで騎士を見下ろすこの男こそ、キリエが主人と呼び、そして一いち撃げきのもとに島の地形を変えた帝国探索隊指揮官ランセン卿であった。

「グロッサム卿、面を上げよ。詰めが甘かったのは、わしも同じよ。島がああも脆いとは。くだらん邪魔も入って、魔力も無む駄だにしてしもうた」

　ランセンと竜騎士三騎は、海域離脱までに二隻の敵船を返り討ちにしていた。一隻は《飛竜リンドヴルム》のブレスで炎えん上じようしたのち火薬に引火して爆沈であったが、もう一隻はこのランセンが、再びあの攻こう撃げき魔ま法ほうを放ってたった一発で消し飛ばしたのである。

　その攻撃力の絶大さゆえに、ついた通り名は「雷のランセン」。彼等がもし本気で戦っていたら、ボレロフ艦隊すべてを返り討ちにすることも、あながち不可能ではない。

　それをあえて脱出してきたのは、むろん、彼等の目的が連合諸侯軍の撃滅ではなく、あくまで「宝探し」だったからである。

「遺産も全すべて、海底に沈んでしまったのでしょうか」

　そばに控ひかえていたもう一人の騎士が訊ねた。兜かぶとを脱いだその顔はまだあどけない少女のものだ。神聖帝国では優れた魔法使いかどうか、それ以外に評価基準はない。

　ランセンは初めから決まっていたように答えた

「もしそうなら、汝らには次の目標たる《大海竜ワイズ・ドラゴン》探索に移ってもらうことになろう……恭順させられるか、倒さねばならぬか、いずれにせよ憂いは芽のうちに摘んでおかねばらぬ。メッサー様以外に守護龍は要らぬ」

「その判断はまだ時期尚早かと。上陸した兵は、海賊どもが宝を手に入れたと宣言したのを聞いた、と証言しております」

　もう一人の騎士、これもそっくりな顔の少女が進言した。双子の姉妹なのだ。

「あるいはあの逃走の手際こそ、ラヴァルス家の遺産による魔法かもしれません」

「ふむ、我々がつかんだ情報どおりの〝神の目〟なら、それもありえない話では無い」

　ランセンはノーチェを見ていないにもかかわらず、すでにその力のことを知っているかのようであった。

「やつらが西に向かったことは、すでにわかっております」

　キリエは治癒魔法ですっかり元通りとなった右手を差し出した。

「見込みどおり、宝を手に入れたのはあの少年達の片割れのようです。ならば私に一度縛られている。海賊とともにいるのであれば、魔力の跡あとを追うことはできます」

　キリエの手のひらの上に光の魔法陣が展開し、矢印が海図上のある方向を指す。

「なるほど、無主の地か。海賊には似合いの僻地だ」

　ランセンはにやりと微笑を浮うかべた。

「よかろう。キリエ、アイネ、クライネ、次の戦いに備えよ。だが敵は幾度も我らの輸送船を襲ったシェーラ一党、魔法の武器をも手に入れたやもしれぬ。油断なきようにな」

　キリエと姉妹はうやうやしく一礼すると、楼ろうを出て行った。甲かん板ぱんに出ると、三頭の《飛竜リンドヴルム》は満腹になって眠っているところだった。

　その足下には、食い散らされた《海トカゲ竜》の死骸が散乱していた。

「魔力の足しには、いまひとつだと聞いているが」

　キリエが眉まゆをしかめると、姉妹の一方クライネが同意しつつ応じた。

「さりとて半妖が狩れたわけでもありませんし、仕方ありませんわ」

「無主の地の大湿地帯は、妖精の巣なのでしょう。ついでにたっぷり食べさせるわけにはいきませんの？」

　アイネも、期待するように続く。

「コルサコフ号の海賊はメッサー様に従わぬ化け物どもを飼っている。宝と鍵かぎ以外は、どうしようと自由だ」

　キリエは面おも白しろくもなさそうに吐はき捨すてると、ふたたび甲板を眺め、

「奴隷をたたき起こして掃そう除じさせろ。夜明けまでに終わらなければ、竜の朝食にしろ」

　命じてから自らの竜に近づき、その頭をいとおしそうに撫でた。







　ステンカはもちろん、自分がいまだに敵に目を付けられているとは知らない。それよりも目下の問題は、いまの状じよう況きようをどう言い訳するかであった。

　実のところ、単に女性の裸体というビジュアルだけなら、そんなに縁が無いわけではなかった。なにしろ《シレーン》だって体は女のもので半裸みたいなものだったし、ついさっきまでまとわりついていた《ルサルカ》なぞ全裸である。

　とはいえ半分が鳥だとか、青ざめた死霊だとか、そういったものはステンカにとってはまだ、異性というより、怪物の範疇である。生きた人間の若い女の子、と限定した場合、記き憶おくはぐっと遠くなる。

　港の女郎屋に通えるほどには儲かっていなかったし、向こうも貧乏な子供が来たって物乞いとしか思ってくれない。

　あとは、そう、ツィンカと最後に一いつ緒しよに風呂に入ったのは、何年前であったか？　いや、そのころは三人ともまだ、ただの子供で、妹の裸なんか見てもなんともなかった。ラスラーンのほうはいつから意識していたか、わからないけど。

　というわけで、結局、シェーラの艶姿はステンカにとってはやはり、刺激的にすぎた。服の上から見た以上に、胸はツンと盛り上がって自己主張していたし、なにより、ズボンの戒めから解き放たれた足が、すらりと長いのに加えて意外に柔らかそうな肉感を兼ね備えていて、そりゃあこれなら男装して見せびらかしたくもなる、と納得のいく脚線美を誇っていた。

　そのすべてが湯気にあてられてほんのりと赤く染まっている……が、中でも一番真っ赤になっていたのが顔だというのは、いまさら指し摘てきするまでもなかった。

　いつもつり上がっている目は丸く見開かれ、一番近かったのはノーチェに唇くちびるを奪うばわれたときのあの感じだが、それよりも一段階上。

　と思ったら、赤みは保ったまま、シェーラはわなわなと震え始め、眉と口角が左右非対称につり上がり始めた。

　ステンカもなんだかんだいって年頃の少年である。遠目にシェーラを見たときの第一印象が「案外かわいい」だったりするような奴やつである。そのままじっくりと眺ながめたいという欲望はあった。しかしそれより先に強く感じたのは、身の危険であった。

　しばし、見つめるだけ見つめてからようやく絞り出した言葉が、芸のないことに、

「あっ、ご……ごめん」

　であった。

「きゃああああーっ！」

　呼応するように、シェーラの金切り声が堰を切った。これまた、いつも海賊たちに号令をかけたりどやしつけたりしている時からは想像できない、年相応の甲高くてかわいらしい声であった。

　シェーラは慌てて後ろを向いてうずくまってしまった。隠したつもりだろうが、こんどはお尻が見えてしまうわけで、なにやらよくある格言をそのまま小話にしたような。ステンカも急いで後ろを向くが、見えてしまったものはどうしようもない。

「……見たな」

　お互たがい背を向け合ったまま、シェーラがぼそりと低くつぶやいた。

「はいっ、ごめんなさい、すぐ出ます出て行きます」

　ステンカは即答したが舌がうまくまわらなかった。出て行っても今夜はおだやかには眠れそうにないと思った。夢に出そうだ。ついでに別のナニも。

「待て」

　せっかくおとなしく出て行こうとしたのに、シェーラはえらくドスの利いた声で引き止めた。

「見られたと分かってて、おとなしく返すわけにいくか」

　打って変わって今度は船上以上に殺気に満ちた声に、ステンカはゆっくりと振り向いた。シェーラは胸と腰こしに晒しを巻いただけの出で立ちで、手には抜き身の偃月刀カトラスを握にぎっていた。
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「だれが振り向いていいって言った？」

　いきなり刀が振り下ろされ、ステンカは慌てて床に転がった。もともと濡れていたのに加えて床も湿っているので、足がすべってもたつく。最初の一太刀はかろうじて避けたものの、部屋の奥に転がってしまい、入り口からは離はなれてしまった。

　これでは逃げられない。いや、まて、とステンカは湯気の向こうをさぐる。こんな時も、ノーチェの力があれば何でも見つかるのだろうか。

　呼べても見つめ合っている余よ裕ゆうは、シェーラがくれそうにない。二の太刀が振り下ろされる前に、やっと見つけた扉とびらの向こうに飛び込む。

　ここが風呂小屋でさっきのところが脱衣所なら、もうひとつ奥に浴場があるのが道理。予想通り、木の椅い子すと湯桶、そして焼けた石が置かれた蒸し風呂になっていた。さっきよりさらに濃厚な、熱を帯びた湯気が向かってくる。とりあえず扉を閉じて、桶をその前に移動させる。

　安心する間もなく、壁かべから切っ先が生えて、ステンカは一番奥の壁にはりつく。このままではいずれ蒸し焼きになりそうだし、といってこれ以上の逃げ道はない。手詰まりだ。あとはシェーラの怒いかりが収まるのを期待するしかない。

　その日はまだ遠そうな唸りが壁の向こうから聞こえてきた。

「貴様、なんでここに来た」

「ち、ちょっと外に出たら浮うき島しま踏み抜いて濡れちゃったんだよ。そしたら《ルサルカ》が、ここを教えてくれて」

　ステンカとしては素す直なおに答える以外にない。シェーラは意外にも信じたようで、

「また、あいつらぁ」

　足音も荒く扉に向かったらしく、おそらくは外に向けて、

「あたしがいるって知っててやったなあ、呪われろーっ！」

　と叫さけんだ。その隙すきにこっそり出て行こうとしたステンカだが、シェーラはすぐに戻ってきて、どんと扉の前に座り込んだ。まだ怒りは収まっていないらしい。

「まあいい、どうせ冷えてたんだろ、そのまま茹だってしまえ」

　シェーラはわざとらしく悪態めいて言ったが、実際そのとおりなので、ステンカとしては願ったり、と言えなくもない。命の危険さえなければ。

「あのさ、良く分からないんだけど」

　ステンカはこのさい居直った。どうせ逃げられないなら、気になることは聞いてしまおうと思ったのだ。

「あの《ルサルカ》とかって、あんなのまで仲間なの？」

「あんなのとか言うな」

　アデライードと同じようなことを、シェーラも言う。壁のおかげで、今度は蹴り出されなくてすんだ。

「妖精はまだしも、死霊とか普ふ通つうは仲間になれるとか思わないだろ。それに、仲がいいのか悪いのか、言っていることがわけわからない」

「普通は、たしかに、そうなのかもな。あたしが、変わってるのは間違いない」

　先ほどよりは落ち着いた声が返ってきた。けれどそれは自じ嘲ちようというより、怒りの矛先が別に向けられただけのようだった。

「けれど、みんな、敵は同じなんだ」

「え？」

　海賊の仲間なら、敵は多いに決まっていた。むしろ味方のほうが少ないだろう。けれどあえて「同じ」と言うからには、ある程度、絞られているに違ちがいなかった。

　もちろん、ステンカに真っ先に思い付くのは神聖帝国だ。いまのところ、コルサコフ号が真剣に戦った相手は、それしかない。ボレロフ伯はくら諸侯も敵であるはずだが、シェーラはそちらとは戦わずに逃げている。

　ステンカは答えの続きを待った。しかしシェーラは、逆に聞き返してきた。

「お前のいた所って、どんなところだ？」

「なんで、そんなことを」

「気になってたんだよ。あの密偵は、二年前に現れた流れ者、って条件でお前まえ達たちを探し当てた。そこから先は聞いてないが、奴やつ等らはつまり、そのころに流れ者が出たはずだって考える根こん拠きよがあったんだよな。流れ者って限るからには、多分……」

　シェーラもそれなりに考えて、それなりに筋の通った結論に行き着いたらしい。ステンカは、片かた眼鏡めがねをかけていたときの彼女の姿を思い出した。あのときも、いつもの様子とは違うと感じた。むしろ、こっちのほうが本性ではないかとさえ思えてきた。

「お察しのとおり、帝国軍に攻め込まれた。ただの漁村だったよ、どこの町とも交流の無い、たくさんの塔とうと小さな漁船しか置いてない、どってことのない村。ただ、そう、例の侯爵家の落人おちゆうどが建てたって伝承が残ってる以外は、ね」

「なるほど、それでやっと話が繋つながった。奴等に、本物の子孫と見込まれたわけだ。それで、そのあと、どうなった？」

　そこを聞かれるのは、ステンカにとっても辛かった。けれどそのせいで、もう、ごまかす気力もない。

「村は焼かれた。海に投げ出されて、僕ぼくとラスラーンは助かったけど、他の生き残りには一度もあったこともない。もしかしたら僕らしかいないのかもしれない。それも、とうとう、僕、だけに……」

　最後の方は、嗚咽が混じって、まともな言葉が紡げなかった。それでも、シェーラはだまって聞いていた。

「だから、僕はラスラーンだけは失いたくなかったのに。あいつとなら、どこにだって行けた。それで、もしもツィンカや、家族や、他の誰でもいい、もう一度会えたら、一緒に暮らせさえするなら、どこだって良かったのに」

「……じゃあ、逃げ出しても、帰るところはないんだな」

　シェーラの言葉に、ステンカはつい、むきになってくってかかるところだった。だが、その続きに、冷や水を浴びせられた思いだった。蒸し風呂の暑さは、変わらないのに。

　シェーラはこう言ったのだ。

「おまえも」

　と。

　ステンカが息をのんだ一瞬を見計らったように、シェーラは静かに続けた。もう、衝動的な怒りは感じられなかった。そのかわり、底に流れる別の憤怒が、ふつふつと言葉の端はしに湧いてくる。

「あたしなら解るって言ったな、おまえは。そうさ、解らないわけがない。だって、ここじゃみんな、そうなんだ。だから、見捨てるつもりはなかった。あれでも本気で、ギリギリまではがんばった、つもりだった。けれど……」

「仲間のほうが大事、だろ」

「……力が、足りなかった」

　またも意外なシェーラの言葉に、ステンカは返答に窮した。シェーラのほうも、答えてもらおうとは思っていなかったのだろう。立ち上がる気配と足音に続いて、衣擦れの音が聞こえてきた。ようやく着替えて、出て行くつもりなのだろう。

　最後に、シェーラが細い声で、訊たずねた。

「仲間に、なる気はないか」

「海賊に？」

「そうだ。居場所がないなら、ここにいればいい。ここはそうやって出来た。仲間なら、あたしは、守る」

　ステンカは沈ちん黙もくをもって答えた。即答できるはずもない。海賊の言うことだ。けれど、ただちに拒きよ否ひもしなかった。沈黙とは、そういうことだ。

　黙だまっていると、扉の向こうで変化が起きた。別の、入り口の扉が開く音とともに、新たな声が加わったのだ。

「ご主人様をお迎えにあがりましたが、何かありましたか」

　例によってなんの抑揚も無い、ノーチェの声だった。ステンカは正直言って、驚おどろいた。呼んだ覚えはないし、ここにいることも伝えていないのに、どうして？

　ステンカは桶を除けて、扉をすこしだけ開いた。隙すき間まの向こうに、ブラウスと下履きを付け終えたシェーラの後ろ姿と、そしてノーチェの姿が見えた。平然とたたずんでいるようでいて、シェーラを睨にらんでいるようでもある。

「丁度良かった。あんたの主君は奥おくで入浴中だ、着替えを持ってきてやんな」

　シェーラは、今となっては作ったようにも聞こえるぶっきらぼうな調子で、ノーチェに頼たのんだ。

「そもそも、風呂は服脱いで入るもんだぜ。じゃな、考えといてくれよ。明日の朝には泣き女も出て葬儀をやる。あいつの分も泣いてもらうから」

　そのままシェーラは手を振ふって出て行ったので、最後に、どんな顔をしていたのかは見えなかった。

　入れ替わりにノーチェが、揺らぎの無い歩みで入ってきて、扉の前に立った。

「どうして来た？」

　ステンカの問いに、ノーチェはきょとんとして答えた。

「生命の危機による非常呼集を感知し、緊急起動をかけたのですが、誤報でしたか？」

　まさか、あのときかとステンカはやっと思い当たった。シェーラに切りつけられたとき、ちょっとだけ、ノーチェがいればと思ったのが、通じたらしい。それともその前、おぼれかけた時にはもう動き始めていたのだろうか。

　到着までにステンカがどんな目にあったのか、何を思ったのかまで、伝わったのだろうか？

「……入浴の介助が必要なら、お背中、流しますが」

　まるで伝わっていなさそうなことを、ノーチェが言った。ステンカはため息をついて、

「いらないから、それよりシェーラが言ったとおり、どこかから着替えもらってきて」

　と命じた。

「……そうですか」

　ノーチェが心なしか残念そうに、うやうやしく礼をして出て行くと、ステンカは言われたとおりに汚よごれた服を脱ぎ捨て、蒸し風呂の床ゆかに膝ひざを抱かかえて座り込んだ。

　とうとう一人になってしまったことを、やっと一人になって泣くことができた。涙なみだが涸れても、声があふれても、誰だれも住んでいないはずの大湿地の果て、気にすることはなかった。

　だから、一人そうした。いつの間にノーチェが戻ってきたのかも気づかないままに。







　西の空がうっすらと白み始めるころ、大湿地帯はひときわ濃い朝靄に包まれる。静寂に終止符を打つように、水鳥の群れが目を覚まし、一いつ斉せいに羽ばたく。

　それに合わせたように、人々は浮うき島しまの上に集まってきた。葬儀といっても、遺体はほぼ、無い。島と共に沈んでしまったか、船上で亡くなった場合は水葬にされるからだ。いずれにしろ、浮島では墓穴も掘れない。

　ここで死ぬと、やはり人魂か、冷たい水底で《ルサルカ》になるのだろうか。あるいは、いま飛び立った鳥たちがその魂で、どこかへ飛び去っていくのか。

　泣き女役の老婆と唱和して、当の《ルサルカ》と、半ば鳥であるニーナとが、まさにそのようなことを歌った。


愛しき人の魂は鳥となり、翼つばさを得て

霧きりの向こう、海の彼方かなた

母なる湿潤の大地を越え

輝けるものに導かれ、天界の果てへと飛び去っていく……



　ステンカは一歩離れた場所から葬列を眺めつつ、同じように祈っていた。


せめて大鴉となってでも、我らの元へと帰って来てはくれまいか



　そのとき、ステンカの頭上で、丁度、鳴き声がした。見上げると、櫤の枝に一羽の、ひときわ立派な大鴉が止まって、見下ろしていた。

「本当に、そうやって戻ってきたのか。おまえ、ラスラーンなのか」

　つい、そう思って涙腺がゆるみそうになったステンカだが、どちらを期待してのものだったか。いずれにしろ、それは鴉自身によって否定された。

「悪いが、わしは、おまえの友人ではないな」

「……そうか、じゃあ、まだなってないんだと信じることにするよ」

　ステンカは答えた。いまさら、しゃべる鴉くらいで驚くにはあたるまい。

「それなら、誰が戻ってきたのかな」

「気にしてもはじまらん」

　鴉は答えをはぐらかして、じっと葬列を見つめた。帰ってきたと、あのなかの誰かに告げるつもりはないらしい。

　誰を見ているのだろうと、ステンカは思った。

　歌が終わると、教会の鐘かねのかわりに、しめやかに鈴が鳴らされた。鳥の群れが消えていった靄のとばりが晴れる。

「閉ざされていた死者の世界が終わり、生者の朝が始まる」

　鴉はそうつぶやき、もう一度、鳴いた。

《シレーン》と鴉は、消えていった群れを追うようにそろって飛び立った。それを幕引きとして、葬列は解散し、朝の仕事が始まる。釜を焚き始める者、網をもって小こ舟ぶねを繰り出す者。《ドワーフ》だったパルナッスムは鍛冶場らしい小屋に船倉にあった箱を持ち込んで火を焚き始めた。扉の前に積み上がった刀や銃じゆうは、修理を待っているものらしい。

　生きている自分は、何をすればいい？

　ステンカの脳のう裏りでは、昨夜のシェーラの誘いが繰り返されている。




　借りた水夫の服を着て、見た目だけはすでに海かい賊ぞくの仲間のようになっていたステンカだが、まだ態度を決めたわけではなかったし、向こうの大多数も、仲間と認めてはいないだろう。自分のテントがないからまた集会所の小屋に座り込んでいるしかなく、役目はないから朝食の支度も手伝えない。

「材料があれば、調理は出来ますが」

　突っ立ったままでノーチェが言う。汎用後方支援とやらには、そんなことまで入っているらしい。

「じゃあ、手伝ってきたら」

　命じたつもりはなく言ってみただけだが、ノーチェは「はい」と答えて厨房に向かい、それからほどなく、情け無いことに手ぶらで戻ってきた。

「申し訳ございません。データにない食材しかなく、調理できません」

　言われてみれば、ラヴァルス侯は何百年も前の貴族だ。だから黍きび粥がゆなんか食べないし、その一方ではまだ胡こ椒しようがなかったのだ。ステンカはがっくりとうなだれた。

「魚くらい昔からあったろうに」

「チョウザメかヒメジ、せめてスズキがあれば、そうしましたが、これではラヴァルス家にふさわしい料理は作れません。待遇改善を要求してきます」

「高級魚のことしか知らないときたか。だったら無理にそんなことしなくていいから」

　ステンカが嘆くと、ノーチェはうつむいて、しょぼくれたように見えた。

「しょぼいのしかなくて悪かったね」

　さっさと調理が終わったらしく、例によってアデライードが皿を運んできた。中身はこれも例によって粥かゆ。一緒にぶつ切りの淡水魚が煮込まれていた。

「……パンを見た覚えがないね」

「ご不満で？　この湿地帯のどこに麦畑が作れるっての」

「ごもっとも。別に不満はないよ、不思議だっただけ」

　東岸で暮らしていたころも、主食はパンか雑穀粥が半々。もちろんステンカたちの収入では、焼きたての白いパンなど買えない。固くなった酸っぱい黒パンをちびちびとかじるだけの日もあったから、魚がつくだけましだ。

「海の物だけは困らないだろうね」

「そうでもないわ。北部大湿地帯は冬には凍る。船は出せないし、漁も難しいのよ」

「そうか、凍るのか。うちの村の湾わんは、そんなことはなかったから、想像つかないな」

「もうちょっとすれば見られるけど、いいもんじゃないわ」

「僕に、それが見られると思ってるんだ？」

　それはすなわち、冬になってもステンカが解放される予定がないということか、あるいは……ステンカは複雑な表情を浮かべたのだろう。アデライードは初めて謝った。

「ああ、ごめんね、そういえばあんたは捕ほ虜りよなんだっけ。ていうか、本当に人掠ってくるなんて慣れてなかったからね、密偵と一緒だったからこっちも身構えてたし。うん、そりゃ、気を悪くするよね」

　態度と表情が柔らかくなると、アデライードもかなり人なつこくて可愛らしい印象に変わった。そんなところも、シェーラと似ているとステンカは感じた。

「海賊らしくない話だな。君はどこから来て、何度ここが凍るのを見てるんだ？」

　ステンカはようやく、初めからひっかかっていた事を聞けた。アデライードは一いつ瞬しゆん、眉をしかめたが、すぐに口を開いた。

「冬はまだ二度くらいかな。よほど遠いところから来たと思われてるみたいだけど、外海のちょっと先でしかないよ。で、たしかに私は掠さらわれてきたんだけどね。先に掠ったのはコルサコフ号じゃなくて、神聖帝国」

「……やっぱり、そうか」

　そんな予感はしていた。アデライードにも共通の敵がいるとすれば、他には考えにくい。だが、アデライードが語った事情はもうすこし複雑だった。

「そもそもは売り飛ばされたんだけど。それが途と中ちゆうの港で帝国の手に落ちて、軍ぐん艦かんに乗せ替えられて、そしたら今度は海かい賊ぞく船せんに襲おそわれたわけ。だから、帰してくれるって言われても、帰れないんだよね。金はもう払われた後だもの」

「そんな、故郷も家族もあるのに帰れない、って」

「珍めずらしいことじゃないよ。珍しいのは、だったらここにいればって言ってくれる変な海賊がいたこと、くらいかな」

　アデライードは、ステンカの前では初めて、笑った。

「そうか、君も言われたのか」

「なんだ、あんたも誘われてるの？　だったら入っちゃいな、悪いようにはしないよ」

「そうは言っても、海賊だしなあ、そりゃ僕だって多少は悪いこともしたけれど」

　とは言っても、一番やばいので禁漁期によその領海でチョウザメを密漁した、くらいが関の山だが。あとは細々したものが少々。

　海賊といったら、世間的には悪党の中の悪党、大悪党のはずだ。けれども、アデライードの答えも、ある程度、予想されたものだった。

「気にすることはないわ。そりゃ多少はやばいこともやるけど、基本的にコルサコフ号が狙ねらうのは、帝国の船だけだから」

　だから、戦利品には帝国の文字しか書かれていなかったし、実入りも少ないのだ。軍艦ばかり襲しゆう撃げきしていては、商船狙いのほかの海賊より儲からない。

　カピタン・シェーラが東岸であまり有名でない理由もそれで説明がつく。諸侯側の商船が襲われないのだから、噂うわさにもなりにくい。

　けれども、まだ疑問がすべて解けたわけではない。ルサルカはもしかしたらそのまんま、戦火の犠牲者なのかもしれないが、それ以外の妖よう精せいや怪物はどうしてここに集ったのか、そしてシェーラはなぜ、そんな連中を仲間にしてしまえたのか。

　全部アデライードが知っていて、教えてくれれば簡単だが、話を聞く限り、コルサコフ号の活動は彼かの女じよが捕らわれる前から始まっているのだ。

　そういえば宝島の洞どう窟くつでは、罠わなとして仕し掛かけられた怪物を倒たおしたときは幼かった、とシェーラが言っていた。

　いったい、この海賊は、そして神聖帝国の実像とはいったい、どういうものなのか。それとラヴァルス家に、なんのつながりがあるというのか。

　考えることが多すぎて、ステンカは頭を抱えたかった。

「あいつらと戦うのに、難しい理由がいるとは思えないけどねえ」

　アデライードは不思議そうにステンカを見つめ、仕事に戻った。

　その間、ノーチェはただ無言でいたが、やがてステンカに訊ねた。

「国際情勢は既定のデータとはだいぶ異なるようで、助言を差し上げるには基礎知識を更新する必要があるようですが、いかがいたしましょうか」

　なるほど、勉強してもらったほうが謝られることも減るだろう。助かるというより、ノーチェが自分から言い出したことにステンカは少し感心した。

「そういうのは、あちらの頭よさそうな人に聞けばいいと思う」

　ステンカが指さした先では、パルナッスムが同じ粥の朝食をとっていた。魚の身をほぐして、取り出した骨を眺め回しているあたりは、いかにも「先生」といった様子だが、話が聞こえたのか顔を上げ、

「いま、武器のことで忙いそがしい。次の戦いで勝ちたければ後にしてくれ」

　と、ぶっきらぼうに言った。骨を観察するひまはあるくせに。

「当主の頼みでも、ですか」

　ノーチェは例によって話をややこしくしようとしたので、ステンカはまた、止めねばならなかった。

「先に安い魚の料理方法を覚えてよ。とにかくここでは昔のことは忘れてくれないか」

　実際、貴族として育てられていないので、気恥ずかしいだけだ。

「……ステンカ様がそうおっしゃるなら」

　ノーチェの顔がまた、しょげているように見えて、いささか不憫な気にはなった。




　浮島の隙間を縫ぬうように、手こぎの小さな漁船がぽつぽつと出て、仕掛けられた網を引き上げている。海賊船の拠きよ点てんとは思えないほど、ごく閑散とした平和な風景。

　ステンカの目にも漁の首しゆ尾びはあまり良さそうには見えず、網にかかっている魚や蟹が遠目に数えられる。あの中に化け蟹の子供が交じっていたりしないだろうかと気になったが、漁師はラヴァルス蟹などいくつかは海に戻してしまっている。

「怨おん念ねんが怖こわいから食べないというのが俗ぞく説せつだが、実は食ってもあまり旨くはないんだ」

　いつの間にか、すぐ横にシェーラがいた。後には副長も見守るようについている。

「食べたの？」

　うかつなことを聞くとまた副長に殴なぐられそうな気もしたが、ステンカは聞き返さずにはいられなかった。幸い、会話は無事に成立した。

「昔なー。どうしても食べなきゃならない理由はなかったんだけど、パルナッスム大先生が探求心の発露だとか言い出してね。幸い毒も祟りもなかったけど」

　ああ、あの人なら言いそうだとステンカは納なつ得とくした。シェーラは続けて語った。

「あれしか取れないとなれば話は別だが、あれが取れるときはたいていもっと食いでのあるものも何かしらとれるし、今はそれより、冬にそなえて燻くん製せい用ようの魚が要る」

「それで逃がしてもらった恩で蟹が仲間になったのかな。それなら魚は仲間にはならないだろうね」

「そんな理り屈くつじゃないと思うが、魚や蟹の本音は聞いたことがないな」

　シェーラは苦く笑しようしつつ、ステンカに振り向いた。

「で、考えてくれたか。おまえは魚か、蟹か」

「蟹を選ばなかったら食べられるって意味かな」

　答えをはぐらかすようで、我ながら意地悪だとステンカは思っていた。実際、シェーラはその美しい顔をしかめた。

「そういうつもりじゃなかったが、だったら、打算や契約って考えでもいい。こっちも遊びじゃないからな。例の人形や他の宝がどれだけの力を持っているのかはわからないが、これから戦っていくために、手放すわけにもいかないんだ。それに、間違って奴等に奪われたら一番まずい」

「どちらにも干かん渉しようされずにすむ方法はないのかな」

「ないだろうね。いや、ラヴァルスの名を背負ってしまった以上、アレコ大公もだまってはいない。諸侯連合からも狙われるぞ」

　それはステンカが、今まで考えないようにしていたことだ。個人としてはどうしても持っていたい看板というわけではないが、ほっといてもノーチェはくっついてくる。くっついてくるからには、再興を求めてくるだろう。旧支配者の再興とはたいてい現支配者の追放を意味するから、アレコ大公が黙っていてくれる道理もない。

「誰にも見つからないよう隠遁するという手もある。場所には困るまい。だが、それでは万一あの友人が生き延びていても、再会できないだろうな」

　それだけではない。村を追われた同族を探して一緒に暮らすこともできなくなる。本当の一人ぼっちは、ステンカとて望むものではない。

「神聖帝国に追われている者なら、我々の船と出会うこともあるだろう。それでもまだ、ダメなのか？」

　シェーラは脅おどすのではなく、むしろ寂しげに目を細めた。ステンカは見つめ返しつつ、かすかに首をかしげた。

「敵が奴等だっていうのはいい。すごくよく解わかる。でも、一つだけどうしても、ひっかかってることがある」

「何？」

「どうして、よりによって、海賊なんだ？　やり方は他になかったのかって」

「……思い付くなら、いっそ、教えてくれ」

　シェーラはあきらかに不ふ機き嫌げんになった。

「細かいことに気づくやつだから、見えてると思ったけどな。アレコの連合は帝国と正面からやり合う気がない。自分の領地だけは守るが、帝国の南西岸侵略に立ち向かうことはない。焼け出された人々を助けるつもりもない。《国家守護龍》なんてものを抱えてるせいか？　ゼメーヴィチとメッサーがやり合うくらいなら、あたしらが黙って食われるほうがましなのか？」

「たしかに、僕らも拾ってはもらったものの、それきり放置でしたけど」

「そうだろ。けど、そんなもんだ、って諦あきらめたのか。冗談じゃない。網にかかった魚だって抵てい抗こうする。あたしがここに来たはじめのころ、蟹に指を挟まれたことがある。洞窟の化け物を倒したあたしに、蟹が斬りかかるんだぞ。見習いたいじゃないか」

　シェーラは自分のやっていることを間違っているとは思わないらしい。一度だけ目を閉じてから、決然として言い放つ。

「おとぎ話ならここで勇士が颯爽と現れるんだろうが、そんなものはいない。船はある、仲間もいる、だが味方はいないし、畑もない。だったら海賊でもやるしかないだろ」

　シェーラが遠く、海の彼方に視線を移した。

「……ああ、そういうことか」

　人が住まない場所には、住まない理由がある。普通は単純に、そこでは暮らせないからだ。大湿地帯もそうだ。地面がない、作物が作れない。だからこそ、隠かくれ家がになる。いかに隠れ家でも人数が増えればそのぶん、たくさん食う。結局、作物は要る。

　どうせ戦うなら、敵から食料も奪えばいいと、この二人は考えたのだろう。解放と略りやく奪だつの一石二鳥。海賊のできあがりだ。

「……筋はとおった、けど」

　なにか釈然としない。しかし、何が、なのかはもうステンカ自身にも解らなかった。

　なにより、それどころではなくなった。

　最初に気づいたのは、海を見ていたシェーラだった。

「あれ、あいつ、もう戻もどってきたのか？」

　つられてステンカと副長も、海を振り返った。海面にはこれといって異変はない、と思ったら、シェーラの視線はその上に向けられていた。

　遠目にもはっきり見えるほどの大きな鳥が二羽、こちらに向かってくる。朝方に飛び立っていったニーナと大鴉に違いなかった。

「いつもは、まだ帰ってこないのか？」

　ステンカが問うと、シェーラもやや困惑気味に答えた。

「仕事がないときは、夕方までどこかで魚獲ってるか寝ねてるかだ。こんなに早く、慌あわてて帰ってくるはずが……ん？」

「船長も気づいた？」

　さすがに全員船乗りだけあって目は良い。三人ともこぞって、二羽のさらに後からついてくる「鳥」らしき影かげがあることに気づいた。

　その間にも二羽は漁船の上を飛とび越こえ、警報じみた鳴き声を発した。いや、実際に警報だったのだろう。シェーラたちの顔がこわばり、漁船は帰り支度を始めた。

　ニーナはそのまままっすぐ突っ込んできて、直前で急制動をかけたが止まりきれず、シェーラの胸に激げき突とつしてしまった。シェーラは怪かい鳥ちようを抱き留めながらも後ろに吹っ飛び、浮島の菅すが原わらに転げ落ちた。

　むしろ下が柔らかくて助かったのではなかろうか。板の上だったら怪け我がではすまなかったかもしれない。

「なにやってんだよ、そんなに慌てて」

　泥どろまみれになりながらも、シェーラが訊ねる。ニーナは血相を変えてまくしたてた。

「おかしら、敵、竜にゃーっ！」

　きわめて簡潔にして最悪の知らせだった。三人の顔も、一斉にこわばった。

「ばかな、どうしてここが解った」

「それよりも早く、皆に迎え撃つ用意をさせないと」

　副長に言われて、シェーラはこくんとうなずいた。鴉は一足先に集落のほうへと飛んでいき、しゃがれた大声でわめいた。

「災わざわいだ、災いだ。敵がくる。敵が来るぞ」

　小屋やテントから次々に人が飛びだし、まさに蜂の巣をつついたような騒さわぎとなる。

「コルサコフ号に伝令をやって当直をたたき起こせ、戦える者は武器をもって戦闘準備、他は奥の森に隠れろ！」

　シェーラの命令はただちに実行に移された。いきなりとはいえ、いずれ敵襲があることは想定されていたらしく、海賊の男達は小舟に飛び乗るか、あるいは武器庫に走った。真っ先に、足の速い《エルフ》の青年がパルナッスムの鍛冶場に駆け寄る。

「俺おれの銃、直ってるか」

「おう、持っていけカレル、当てろよ！」

　長銃マスケツトを受け取ったカレルたちエルフ隊は櫤の大木を軽々と登っていった。これが見張り櫓やぐらの変わりのようだ。

　しかし時すでに遅おそく、敵ははっきりとその姿が見えるところまで近づいていた。青い皮ひ膜まくの翼を広げ、甲かつ冑ちゆうの騎き士しを乗せた帝国の《飛竜リンドヴルム》。それは迎撃態勢が整うより早く、さっと低空に舞い降り、最初に目に付いた小舟に炎ほのおのブレスを吐はきかけた。

　船は手も足も出ずに、一いち撃げきで爆砕された。乗っていた漁師も火だるまになって投げ出され、海に落ちて火が消えても、もう動くことはなかった。

　その光景は、あきらかに、あの日の再現にほかならず。

　ステンカはただ、立ちすくむばかりだった。







第六章　運命







　燃える船、なぎ倒される人々、なにもかもが「あの日」のままだった。違うのは、櫓と教会の塔がないこと、そして自分がいるのが船の上でないこと、そのくらいだ。

　ステンカはしばし立ちすくんでいた。宝島では自分は地下にいて、しかもそのとき気絶していた。だから、飛びだしていったラスラーンがどんなものを見たのか、本当にはわかっていなかった。

　今なら解る。これは、死んでも、おかしくない。いや、生き残れたら、おかしい。

「あ、ああ……」

　言葉も出ない、こんなのと戦うなんて、無理に決まっている。

「何やってるんだ、あぶない！」

　シェーラの声にはっとする。見上げると、《飛竜リンドヴルム》がステンカめがけて急降下してくるところだった。

　ステンカ自身は、特別に狙われているという自覚がなかった。だから率直に、死んだ、と思った。

　だが、そのステンカを守るように立ちはだかった者があった。海面を割って出現したのは、前夜のあの巨きよ大だいな化け蟹であった。甲こう羅らを盾たてにして、はさみを振り上げ、飛竜リンドヴルムを威い嚇かくする。

　怪物同士ならなんとかなるか、と思ったのもつかの間。そんな程度でひるむ竜りゆう騎き士しではなかった。飛竜リンドヴルムのブレスと攻こう撃げき魔ま法ほうがまとめて、容赦なく化け蟹にたたき込まれた。

　その一撃で、蟹はあえなく倒れた。はさみと八本の足がちぎれ飛び、ラヴァルス家の怨念がこもった仮面のような甲羅は真っ赤に茹だって砕け散った。飛竜リンドヴルムはその残骸に飛びかかり、焼けた中身に食らいついたが、すぐにはき出した。

「ははん、茹で蟹にしてやればうまいかと思ったが、食いではないみたいねえ！」

　敵の嘲笑を耳にして、ステンカは怒いかりに震ふるえる自分を自覚した。

　理不尽な話かもしれない。昨日まで自分だって、蟹なんかただの食べ物だと思っていたではないか。

　でも、二度も自分を守ってくれたものだ。怪物だろうとなんだろうと、恩を感じてなにがおかしいか。

　ようやくステンカは、シェーラの心の一端を理解したような気がした。

「何な故ぜこんなことをする」

　ステンカは竜騎士をにらみつけた。相手が女騎士だということはこの距きよ離りではもう解っていたが、そんなことはもう、どうでも良かった。

　女騎士――クライネはあからさまな嘲笑で答えた。

「己の愚かさを棚に上げてよく言う。許してほしけりゃ宝をよこしな！」

　まるでこちらが悪いみたいに言われて、ステンカは余計に憤った。だが、身ひとつで竜に立ち向かっても、勝ち目はない。

「なにやってる、はやく逃げろ！」

　副長の声が響くと同時に、音もなく放たれた弩の矢弾クオレルが頭上をかすめて竜に向かった。その程度では傷もつかないとあなどったのだろう、竜騎士は避よけもせず、防ぼう御ぎよの魔ま法ほうも使わなかった。

　ところが、その矢は《飛竜リンドヴルム》の鱗うろこを貫つらぬいて深々と突き刺さり、《飛竜リンドヴルム》はうめき声を上げて空中へとあとずさった。

「おのれ、魔弾か、この泥棒め！」

　クライネがくやしがると、その隙すきをついてか、今度は横よこ殴なぐりに《海トカゲ竜》が襲いかかった。その顎は見事、《飛竜リンドヴルム》を捉えたかに見えたが、それもつかの間、トカゲの頭はクライネの魔法によって吹き飛ばされた。

　その隙にようやく、ステンカはシェーラたちのもとへと逃げ出した。弩に次の矢をつがえる副長の背にかばわれる。

「今のは？」

「ウチの切り札、魔法金属スヴァロタイトの矢だ。先生が作ったが、なにせ材料は敵から奪うばうほかないから、数がない。おまえの命、高く付いたぞ」

　憎まれ口を叩たたく副長だったが、悪気はなさそうだ。遺産のためだろうが何だろうが、守ってもらったという点では、蟹とかわらない。

「感謝しとくよ。けど、どうして奴やつ等ら、ここがわかったんだ」

　真っ先に思い付くのは、さっき飛び込んで来たニーナだ。皆の目が集中すると、さしもの怪鳥も「にゃっ？」と鳴いて、ただの少女のようなおびえた顔となった。

　その直後、大鴉がガアと鳴いて、ステンカの背後にいた小鳥に飛びかかった。その鳥には見覚えがあった。はたして、鳥は鴉の爪つめの下で一枚の符に変わった。鴉はそれを、嘴で引き裂いた。

「帝国の……キリエの式神だ。僕ぼくを付けていたのか」

　ステンカは慄然とした。キリエに魔法をかけられたときから、こうなることは運命だったのだろうか。まるで未だに操あやつられているような気分になって、冷や汗が吹き出る。

「じゃあ、こうなったのも、僕のせいか」

「そんなわけがあるか」

　一言で切り捨てたのは、シェーラだった。

「やつらがかけた魔法なんだから、やつらのせいに決まっている。やられて悔しければ、落とし前をつければいいだろ」

「僕が悔しいと思ってるって？」

　ステンカはシェーラを見つめ返し、それから、燃えていく集落を、惨殺されていく海の怪物を見た。

「悔しいどころじゃないに、決まっているだろ」

　海賊になるかどうか、それが良いことかどうかはこのさい、二の次だった。

　奴等は許せない。退けねばならない。他のことは今は、どうだっていい。

　では、どうする。何ができる。まともにやっても、皆、死んでしまう。

　力が、必要だった。ステンカは理解していた。敵を正面から打ち破ることができないなら、それを補ってあまりある別の力が必要だ。

　足りるかどうかは、わからない。それを何とかするのは、自分次第だ。

　ステンカは意を決し、声を限りに叫さけんだ。

「ノーチェ、君が必要だ、来てくれ！」

　呼ぶなり、集会所の小屋から爆ばく発はつにも似た音が響ひびいた。すわ、敵の攻こう撃げきが及んだかと心配されたが、被害はなかった。そしてステンカの目の前に、いきなり、ノーチェが舞まい降おりてきた。

「お呼びですか、ご主人様」

　ノーチェは何事もなかったかのように、スカートを広げてうやうやしく礼をした。

　ステンカはさすがに、あっけにとられた。

「君、今、飛んでこなかった？」

「はい、呼べば答える飛んでくる、がイズデリエ99の設計仕様です。厳密には短時間の弾道飛行のみで、自由飛行ではありませんが」

　例によって意味のわかりにくいことを言う。ステンカの表情を察したか、ノーチェは首をかしげて、なんとか補足説明をひねり出した。

「そうですね、力学的には大たい砲ほうの弾のようなもので、鳥のようには自由ではない、ということでしょうか。使用は緊急時に限られ、チャージ量あたりの使用回数も限られます」

　どうやらそれほど便利なものではないらしい。しかしそうなると、あのときの「夢」も実は本当に飛んでいたのではないかと、今になってステンカは疑った。

　だが、それを今確かめている場合ではなかった。

　具体的にどう役に立つのかはまだわからないが、この危機を切り抜けるにはノーチェの力か必要に違ちがいなく、しかしそのノーチェの弾道飛行は、竜騎士の注意も引いてしまったようなのだ。

　いや、いきなりあんなものを見せられたら、これぞ「宝」かと思うのも無理はない。

「ノーチェ、脱だつ出しゆつ路ろを探してくれ」

「探たん索さく範はん囲いはいかがいたしましょう」

「まずはあれの追つい撃げきをかわせるところ！」

　ステンカが迫せまる竜騎士を指す。ノーチェは一瞬だけ固まると、ただちに先頭に立って走り出した。見つめ合っている場合ではないということは理解しているらしい。

「みんな、続け」

「なんでお前が仕切るんだ」

　ステンカが命じても、聞いてもらえなくて当然だ。だがそこで、シェーラが率先してついてきた。少しでも時間をかせぐため、副長が弩を、シェーラが短銃ピストルを後に向けて放つ。さっきの痛撃に懲こりたのか、クライネの《飛竜リンドヴルム》は警けい戒かいして律りち儀ぎに避けた。さらに、横からも援護射撃が始まった。樹上から、《エルフ》達たちが敵を狙っていた。

　ステンカをいきなり丸焼きにはできないせいか、クライネの反はん撃げきは先にそちらに向けられた。ブレスの一撃が大木に向けられるが、ここぞとばかりに大木自身が動いて直ちよく撃げきを避けた。ただの木ではなく、これも《木の精霊トレント》だったらしい。

　むきになったクライネがさらなる攻撃をかけるが、大木と《エルフ》の妖精部隊は、なかなか倒れなかった。

　それを見てステンカはやっと気づいた。

「もしかして彼かれ等ら、魔法使えてる？」

「そりゃあ妖精族は何らかの魔法が使えるさ。ただ、帝国兵みたいに戦闘に特化しているわけじゃないから、分が悪い。いつまでもは抵抗できないよ」

　シェーラが言うとおり、もう一騎の竜騎士が応援に駆けつけてすぐ、とうとう大木が炎に包まれた。《エルフ》達はなんとか魔法で身を守りながら海に飛び込み、水面で待っていた《ルサルカ》に助けられている。

　彼等が時間稼ぎをしてくれたおかげで、ステンカたちは森に逃げ込むことができた。むろんこれも焼かれてしまう恐れはあるが、上からではすぐには見つからないし、なにより、いきなりかっさらわれる心配もない。

「小屋に起きっぱなしの棺かん桶おけは大だい丈じよう夫ぶかな」

　ステンカが少し気にかけるが、ノーチェは、

「イズデリエ98は耐火性能保証がついております」

　と言う。炎程度は気にしなくてよいらしい。火山島にノーチェをしまい込むには、それなりの入れ物が必要だったのだろう、多分。

「それより、助かったはいいが、これでは仲間の様子がわからんぞ」

　いかにも指揮官らしいことを副長が訴えた。

「そんなこともあろうかと思って、ノーチェを呼んだんだよ」

　ステンカはすかさずノーチェの顔を引き寄せて、見つめ合った。たちまち視界に、半はん透とう明めいの絵となって湿しつ地ち帯たいの図が浮かび上がった。

　木の精霊トレントを倒した二騎の竜騎士は、再びステンカたちの捜索を始めたようだ。これに対して、散発的な攻撃があちこちから繰り出されるが、ほとんどは手を出したとたんに位置を悟られ、返り討ちにあってしまう。

「これじゃだめだ。ばらばらに攻撃しても通用しない。副長、奴等に通じる武器はあといくつ、誰だれが持っている？」

　ステンカの問いに、副長は手元にあった矢弾クオレルを取り出した。

「のこりはこれだけ、矢弾クオレルの補充は先生を見つけねばならん。やられていないと良いが」

「ノーチェ、顔わかるね、捜して」

　ステンカが頼たのむと、しばしの時間がかかって、視界が移動した。いちばん見覚えのある《ドワーフ》が谷や地ちの穴にはまってもがいているのが見えた。そのおかげで、まだ攻撃されていないようだ。位置は、小屋を挟んで反対側の森の出口。そう遠くない。

「移動しよう。武器を手に入れるんだ」

「なんでそんなことがわかる。火山のときといい、俺は何も聞いていないぞ」

　副長の疑問も当然だった。交渉材料になると思ってステンカ自身が伏せていたのだから、すぐに信用してもらえなくとも、自じ業ごう自じ得とくだ。

　説明しようとしたとき、シェーラが訊たずねてきた。

「待て、それならコルサコフ号の様子もわかるか。まさか沈しずめられてないだろうな」

　ステンカはうなずいて、これもノーチェに捜させた。係留した場所はわかっているので、こちらは簡単だった。すでに島しま影かげにはなく、急ぎ少人数で抜ばつ錨びよう、退たい避ひにかかっていた。だが、マストに帆ほを張るとかえって目立ってしまうだろう。

「そうか、これでいいかげんあたしにもわかってきたぞ。それが宝の力で、その人形が遠くのことを見せてくれるんだな？」

　シェーラの推測に、ステンカは素す直なおにうなずいた。もう、隠し事をする意味はない。

「信じるんですか、お嬢じよう」

「お頭かしらと呼びなさいよ、あんたが始めたんだから。あたしが信じると言ってるんだからいいでしょ」

　シェーラにこう言われては、副長も黙るほかないようだった。

「無駄話をしてる時間がない。伝令を出して縮帆させないと」

　と提案するシェーラだったが、ステンカは別のことを思い付いた。

「むしろ、あっちに敵を引き付けてもらって、その隙にこちらの生き残りを集められないかな。問題は今、敵が本当にあいつらだけなのかだ」

「宝島では敵は三騎いたはずだぞ」

　副長が指し摘てきする。たしかにそれは不気味な話だった。それに竜騎士がどれだけ飛び続けられるものなのか、正確なところは誰も知らない。もしかしたら意外と近くにまた、敵の軍艦がいるかも知れないというわけだ。それなら当然、強力な魔道士や上陸部隊も乗っているだろう。

「船を囮にするかはそれが解ってからだ。うかつに出して沈められたら、あたしたちもここから出られなくなる」

　シェーラはどこか寂しげに言った。そうだ、敵に位置がばれた以上、たとえ生き残れても、ここを捨ててどこかに逃げねばならないのだ。移動の手段を失うわけにはいかない。どのくらいまで広く見ればよいのだろう。つかみどころのない話に、ステンカは戸と惑まどった。もう一度、あの高さに登る必要があるのだろうか。

「ノーチェ、ほかに敵がいないか」

　ごくあいまいだったが、ノーチェはそれに応えた。

「捜索範囲を広域に。必要であればプローブを追加配備しますが」

「出来ることは全部やってくれ！」

　ステンカが言い切ると、ノーチェはスカートをたくし上げた。その裏から、光る丸い玉のようなものがぽろりとこぼれ落ち、ふわりと浮き上がった。

「何、これ」

　シェーラが怪け訝げんそうな顔をするのも無理はあるまい。ステンカだって、これが何なのか、本当のことは知らない。

「イズデリエ97改偵察プローブです。構造的には、錬れん金きん術じゆつと魔術による《輝ける者グリツター》のコピーですが、情報転送機能を持ち最高速度は亜音速に達します」

　その説明では具体的にどのくらい速いのか誰も理解できないようだったが、とにかく、おそらくは《飛竜リンドヴルム》や《シレーン》よりもずっと速いのだろう。それなら、十分だ。

「よし、行け！」

　プローブは流星のように散った。仮に竜騎士に目撃されたとしても、追いつかれることはあるまい。それこそ、水平線の向こうまでもあっという間だった。

　新たな情報が入るまでの間に、ステンカたちはまずパルナッスムとの合流を急いだ。森の中も足あし下もとがあぶなっかしいが、浮うき島しまと違い木の根がしっかりしているので、沈む心配は少ない。竜騎士に見つかる前にと、小屋の背後を迂回しつつ先を急ぐ。

　途中、退避してきた味方と会えば、そのまま合流した。長銃マスケツトや長弓は立っていないと使えないので、少人数では各個撃破されるからだ。ざっと一分隊ほどが集まったころ、ノーチェが新たな情報を得たと言い出した。

「ステンカ様が想定したとおり、大型ガレー船一、方位一二二、距離三・八、ベクター一九〇、速力概算三、識別・黒竜旗」

「……やはり、いたか。あとどのくらいで到とう達たつする？　竜騎士は？」

　ノーチェの言い方が普ふ段だんの航海用語と合致していないのが、あいかわらずもどかしい。事情を知らない仲間たちは、なおさらだろう。しかし、ステンカは違い和わ感かんを覚え、しかもそれは的を射ていた。

「このままでは到達しません。敵てき艦かんは、東南東から南南西に向かっています。竜騎士も見当たりません」

　沖おき合あいからここへ向かうならおおまかに北西に向かうのが筋だ。あきらかに、おかしな行動をとっている。

「よく解らんが、こっちへ来ないなら、助かるんじゃないか？」

　いかにも考えの足りなさそうなことを、海かい賊ぞくのひとりが言った。本当にそれだけならいいが、そんな都合のよいことがあると信じるわけにはいかない。

「ノーチェ、敵艦の針路の先を探れ。もしかしたら、何か企んでいるのかも知れない」

「企みって、なんだ」

　シェーラの声がうわずる。今一番、敵の罠を警戒しなければならない立場だ、気持ちは分かるとステンカは思った。

　たとえば、敵のもう一騎とガレー船が、自分たちの背後に回り込める水路を見つけていたら、どうだろう。殲滅ではなく「宝」の奪取が目的なら、兵士を揚陸しやすい場所が欲ほしいはずだ。もしそんなルートがあれば、最悪、森を抜ぬけて山側に逃げることもできなくなる。

「そんな水路が、あるかな」

「浮島の位置なんてしょっちゅう変わる。空から探せば見つかるかもな」

　シェーラと副長が論じている間にも、プローブの視点は恐おそろしいほどの速度で移動していった。

「第三の竜騎士を見つけました」

　ノーチェが告げるまで、わずか十数秒。

「どこだ、見せろ」

　いちいち言葉を言い直させるのが面めん倒どうになって、ステンカは再びノーチェと見つめ合った。また、すぐに映像が飛び込んで来た。にもかかわらず、

「なんだ、こりゃ」

　ステンカは、見てもやはり理解しがたい光景に出くわして困惑した。

　三騎目の竜騎士は、海賊の本拠とはまったくあさっての海域で、巨大な何者かと戦っていたのだった。

　それは飛竜リンドヴルムとの対比からして、コルサコフ号や敵艦よりも大きく、水面下にサメのような影をくねらせつつ、時折水上に見せる背中は、まるでガラスか、ルチル水晶のような硬質な輝きを持っていた。

「こんなすごい怪物、見たことない。まさか、例の《大海竜ワイズ・ドラゴン》じゃないのか？」

　海底で眠ねむっていると言われ、数百年目もく撃げき例れいのない伝説の、第五の巨竜。たしかに、キリエが年代記を語ったときは何故かラヴァルス家の宝とセットになっていたが……仮に、そうだったとしても、何な故ぜ竜騎士が「宝」そっちのけでそんなものと戦わねばならないのかまでは、ステンカには解らなかった。




　もしキリエ・グロッサムがそのときのステンカの心情を知れば、

「儂にだって、わからんよ！」

　と答えたかもしれなかった。

　もとより、式を使って方位は掴つかんだものの、帝てい国こく艦かんはそれほど速くないうえ正確な航法ができるわけではなかった。

　なにしろ神聖帝国はずっと内陸国家だったから、軍ぐん艦かんの乗り手は育っていない。ただ、「魔ま法ほう使つかいは道に迷わない」という伝統に基もとづいて海に漕こぎ出だしているだけだ。

　伝統そのものは本当だ。精霊魔道士は土地の精霊、風の精霊に導いてもらえる。ただし、精霊は海図に書かれた数字では教えてくれないから、どうしても、おおざっぱになってしまう。

　これを補うため、竜騎士が先行して二隊に分かれ索敵飛行に飛び立った――

　ここまでは、良い。

　問題はそのさい、捜索目標がひとつに絞られていなかったことだった。いや、もとよりこの捜索艦隊の目的が、最初から二つあったのだ。

　一つ目はもちろん、ラヴァルス家の遺産。

　そして第二の目標として、内海の《大海竜ワイズ・ドラゴン》も捜索せよと命じられていた。

　一つずつ片付けるぶんには、目標がいくつあってもかまわない。優先順位さえはっきりしていれば。

　だが、二つが同時に見つかってしまうことは、想定されていなかった。

「よりによって、こんなときに」

　キリエ・グロッサムは、自分が幸運なのか不運なのか、まったく判断できなかった。だが、無視もできない。なにしろ、どれだけ聞き込みをしても、過去いっさい目撃情報がなかった相手だ。今を逃したら次にいつ見つけられるか解らない。

　まして、《大海竜ワイズ・ドラゴン》捜索は守護龍メッサーの名による絶対命令だ。帝国臣民は絶対に、逆らえない。

　やむを得ず、キリエは母船に式を飛ばした。ランセンはすぐに返事をよこした。

「ただちに捕獲に向かう。それまで逃すな」

　こうなっては、従うほかはない。キリエは海面ぎりぎりまで降下して、《大海竜ワイズ・ドラゴン》の背を追った。

　他の、でかいだけの《海トカゲ竜》やサメの見み間ま違ちがいではなかった。まるで水晶で出来たような半透明の甲羅と背びれが波を切り裂き、ざっと見回しただけでも、母船のガレー船より巨体であることがわかる。なにより、放射される魔ま力りよくの「格」が違った。

「さて、これは一人でどうにかするには、少々、骨が折れるかもしれんな」

　キリエが部下の二人も呼び寄せるかどうか迷っていたころ――




　姉妹の騎士も、増援がいつまでたっても来ないことに疑問を感じていた。

「隊長はどうして来ない？」

「この程度の敵、私たちでどうにかできると信じておられるのさ」

　アイネは強がった。たしかに殲滅してしまっていいのならそうだろう、とクライネも認めた。だが、肝かん心じんの「宝」がどこにあって、どんな形なのか、彼かの女じよたちも知らないのだ。手がかりは、上官から聞かされた「鍵かぎの少年」の風貌だけ。それも、一度は見つけたものの、どこかに隠れてしまった。

　おそらくは森か小屋だろうと、姉妹はともに推定したが、とまどっている間に敵は戦力を集中したらしく、降りようとすると集中射を食らうようになった。

　匪ひ賊ぞくとあざけった相手が魔法の矢をたまに混ぜてくるものだから、本音では百倍にして返したいところだが、それで宝を壊しては元も子もないし、竜を傷つけたら竜騎士の名誉にかかわる。敵よりランセンの叱責を恐れて、二人とも必要以上に警戒してしまった。

「こうなったら、仕方ない。呼ぼう」

「そうね」

　姉妹は長銃マスケツトの射程外まで舞い上がると、さらに上空に向けて呪じゆ文もんを放った。

　それは天空に、天使語のメッセージを投とう影えいする魔法だった。きらびやかに輝く、一般人には読めない魔法使い同士の秘密の通信は、見事、花開いた。

　だが、そのとき予想もしていなかったことが起きた。

　もっと南の空にもう一つ、やはり天使語のメッセージが輝いたのだ。

「隊長も交戦中!?　私たち、どっちに行けばいいの？」

　姉妹は顔を見合わせたが、どちらの口からも答えは出なかった。




　天空に書かれたサインには、他からも見えてしまうという弱点があった。しかし、天使語はただの「秘密の文字」ではなく、一般人には言葉だとさえ解わからない。読める人間は魔法使いしかいないから傍受もできないと、ほぼ信じられていた。

　だが、それを見上げたステンカは別の判断をした。

「船長や妖よう精せいなら、読めるよね!?」

「あ、ああ、だいたいは」

　シェーラが天使語を「認識できる」ことは確認済みだった。だが、そのことはキリエさえ知らない。そのとき奴やつは甲かん板ぱんに上げられておらず、シェーラが読み上げたところを見ていないのだ。

「妙みようなことになっているらしいぞ。お互たがいに増援を求めている」

「じゃあ、あっちのは《大海竜ワイズ・ドラゴン》と戦ってるやつかな」

「だろうな。あっ、また上がった。なんだ、今のなし、ってまたお互いに言ってやがる」

「意思の疎通が、うまくいってないみたいだなあ……」

　つぶやいてから、ステンカはその意味の重大さに気づいた。

「あいつら、作戦をしくじってるのかもしれない。つけこむ隙があるかもしれないぞ」

「どういうことだ、何かうまい手があるのか」

　シェーラが目の色を変えた。ステンカはすこし考えてから改めて訊ねた。

「《大海竜ワイズ・ドラゴン》って、《飛竜リンドヴルム》一騎で倒せる相手かな？」

「本物ならそりゃ、無理だろう。赤子ならともかく、育ったやつはな。そもそも竜としての格が、《飛竜リンドヴルム》より数段上だ。伝説通りなら第五の《守護龍》なんだから」

　ぺらぺらと答えてくれたのはパルナッスムだった。

「もしかしたらそれを恐れて、メッサーより強くなる前に倒そうとしているのか？」

「ありうる。竜騎士三騎と上級魔道士がまとめてかかれば、やれるかもしれない」

　ステンカは想像してみたが、《守護龍》の都合など人間にわかるとも思えないので、諦あきらめた。いま大事なのは、そこではない。

「ホントに《大海竜ワイズ・ドラゴン》が見えたとは信じられんが、敵があっちに行ってくれれば、俺たちは逃げられるな」

　海かい賊ぞく達たちがそんなことを言い始めたが、ステンカは賛同しなかった。シェーラとて、そんな作戦では納なつ得とくしないだろうと思ってのことだ。

　ステンカはシェーラを見つめた。そしてその表情から、確信を得た。

「たしかに戦ってもらえたら心強い。けど、どうせならこの竜、仲間にできないかな。こいつにとっても、敵は同じみたいだからさ」

　ステンカの提案に、海賊達はどよめいた。

「お前、捕ほ虜りよのくせに何勝手なこと言ってるんだよ」

「そもそも《大海竜ワイズ・ドラゴン》なんて俺たちには見えてないぞ、いいかげんな」

　当然と言えば当然の反発の中、シェーラのみが、笑え顔がおを浮うかべていた。

「……言うようになったねえ」

　どうやら、確信は間違っていなかったようだ。

「こいつの言っていることは本当だ。火山から無事帰れたのも、その力のおかげだ。あたしは信じるし、妖精が仲間になれて竜がだめってことはないだろ、どうだ？」

　シェーラがそう言ってしまうと、海賊達はたちまち、しんとなった。さすがに誰も逆らう気にはならないらしい。すごい統率力だなと、ステンカは改めて感心した。

　いや、たぶん、自分も彼女だからこそ……

「でもよ、どうやって味方にするんだい」

「そうだ、俺たちは竜騎士じゃない。竜の馴らし方なんか知らんぞ」

　逆らわないなりに、素そ朴ぼくな疑問が続出する。それはまったくそのとおりだ。しゃべれる《シレーン》や《ルサルカ》はともかく、そうではない怪物、ましてや竜族と意思の疎通ができたら、神聖帝国ならそれだけで中級魔道士になれる。滅多にできることではないからこそ、竜騎士は全世界から脅きよう威いと見なされうるのだ。

「話せばわかると思うけどな」

　さも当然のようにシェーラが言ったので、ステンカは改めてその顔を驚おどろきと共に見つめた。そういえばどうやって彼女が怪物を仲間にできたのか、考えるのをやめていた。

「……怪物とも通じ合えるのなら、あんなふうにやられなくてすむのに」

　ステンカの言うとおり、洋上ではまだ怪物たちが散発的に竜騎士に襲おそいかかっては、各個撃破されていた。これでは犠ぎ牲せいが増えるだけだ。

「なら、まずここから海に出ないと。でもあいつら、素直に言うとおりにするかな」

　昨夜はそれなりに仲がよさそうなことを言っていたシェーラだが、いざ厳密なこととなると自信がないようだ。

「いや、こっちはできれば、他の誰かに。《ルサルカ》は普ふ通つうに言葉が通じるよね。海の怪物を誘ゆう導どうしてもらえないかな？」

　ステンカには別のもくろみがあった。パルナッスムが答えた。

「カレル達《エルフ》連中なら多少、魔法使いに近いし、あいつらモテるからな」

　そういえばさっきも、転落するのを《ルサルカ》が助けていた。

「じゃあ、そっちはそれで。うまくいくようなら敵の目をそらしてもらって、その間にみんなはコルサコフ号に乗り込み戦闘準備。航法は……ノーチェ、さっきの、プローブ？　あれを水先案内に使うことはできるの？」

「航路標識として追跡するだけであれば可能です。航路指示は遠隔操作できます」

　ステンカのイメージは、人ひと魂だまに誘われて海かい賊ぞく船せんが舵かじを切るというものだが、そのとおりのことができるらしい。これなら、乗り込まなくても遠くから指示が出せる。

「いいぞ、一個回して。あ、でもその間僕が……」

「勝手に話を進めるな。お前と宝にいろいろ出来ることはわかったが、何故そんな手間をかける。俺おれたちはお頭さえ居てくれればなんだってやるんだぞ」

　副長がもっともな質問をする。ステンカは、シェーラの肩かたを抱き寄せた。

「船長には、僕と一いつ緒しよに来てもらうつもりだ」

「な、なな、なんて？」

　シェーラは目を丸くし、うっすらと頬ほおを染めた。海賊達も、何を言い出すんだこいつは、と表情で語っていた。しかしステンカは、おかしなことを言ったつもりはなかった。

「《大海竜ワイズ・ドラゴン》は大物だし、見知らぬ怪物だけど、船長なら話せるんじゃないかな。もしダメでも竜騎士と戦ってみせるとか目の前で土下座するとか。ともかくこれは、リーダーが行くのが礼儀ってもんだろう？」

「そういうことかよ、ちっ、まぎらわしいことしやがって。で、どうやってあそこまで行くんだ。小こ舟ぶねじゃ遅おそすぎるし、泳いでいくわけにもいかない」

　シェーラが何に怒っているのかは解らなくても、移動手段についてはステンカにはあてがあった。

「ニーナは一人か二人なら運べる？」

「えーと、一人」

「よし、次はノーチェだ。さっきの弾道飛行、あと何回使える？」

「プローブ数を増やしたため魔力消費量も増大しました。索敵行動と管制を並行作業とする場合、あと二回で残量警告が出る計算です。ペイロードは標準体重男性一名まで」

「つまりこれで、二人までなんとかなった。それで、さっきの魔法の武器だけど」

　パルナッスムに訊ねると、腰こしに下げていた包みを開いた。

「これで全部だ。鏃やじりが三本、銃じゆう弾だんが五発。時間があれば、もっと作れたんだが。金属自体に魔力が含ふくまれているが、本当は魔力を持った者が使うとより強化されるのだ」

「となると、やっぱり妖精に使ってもらうか……まてよ？」

　ステンカはあることに気がついた。魔力さえあればいいのなら、他にも供給源はあるではないか、と。

「ノーチェ、僕が考えているようなことは、可能かな」

　ステンカが耳打ちすると、ノーチェはまた首をかしげてから、うなずいた。

「ひとつは、そのまま実行可能です。もうひとつは、焼き付け作業が必要になります。二度と普通の人には戻れなくなりますが、本当に必要ですか？」

「どう、戻れなくなるって？」

「容よう貌ぼうに不可逆の変化をもたらし、ラヴァルス家の錬れん金きん術じゆつ師しであることが見える形で刻印され、一時的な苦痛と日常生活上の不都合が報告されています。それによって得られる機能は、私を通じてのものですから変わりはありません」

「変わるじゃないか、距離が……」

「ずっと一緒にいると言ったではないですか」

　ノーチェの答えに、ステンカはあっけにとられた。それはステンカの身を案じてのものなのか、それとも、離はなれたくないと言っているのだろうか、人形、が？

　ときどき感じていた違和感が思い出された。無表情なまま、機械的なことを言っているくせに、たまに感情があるかのように見えてしまうのは、あれは錯覚ではなかったのではないか。

　ノーチェは魔法の人形だ。魔法で心が作れないと、誰が決めた？

　本当のところは、解らない。だがステンカはノーチェの顔にそっと手を添そえて微笑んで見せた。
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「君とこれからも一緒にいるために必要なんだ。大丈夫、逆に言えば、どんなに離れていても繋つながっていられるってことじゃないか」

「……わかりました、実行します。痛くても後悔しないでくださいね」

　ノーチェも一いつ瞬しゆん、微笑んだように見えたのはこれも錯覚だったろうか。ノーチェの手がステンカの顔に伸ばされた直後、ステンカの右目に、まさに焼かれるような激痛が走り、視界が真っ赤に染まった。

　シェーラ達の叫びが、どこか遠く聞こえた。




　わずか一瞬の後、ステンカの目は左右で違う世界を見ていた。

「おい、大丈夫なのか。お前、片目、真っ赤だぞ」

　シェーラの顔が心配そうに見えるのはそれとは関係ない、普通の世界のほうだ。慣れるのに時間が欲しいところだが、そんなヒマはない。

「問題ないよ。じゃあ、作戦開始と行こうか」

　ステンカはノーチェに支えられながら、見えるはずのなかった海の彼方かなたを向いた。ニーナの鴎のような翼つばさに抱かかえられたシェーラがまず助走をつけ、ふわりと空中に舞い上がった。竜りゆう騎き士しがあたりに火を付けてくれたおかげで、二人は無事に上昇気流に乗れたようだ。見届けると、ステンカもいよいよ、ノーチェに出発のサインを出した。

　直後、夢だとばかり思っていた衝しよう撃げきが、ステンカの全身を襲った。







　海中からの怪物の攻撃が、ぱたりとやんだ。アイネとクライネは空中で背中合わせに停止しながら、警戒をとくことはなかった。

「いいかげん、全ぜん滅めつしちゃったか？」

「それじゃ、つまんない」

　言ったそばから、《海トカゲ竜》の攻撃が再開された。しかも、さっきまでと違って、一いつ斉せいに三頭が海面から躍おどり上がった。

　二人の竜騎士は一斉にそちらに向けてブレスを吐はかせた。だが、トカゲのジャンプは、一匹として《飛竜リンドヴルム》に届かなかった。粉砕されたのではなく、はじめから高さと勢いが足りていなかった。おかげでブレスはむなしく空を切り、三頭のトカゲはほんのすこし背中に火傷を負っただけで、海に飛び込むことができた。

　空振りをつかまされた二騎に向けて、こんどは左右から同時に槍のような大魚が跳び上がった。とっさに魔ま法ほうの盾たてではじく。と、最後に真下から、化け蟹のはさみが突き出された。とうとう姉妹は、これを避よける以外になくなった。しかし反撃の前に、この蟹も水中に隠かくれてしまった。

　同じような攻撃が三度繰り返され、そのすべてが双方とも空振りに終わったが、気がつくと姉妹は引き離され、村から遠ざけられていた。

「おかしい、化け物ども、いきなり頭が良くなったみたいに見える」

「そんなばかなことが、所しよ詮せん化け物よ。魔力がもったいないけど、探知魔法と魔槍を使って、水中にいるうちに串くし刺ざしにしてやる」

　キリエが島で言ったとおり、竜騎士も魔道士の一種である以上、魔力が見える。さらに探知魔法を重ねれば、精霊系の怪物なら水中にいてもとらえられる道理だ。そのために二騎はともに低空に舞い降りた。

　探知魔法は見事、効力を発揮した。海面下に無数の化け物が群れているのが見える。

「まだこんなにいやがったのか、キモっ！」

　大湿地帯が魔物の巣という噂うわさが真実であったことを実感して、姉妹は恐れこそしなかったが、気味悪さを感じた。それは喩えれば、石の下に毒虫の群れを見つけてしまったときに似ていた。ただし投げ出すのではなく、それをすべて踏ふみつぶしたくなる。

　より冷静に観察していれば、いくつかの群れが、まとまって動いているのが見えただろう。その先頭に立っているのが何者なのかわかったなら、魔道士なら別の手段を講じることもできたはずだ。

　怪かい物ぶつ達たちに入れ知恵をしているのは、直接的には《ルサルカ》であった。彼かの女じよ等ら自身は、トカゲ達の言葉は話せない。しかし、「誘いざなう」能力は持っている。伝承ではそうして陸の人間を溺れさせ、船を難破させるが、コルサコフ号は湿地帯の航行に利用し、そして今は同じ方法で怪物を誘導していたのだ。

《ルサルカ》には普通の攻撃は通じない。別の魔法を使えばこれが「死霊」であることがわかったはずだが、「殺す」ことしか考えていない姉妹にはできなかった。

　では《ルサルカ》にさらに入れ知恵したものは誰か。それが姿を見せたとき、竜騎士姉妹は新たな識別魔法を使っている場合ではなくなった。

「しまった、化け物にかまいすぎた。海賊どもが逃げる！」

　クライネが気づいた。もう集落はずっと後ろになってしまっていて、それよりさらに先の小島の影かげから、コルサコフ号が帆をいっぱいに張った姿を現したのだ。

　水中の怪物を見つけるためにかけた魔法の目が、その船内に極めて強力な魔力の源があることを告げていた。まぶしいくらいで、姉妹は慌あわてて魔法を切らねばならなかった。

「間ま違ちがいないわ、宝が積まれている」

「ちっ、追うしかないね」

　二騎の飛竜リンドヴルムはばらばらのまま、慌てて低空を逆もどりし始めた。肝心の獲え物ものを逃したら、最悪、メッサー様のブレスを浴びるはめになるだろう。

「帆を燃やせ、そうすれば捕まえられる！」

　うっかり皆みな殺ごろしにすると宝ごと失いかねない村の襲しゆう撃げきより、よほど話は簡単に思えた。それに、この方向なら、帝国の艦かんもいるはずだ。

　海賊どもはそんなことにも気づかず、のこのこと出てきたに違いない。そう信じた姉妹は、敵の頭が突とつ然ぜん良くなったことなど忘れて、一直線にコルサコフ号に襲いかかった。

　突とつ如じよ、突撃する二騎の前に怪物じみた巨体が躍り上がった。探知魔法を切っていたのに加え、それが本当の怪物ではなく、ただの大きなイルカ二頭であったことが、姉妹の意表をついた。たかが動物までが、怪物と歩調をあわせるとは考えられなかった。

　姉妹はかまわず突進し、魔法の槍で道を切り開こうとした。イルカは空中で曲芸のように身をかわし、かろうじて串刺しをさけたが、もちろん、竜騎士に一太刀たりともあびせられなかった。

　それで十分だったのだ。イルカの目め隠かくしがはずれた直後、姉妹の前に現れたのは、すっかり開け放たれた海賊船の砲ほう門もんだったのだから。

　それが一斉にひらめいた。鋼鉄の塊かたまりが竜よりも速く飛んでくる。ただの鉄といえども、大たい砲ほうとなると直撃を受け止めるのは辛い。そう判断した二騎はそろって、その弾道の上に躍り上がった。低空を飛んでいた以上ほかに選択肢はなかった。

　そこから見下ろしたとき目に入ったのは、すっかり射撃準備を整えて甲板上に待ち構える、銃兵、弓兵の一団だった。

「放てーっ！」

　副長の声が響ひびき、マスケットと弩が一斉に、空中に槍衾を敷しいた。それぞれ弾速が違ちがう上に、どちらにも魔法金属の矢玉がまぎれている気配があった。どちらをどう躱せば安心なのか、とっさに、わからない。

　アイネはかまわず、まっすぐ突っ込むのを選び、クライネは空中で急ブレーキをかけた。結果からすれば、アイネが正解だった。銃弾を頭上にやり過ごしたクライネは、もっと遅い弩の矢弾クオレルを浴びた。その中に、二本の魔弾が混じっていて、《飛竜リンドヴルム》の翼を貫通し、穴を開けた。

「そんな、さっきより威力が大きいっ!?」

　クライネは困惑しながら、竜とともに海面に落ちた。そこに、狙ねらい澄すましたように《海トカゲ竜》がくらいつく。

　アイネは銃弾の中に混じっていた一発を鱗うろこに受けたが、《飛竜リンドヴルム》にむち打ってそのまま突っ切り、目の前に現れたコルサコフ号のメインマストに向かってブレスを吐きかけた。マストから水夫があわてて飛び降り、帆はたちまちにして炎えん上じようした。

　勝った、と思ってから、アイネはようやく妹が撃墜されたという屈辱的な事実を知った。最初に抱いた疑問は同じく

「そんな、やつらの武器なんかにやられるなんて！」

　であった。




　ステンカがコルサコフ号に「宝」を積ませたのはこのためであった。もちろん、ノーチェをつれているのではない。積み込まれたのはあの棺桶、イズデリエ98であった。もともとノーチェに魔力を充填するための遺産なのだから、中に魔法の武器を入れておけばエンチャントされるのではないか、とステンカは考えたのだった。

　イズデリエ98は、見事に「魔法の弾薬庫」の役目を果たした。ただ撃うっただけでは、全弾が命中しても、竜騎士の「撃墜」は困難だっただろう。いや、策略がなかったら、まず当てることも難しかった。

　もちろん、コルサコフ号の船上では歓かん声せいが上がったが、すぐに主帆を焼かれてしまったため、それどころではなくなった。

　それにせっかくの戦果と思われた敵騎士も、海面でもがきながら海の怪物に切りつけ、かけつけたもう一騎に竜ごと引きずり上げられて危機を脱していた。

「くそう、トドメとまではいかなかったか」

　副長がくやしがる。

「けど、《飛竜リンドヴルム》が血まみれになってるのなんか初めて見ました」

　望遠鏡も使わずに、エルフのカレルが感かん嘆たんした。

「手負いの獣けものは怖こわいぞ、向こうもこれっきり油断はしないだろう。しかし、あの小僧の作戦がここまで当たるとはな……ええい何やってる、消せないならメインマストを切り倒せ、後の三角帆だけ残ればいい、延焼させるな！」

　副長が海賊たちをどやしつける。斧おのが持ち出され、支索や帆ほば柱しらに次々と刃やいばが立てられた。やがて、髑髏されこうべの海賊旗を掲げていたメインマストは炎ほのおを引きずりながら右う舷げんの海面に倒たおれた。コルサコフ号は焼しよう失しつだけは免まぬがれたが、行き足はあきらかに鈍った。

「やれやれ、あとは、お嬢がうまくやってくれるかどうかだが、この調子ではあっちの作戦も、当たりそうだな」

　副長はつぶやいてから、周りの海賊達の視線に気づいた。

「あ、いや、お頭な、あくまでも、お頭、が、凄いのだ。わかったか野や郎ろうども！」

　慌てて取とり繕つくろう副長に、海かい賊ぞく達たちはにやにやと笑えみを向けるだけであった。副長はこほんと咳せき払ばらいしてから、「こちら」を振ふり向むいて叫さけんだ。

「で、次はどっちに向かえばいいんだ、小僧？」







「彼女」が感じたのは、かすかな熱さと痛みだった。

　そして、あきらかな敵意に満ちた霊。

「彼女」の「目」はいまだ水中にあったが、「上」を感じ取ることはできた。

　空に舞うのは、自分と似ているようでまったく違う存在。それが時折、熱いものや鋭いものを背中にぶつけてくるのだった。

　ただちに危険を感じるほどではないが、それでも「彼女」に痛みを与あたえる存在がいたこと自体、驚くに値した。なによりそれは、不ふ愉ゆ快かいだった。

　浮き上がるなり、いきなりそんな目に遭うべき理由がわからなかった。こんなものを「運命」と思ってしまったのだろうか。

　ならばいっそ、そんなものには目を背けて、再び深みへと潜ってしまおうか。

　はて、そもそもはどうして、そんなところに潜んでいたのだったか??

　それすらも忘却の彼方になろうとしていたが、新たな痛みが加わるたび、ゆっくりとひとかけらずつ、浮かび上がってくる。

　そうだ、私は、この不愉快なものを知っている!?

　そのとき、空に向けていた感覚に、不意に割り込んでくるものがあった。

　降ってわいたように、さらなる天の高みから、天界から舞い降りる光のごとくに。

　それにも激しい敵意を感じた。しかし、向けられているのは、「彼女」に対してではなかった。むしろ気になったのは、それがまとっている、別のなにか。

　やはり、かつて会ったことがあるような。なにより、不愉快ではないなにか。

　ああそうか、と「彼女」は思った。

　運命だと感じたのは、これのことだったのかもしれない、と。







　やっぱりあれは夢じゃなかったのではないか。空中にあって、ステンカはあらためてそう思った。肌はだを切きり裂さくような風圧に、声も出ない。

　速度差があるだろうとふんで、シェーラ達より後に飛び立ったステンカとノーチェだったが、思った以上の速度で、すでに眼下に竜の背中が迫せまっていた。

　なんとも、不思議な姿だった。《大海竜ワイズ・ドラゴン》というと《海トカゲ竜》を巨きよ大だいにしたようなものを想像してしまうが、実際はトカゲにも《飛竜リンドヴルム》にも似ていない。あえて言うなら全身を鎧よろいで覆おおったカジキ、あるいはノコギリザメ……否いや、やはり他の何にも似ていない。

　同時に、《大海竜ワイズ・ドラゴン》にまとわりついている竜騎士が針路上に飛びだしてきたのもわかったが、ノーチェが言ったとおり飛行中の自由はない。出来ることといったら、ぶつかる前にラッパ銃をぶちかますくらいしかない。今ここで使うのは予定外だったが、ステンカはためらわずに発射した。

　魔法金属のカスを詰め込んだだけのクズ散さん弾だんが敵に降り注ぐ。こんなものでも、竜騎士を面食らわせ、攻こう撃げきを中断させることくらいはできたようだ。

　落下していくステンカは、すぐそばを竜騎士がすり抜けていくときに、目を合わせた。間違いなく、見覚えのある顔、キリエだった。

「あいつが竜騎士だったとは」

　ラスラーンの前で正体を現したとき、ステンカは居合わせなかった。しかし、これが自分の運命線の上で、もっとも呪うべき相手だということは、瞬しゆん時じに理解した。

　キリエが舞い戻ってくる前にノーチェが減速してなんとか《大海竜ワイズ・ドラゴン》の背に軟着陸する。すぐ後にシェーラも降り立ち、そしてすっかりへばったニーナが突っ伏した。ノーチェだけが、何事もなかったようにまっすぐ立っている。

「どうやら全員、無事みたいだな」

　ステンカが確認すると、シェーラはすばやく短銃ピストルをかまえ、寄り添った。

「あたしらは大だい丈じよう夫ぶだ。それよりお前こそ、その目、本当に平気なのか」

　シェーラが指さしているのが自分の右目だということは、ステンカにも解っている。自分の視界も赤くなっているが、外から見ても瞳が赤くなっているというのだ。

「まだちょっと慣れないけど、こうでもしないと、この後の行動が辛いんだ」

　ステンカが答える横で、ノーチェは何事もなかったかのように担いでいた長銃マスケツトを下ろしたが、構えるわけではなかった。ステンカは逆にラッパ銃の再さい装そう填てんを諦め、投げ捨てて腰のベルトからいつものように斧を抜いた。

「嘆かわしいことです。ラヴァルス家にはふさわしい剣けんがあったはずなのですが」

「そういうものを持たせたかったら、出してくれないか、今」

　ノーチェの戯ざれ言ごとに答えながら、ステンカはキリエの出方をうかがっていた。

　キリエは遠巻きに何度も旋回しながら、様子を見ているようだ。いきなり飛びかかってくるほど短慮ではないらしい。おそらく集落を襲った二人より上位の者だろうとステンカは見抜いていた。

　ならば気づくかもしれない。《大海竜ワイズ・ドラゴン》と「宝」がここにまとめて揃ったことに。短慮ではないにしろ、見み逃のがしてくれることもないだろう。

　邪じや魔まが入る前に、ステンカはまずドラゴンの背を撫でてみた。見た目は煙水晶か針入り水晶のようだったが、触さわった感じでは蟹の甲こう羅らと半々くらいの感触に思えた。ずっと奥おくまで透けているわけではないようだ。

「竜よ、もしも言葉が分かるなら、聞いてくれ。僕ぼくらは敵じゃない」

　ステンカとシェーラは早速、問いかけを始めた。だが返事より敵が先だった。

「お気を付けください。竜りゆう騎き士し一騎、接近します」

　振り向きもせずにノーチェが言い、二人は揃ってしゃがんだ。そのすぐ上を《飛竜リンドヴルム》の爪つめがかすめた。

　その瞬しゆん間かんが、ステンカには「見えて」いた。とっさに起き上がって、《飛竜リンドヴルム》の爪に斧を叩たたきつける。遅おくれて、シェーラの短銃ピストルが火を噴ふいた。

　この程度で竜騎士を倒せるわけはなかったが、これで、「背中にも目が付いている」ことに気づかれただろう。不意打ちで掠えないとなれば、次は強攻策で来るかもしれない……そこで急降下してきたキリエに対し、ステンカは堂々とハッタリをかました。

「《大海竜ワイズ・ドラゴン》ごと焼き尽くす気か。ここにラヴァルスの宝があると知ってのことか！」

　すると、キリエは《飛竜リンドヴルム》の口元に炎があふれたぎりぎりのところで、慌てて攻撃をやめた。射線を外すために蛇行する、その隙すきにステンカは再び《大海竜ワイズ・ドラゴン》の背中に呼びかけつつ、考える。

　掠うことも殺すこともできなければ、どうするか。二度にわたって攻撃に失敗したキリエの、三度目の行動までは、ステンカにも読み切れていなかった。

　なんと、自らも広大なドラゴンの背に着陸したのだ。

「どうする、もう切り札を使っちゃうのか？」

　シェーラが耳打ちするが、ステンカは、

「まだだ。少なくともいきなり火だるまにするつもりはなくなったようだし、こいつ一人やっつけてすむかどうか解らない」

　キリエが今回の総大将なら、倒すのがいちばんだ。だが、母船にも、ラスラーンを吹ふき飛とばした魔道士が乗っている。あちらが指揮官かもしれない。確率は五分五分とステンカは見ていた。

　キリエはぎろりとステンカを睨みつけ、そして異変に気づいたようだ。

「しばらく見ないうちに変わったな。その目はどうした」

　ステンカは気迫に負けまいと、精一杯の虚きよ勢せいをはる。

「正当後こう継けい者しやの証あかし、とでも思ってもらおうか。僕を殺したら、宝は失われる」

「ならばこの竜騎士キリエ・グロッサムが守護龍メッサーならびに達人ランセン閣下に代わって警告しよう。鍵の少年よ、ラヴァルスの遺産とともに降こう伏ふくせよ」

　剣の切っ先が向けられた。紳士的に話し合おうという態度ではない。それとも、向こうの基準ではこれで紳士的なつもりなのだろうか。ステンカにとっては十分に不愉快だったし、シェーラも同じだろう。

「いちおう聞いておくけど、言うとおりにしたらみんな助けてくれるのか？」

「愚問。魔道の真理に道は二つ。洗礼を受け入れるか、死か。世界の理は我らが元にしかない。従わぬほうがおかしいのだ！」

「じゃあ、妖よう精せい達たちや、この《大海竜ワイズ・ドラゴン》はどうなる？」

「すべての魔、精せい霊れいはメッサーのもとに。眷けん属ぞくたらざるなれば糧かてとなるのみ。従わぬとあらば、我は《大海竜ワイズ・ドラゴン》といえども下さねばならぬ」

　そう言い放って剣を甲羅に突き立てた、次の瞬間。それまで誰だれもいなかったはずの両者の間に、突如、人の姿が割り込んだ。

「いたいじゃないですかー。さっきからひどいことしてるの、あなたですねー？　私、よその竜にやられるつもりとか、ないんだからー！」

　いきなり現れてキリエを指さしたその姿と言葉、どちらに驚いたというべきなのか。現れたというだけでも十分、魔法じみたことなのに。

　よりによって、その姿は、銀髪の少女のものだった。

　しかも、全裸で、やたらと豊満な、目のやり場に困るもの。それでいて、どこかで見たような既視感があった。とくにその、たなびく銀色の髪に。

　その正体を探る前に、ステンカの目が誰かの手で覆われた。シェーラらしかった。

「何すんだよ」

「いや、なんか、見せちゃいけないような気がしたから」
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　シェーラなら見られたら刀で斬りかかるような姿なのに、その少女は平然としていた。シェーラの手をふりはらってよく見ると、少女の姿は微び妙みように透けていて、実際にそこにいるとは思えなかった。どちらかといえばルサルカ達のようでもあるが、あの陰気さはない。あえてもっと近い、見覚えのあるものは……

　ステンカは、あっ、と気づいて足あし下もとを見下ろした。少女の、とくに髪の透明感は、足場の甲羅にそっくりだった。

　少女はステンカのほうには、にっこりと笑って

「お気づきになりましたー？　そうです、私は皆さんが《大海竜ワイズ・ドラゴン》と呼ぶもの、ガングート。この姿は、皆さんに合わせるために作った幻まぼろし、アバターなのですー」

　屈くつ託たくのないその態度と体型は、この巨体といかつい名前に釣り合っていないような気がした。いや、ある意味、巨大さは表現されているのかもしれないが。主に胸と腰で。

「何か大事なものをなくしような、懐なつかしいような気がして、久しぶりに浮き上がってみたんですが、いきなり空からつつかれて、ちょっと嫌いやな気持ちになってたんですよ。でも、もしかしたら、こうなる運命だったのかも知れませんね」

　ガングートのアバターは、ステンカの目をじいっと見つめた。ステンカ自身が、ついさっき、ここに来るため、彼かの女じよに会うために焼き付けた「赤い瞳」をも。

「皆さんは私を守ろうとしてくれましたし、運命の人かどうか、気になりますぅ」

　それから少女の幻影はくるりと回れ右して、キリエには、

「でもぉ、あなたは私をいじめたので、絶対に従ってあげませーん！」

　人差し指を突きつけて、そう言い切った。キリエは眉まゆをつり上げた。

「これでも親切で言ったつもりなのだがな。我らが指揮官ランセン閣下は、貴公をも殲滅できる大魔道士なのだぞ」

「そー簡単に、いくものですかー！」

　アバターの少女が吐き捨てると、とたんに足下に波が押し寄せてきた。ガングートの本体が、水に潜り始めたのだ。

　キリエは《飛竜リンドヴルム》に飛び乗ると、さっと空に逃のがれた。

「そんな程度で我らをどうすることもできん。むしろ、そやつらこそ溺おぼれ死ぬぞ？」

　キリエの嘲笑はステンカたちに投げかけられたものだった。なるほど、溺れ死ぬよりは捕つかまるほうがましに見えるだろう、普通は。実際、へばっていたニーナはかなりわたわたとしていた。だが、敵を頼たよる必要はなかった。

「大丈夫ですよー。ほらぁ」

　アバターが言うとおり、波はステンカたちには襲いかからなかった。避けるように流れていき、完全に水すい没ぼつしてもなお、周りには空気の壁かべが張られて溺れることはない。

「ちょっとした魔法です。こう見えてもドラゴンですから」

「いや、それは最初から知ってて来た、んだけどね」

　ステンカたちはあっけにとられてしまい、当初の気負いがどこかに吹っ飛んでしまいそうだった。だが、ガングートの言葉にすぐ、我に返った。

「どうやら会うべき人には会えたみたいだしぃ、このまま、逃にげちゃいましょうか」

「いや、それは困る。まだ上では仲間が戦ってるんだ」

　ステンカは慌ててアバターに呼びかけ、手を取ろうとしたが、すっとすり抜けて、甲羅を叩いてしまった。幻は所詮、幻らしかった。

「あ、ごめんなさい、触られるとは思ってなかったから、薄めになってました」

「そこはこのさい、どうでもいいから。ノーチェ、戦せん況きようを転送して」

「水中なので、通信能力が低下します」

　と言いながら、ノーチェは最新の鳥瞰映像を転送してくれた。ステンカの作戦はうまくいったが、コルサコフ号の主帆が失われていたのは、かなりの痛手だった。そんな自由のきかない状態でも、指示どおり敵母船との砲ほう戦せん距きよ離りに踏み込もうとしている。あちらの女騎士たちには一矢報いたが、撃滅には至っていない。キリエは頭上を飛び越えて、一足先に母艦に向かっていた。

　こちらがしくじったら、コルサコフ号が挟み撃ちにあってしまう。ステンカは甲羅に手をついたまま、あらためてアバターの少女を見つめて、懇願した。

「今、僕の仲間が上でやつらと戦っている。人間だけじゃない。妖よう精せいも霊も海トカゲもみんなだ。さっきの竜騎士の言葉を聞いただろ。帝国軍をこのままにしておいたら、みんな、ああいうふうに滅ぼされてしまうんだ」

「なるほどぉ、そこにいる海かい賊ぞくに妖鳥に人形、みぃんな、仲間だと言うんですねー？」

「そうだ。だから出来れば、君にも仲間になって、一緒に……」

「ところで素朴な疑問ですけどぉ、あなたは仲間って言わないと守れませんかぁ？」

　ガングートの言葉は、いつしか「仲間」という言葉を平然と使っていたステンカの心に突き刺さった。と同時に、シェーラの誘いを聞いたとき感じていた違い和わ感かんの、本当の正体に気づいた。

　仲間だから守る、というのは、裏返せば、仲間でなければ守らないとも聞こえるわけで、それでは眷属でなければ滅ぼすという帝国と理り屈くつは同じではないのか、と。

　いや、違う、とステンカは頭を振った。逆が真とは限らない。

「仲間でなくたって関係ない。本当は僕自身に、あいつらを許せない理由がある。だから仲間になってくれなくても、僕は奴やつ等らと戦って君を逃がそう。けど、あえて頼たのむよ。僕は、一緒にあいつらと戦って欲ほしいと思ってるんだ！」

　そういうことでいいだろ、と、シェーラを振り返った。シェーラは、笑っていいのかどうか迷っているような微妙な顔をしていたが、否定はしなかった。

　ガングートのアバターはステンカの目線に合わせるように自分の甲羅にぺたんと座り込むと、うーん、と唸うなった。

「えーと、私、そんなつもりで言ったんじゃなくて。おっきいドラゴンって基本、ぼっちなものですから、仲間ってそもそもよく解わからないのですー。メッサーさんとやらも、実はどんな竜かよく知らないですし。

　でもまあ、私の運命の人はどうやらあなたみたいだし、私もあいつら気に入らないから、別にいいかな。それで、どうすればいいの？」

「……ありがとう」

　ステンカは手を差し出したが、触れないことに気づいて苦笑いした。ガングートのアバター少女はにこりと笑うと、すっと透明度が下がって濃こくなり、向こうから手を握にぎってきた。どうやら密度は変えられるらしいが、ノーチェと同じく、体温はなかった。それでもステンカは何な故ぜか、すこし、暖かいと思った。

「おほん」

　シェーラの咳払いで、ステンカは我に返った。感動している場合ではない、戦闘中だと言ったのは自分ではないか。

「さて、そうなると、悪いけど君の体を武器として使わせてほしい。角と甲羅の固さは、どのくらい？　ぶっちゃけ、この先にいるガレー船に突っ込んで大丈夫？」

「船はどうだったかなあ？　でも魔ま法ほう掛けられるし、氷を割ることはできますよ？」

「北湖の真冬の氷ぶち抜けるなら、木造船なんざ一発だ。魔法使えれば、奴等が防御魔法を張っても相殺できるかもしれないしな」

　ガングートの力を、シェーラがわかりやすくしてくれたおかげで、作戦の大筋は変えなくてすみそうだと判断できた。

「残る問題は二つ。まっすぐ突っ込んでも、敵の魔法使いの攻撃魔法が飛んできて、多分当たったらかなり危ない。なにより急がないと味方の船がやられちゃう」

「えー、それなら、とっておきが無いこともないんですけど」

　全裸の姿を投とう影えいしても平気なくせに、何故かいまさらアバター少女はもじもじと身をくねらせた。

「それやると、滅多に見せない体が上にいる人にもぜーんぶ見られちゃうから、ちょっと、恥ずかしいんですよねー」

「今のあんたのほうが恥ずかしいわーっ！」

　とうとうシェーラがまともに突っ込んだ。アバターはびくっとおびえたように見えて、ステンカは急ぎ、なだめにかからねばならなかった。

「だ、大丈夫、敵はやっつけちゃうんだし、仲間はほら、見られてもいい相手だから」

「ほほー、そんな定義は初耳だ。なら私も恥ずかしがらずに見せるべきだったのかな、夕べは」

「ややこしくなるからシェーラは黙だまってて！」

「うーん、でも、おにーさんのためだから仕方ない。やります。しっかりつかまっててくださいね！」

「あ、遅くなったけど一応僕にはステンカって名前が……うわっ」

　いきなりガングートは速度を上げながら再び浮上し始め、あやうくステンカは転がりそうになった。ちょうどすぐ後ろに甲羅と同じ固い背びれがあったので、空気室ごとそこにつかまって耐える。

　あっという間に海面を割り、なおも上がっていく。あきらかに、初めは水面下だったところまで露出してきている。やがてずっと前のほうにある胸むな鰭びれが空中に現れ、これが羽ばたき始めた。槍のような角が水面を切り裂き、そしてどこからか吹き出した水が左右に派手なしぶきを立てる。

　そしてとうとう、ステンカたちよりも後ろ、四足動物なら後ろ足にあたるところに、より巨大で硬質な腹びれが現れた。

　むしろそれは、翼といったほうが良かったかもしれない。いまやガングートはその巨体をほぼ完全に水面上に持ち上げ、胸鰭の羽ばたきと鰓らしきものから吹き出す水圧と下半分だけ水中に残した尾鰭の力を合わせて、さらに、ぐんと加速していた。

「《大海竜ワイズ・ドラゴン》って、飛べたんだ？」

　ステンカがあっけにとられているうちにも、ガングートは海面すれすれの高度のまま、さらに、さらに速くなる。

「泳ぐだけだったら潜っているほうが楽して速くできるんですが、本当に急ぐときはこれが一番なんですよー。《飛竜リンドヴルム》みたいに高くは飛べないのと、下からおなか見られちゃうのが欠点ですけど」

　アバターはまだ恥じらっているが、もちろん、ステンカたちからは腹側は見えないし、無理して見たがっている場合でもない。それより、とステンカは改めてノーチェから情報をとりなおした。空中にいたほうがやはり映像がクリアだ。コルサコフ号はまだ沈しずめられてはいない。そしてもう、敵ガレー船が水平線上に見えていた。いまの勢いなら、あとほんの数秒で手が届きそうに思えた。キリエが着艦して白いローブの男に何かを告げ、そしてこちらを指さしたまま唖然としていた。さすがに予想外だったらしい。

　このまま行けるかと思われた矢先、白いローブの男はキリエを押しのけ、こちらに向けて右手を突き出した。ガレー船の舷げん側そくに光る円形の陣じんが描き出された。

　最も恐れていたものが来る予兆だ。

「発動から到とう達たつまでは一秒ありません」

　ノーチェが告げた直後、魔法陣が輝きをました。

「潜れ、すぐに！」

　ステンカが叫ぶと、ガングートは速度はそのままに頭から海面に突っ込んだ。跳ね上がった海水は、落ちるより先に魔法の砲ほう撃げきにさらされ、蒸発していった。

　ステンカたちは……無事、再び水中にいた。空気室はちゃんと張り直され、アバターも消えずにそこにいた。後ろに飛び去る泡が、いまだ速度の衰えぬことを示している。

「大丈夫か、どこかやられてない？」

　ステンカが訊たずねると、アバター少女はあっけらかんと笑って、

「大丈夫ですよー。直ちよく撃げきならともかく、かすめた位ならなんともありません」

　と答えた。さすがというか何というか。

「で、今度こそ突っ込んじゃうんですね？」

「うん、下からこう、斜めに、船の土手っ腹を突き破ってくれると助かる」

「はーい、それじゃ、そうしまーす」

　とんでもなく暢気な返事とともに、ガングートは三度、急浮上した。槍というより寝ねかせた剣のような角の先端が、敵てき艦かんの喫水線下にぴったりと狙いを定めているのが、空気室からでもはっきりと解った。

　ステンカたちは衝撃に備えて背びれに掴まった。あっけないほどスムースに、角は舷側を貫つらぬいた。勢い余ってそのまま、船を串刺しにしてしまったほどだ。

「このまま、バラバラにしちゃいます？」

「いや、まだやることがある。船長、僕らは海賊らしく切り込みだ。ノーチェは待機」

「私はー？」

　ガングートの問いに、ステンカは笑え顔がおで答えようとしたが、ひきつった。

「ごめん、僕らが片を付けるまで船を支えていて。もしも僕らがやられたら、そのときは船をばらばらにして、逃げるんだ。いいね」

「そういうの、さっきと言ってることが違うのですぅ」

　アバター少女は眉をひそめたが、ステンカとしては他にどうしようもなかった。ニーナには別働隊として、空に飛びだして敵の目を引き付けてもらうことにする。

「敵の魔道士はいま、でかいのを撃ったばかりで疲れているはず、だけど油断するなよ。よし、行こう」

「いいだろう、海賊の本領を見せてやるよ」

　ステンカとシェーラは空気室を飛びだし、ガングートの背から角を伝って、ガレー船に開いた大穴から内部に突とつ入にゆうをはかった。

「第二甲かん板ぱんに飛び込め、漕こぎ手てが詰め込まれているはずだ」

「なるほど、読めたよ」

　二人が船内に飛び込むと、太たい鼓こを抱かかえたリズム取りと、鞭をもった奴隷監督官、そして鎖くさりにつながれた漕ぎ手が多数、その場に残っていた。帝国兵は脱出するにも、彼かれ等らを解放なんかしないことが、宝島のときに解っていたから、ステンカはまず斧を振り上げた。シェーラが偃月刀カトラスを抜いて監督官に斬きりかかっているうちに、まず一人、手近な青い肌をした亜人をつなぐ鎖をたたき切った。それからもう一人、おそらくは異国の人間。

「仲間を解き放て、逃がしてやるぞ。この船はじきに沈むぞ！」

　本当は事情を話して、彼等も味方にしたかったが、手間がかかりすぎる。だからステンカはやむなく、パニックをあおった。

　漕ぎ手の奴ど隷れい達たちが暴れ出し、敵艦内が大混乱に陥ったという点では、結果は同じようなものだった。

　同時にステンカは、万が一にも中に見知った顔がいないかと探し回ったが、見当たらない。そのうち、自分が起こしたパニックに巻きこまれて、それどころではなくなった。

「なにやってんだ、上に行くぞ。大将の首を取るんだろ」

　監督官をあっさり討ち取ったシェーラに呼びかけられて、ステンカは泣く泣く諦あきらめた。登っていく人波にまぎれて、二人とも上甲板を目指す。

　汚よごれた薄うす暗ぐらい中甲板から一転して、光があふれ出した。見回すと、すでにあちこちで帝国兵と奴隷がもみ合っていた。武装した兵相手に丸まる腰ごしの奴隷達では数で押すほかないが、敵も同どう士し討うちを恐れて、強力すぎる範はん囲い攻こう撃げき魔ま法ほうは使えまい。

　それどころか、帝国士官は個別攻撃魔法を出そうとするのだが、島では銀貨さえ溶かした火の玉が、せいぜい髪に火を付けるくらいしか出来ないのだ。不思議そうに手を見つめているうちに、士官の頭に鈍器が叩きつけられた。

　別の帝国兵は、甲板から天空に向けて突き出したガングートの角に立ち向かっていた。だがこちらも、火の玉をぶつけても手前で消えてしまうし、剣でも歯が立たない。

「本当に相殺できるんだな、ありがたいぞ」

　おそらく敵の魔法の威力も減じられているのだろう。ステンカにとっては心強い。

「何をやっておるかッ、情け無い！」

　怒号とともに、船首楼の上に白いローブの男が現れた。間違いなく、さっきガングートに魔法を放っていた男だ。傍らにキリエもかしずいている。

「指揮官がいたぞ、引きずり下ろせ！」

　奴隷達にとっても恨み重なる相手なのだろう。甲板上の人波が一いつ斉せいに船首楼へと寄せていき、よじ登りはじめる。いまにも総大将に報復の嵐が叩きつけられる、その刹せつ那な、

「痴れ者が！」

　ランセンがさっと両腕をふるったとたん、天空から何本もの稲妻が降り注いだ。ひとつひとつは巨大なものではないが、丸腰の人間を吹っ飛ばすには十分すぎた。それが次々と、登ってくる奴隷達をたたき落としていく。甲板に落ちた犠牲者はすでに焼け焦げて絶命しており、勢い余って船にまで穴をあけていた。

「ふむ、干かん渉しようされたかと思ったが、むしろ加減が足りなんだか」

　ランセンにとっては、ガングートの魔法さえも致命的な障害ではないらしい。

「おのれ！」

　奪うばった剣を振りかざしてランセンにとびかかった者も何人もいたが、振り向きもしないランセンの雷一発で火だるまとなり、ことごとく船外へと吹っ飛ばされていく。一いつ緒しよにとびかかろうとしていたニーナは這々の体で逃げた。

　竜りゆう騎き士しキリエも自ら槍で寄せ来る奴隷を串くし刺ざしにした。キリエの《飛竜リンドヴルム》はブレスを吐けないかわり、直接、あの青い亜人にかみついて食い殺した。

　一度は勢いづいたかに見えた反乱は、たった二人と一頭の前に潰えるかに見えた。

「シェーラ、やっぱり行くしかない！」

「おう、大将の首をとるのは、あたいらだ。みんなは退けーっ！」

　ステンカとシェーラは人々の前に飛びだした。雷撃の予兆をぎりぎりで避よけ、船首楼に飛び込んで、中から駆かけ上あがる。これならば雷の連撃は食らうまい。だが、どこから出てくるかは読まれてしまう。二人はうなずき合うと、出口に落雷を食らう前に一気に飛びだして、上甲板に転がった。

　二人が見上げると、魔道士はすでに振り返って、こちらを見下ろしていた。

「おまえが、達人ランセン閣下とやらか」

　呼びかけると、魔道士はゆっくりとフードをとった。なるほど、貫禄のある老年の男が顔をのぞかせた。

「いかにも、神聖帝国内海遠征軍指揮官、雷のランセンとは余のことだ。貴様らは、いや、名乗らずともわかるぞ。海賊シェーラと、鍵かぎの小僧だな。だが、どうしてここに我らがいるとわかった。貴様らは干ひ潟がたで泥どろにまみれているはずではなかったか」

　負けじと、ステンカも前まえ髪がみを掻き上げ、変色した瞳を見せつけて、せいいっぱいの見得を切って見せた。

「ラヴァルス家正当後継者、ステパン・ラヴァルス見参、と言っておこうか。偉大なる神の目はいまや僕の手の中にある。どこに隠かくれようと見逃しはしない」

　ステンカはあえて祖先の名を騙った。「神の目」は、比喩のつもりで使っただけの言葉だった。しかしランセンは、ステンカの顔を見るなり得心したように言った。

「貴様のその目……やはり、そうか。《神の目》こそ宝であったか。ならばなんとしても、渡わたしてもらわねばならんな。貴様などに、世界の姿を手にする資格は無い！」

　ランセンは武器も札さえも持たず、ただ両手の指二本ずつを立てて構えた。

「消耗していると思っとるだろうが、貴様らを消し飛ばすくらいの力は残っておるぞ」

「こっちにもそれなりの備えはあるさ」

　ステンカがうそぶいたそのとき、援軍が現れた。大たい砲ほうの着弾を知らせる水柱が上がり、遅れて炸裂音が届く。いまや海かい賊ぞく軍ぐんは逆に、敵を挟撃することに成功したのだ。

「予定通り、間に合ったみたいだね」

　ノーチェと見つめ合っていないのに、ステンカはすべての位置関係を掴み、コルサコフ号を指揮していた。「目印」にしているプローブを動かすと、海賊の砲ほう手しゆは狙ねらいをそこに合わせて撃ち込んでくる。砲ほう弾だんは、船せん尾び楼ろうや帆ほ柱ばしら、砲ほう座ざなど、ガレー船の力を担う急所を的確に打ち据えながら、奴隷達をなぎ倒すことはなかった。

「竜騎士二騎がかりで仕留め損ねただと？　これも〝神の目〟の力か。まさか貴様、ここまで計算ずくとでもぬかすかーッ!?」

　ランセンが目をむく。ステンカはここぞとばかりに、笑ってやった。

「そうとも、この戦場のことはすべて僕が支配した。お前に勝ち目はない」

「すげーな、お前」

　シェーラが仲間の登場に狂喜した。砲弾がついにガレー船の帆柱をへし折り、帆が甲板上の兵たちに覆い被さる。これでは、どちらも自由が利くまい。

「ばかな、あの少年に、これほどの力が……」

　狼ろう狽ばいするキリエに、ランセンはおごそかに告げた。

「初めに目を付けておきながら見抜けなかったのは、ぬしの不覚よの、グロッサム卿。ここに竜がいても役にはたたぬ。部下が仕留め損ねたあの海賊船、汝が始末をつけよ」

「ははっ」

　キリエはかしこまって《飛竜リンドヴルム》で飛び立った。それを見たステンカもすかさずニーナに呼びかける。

「倒せなくてもいい、みんなを守れ！」

「むちゃいうにゃーっ！」

　ニーナは悲鳴を上げながらもキリエを追っていった。船首楼上には、両軍の指揮官たちだけが残された。

「ずいぶんと、余よ裕ゆうじゃないか」

　キリエがいなくなってほっとしているのに、それを隠してステンカが問う。

「船一隻失おうと、貴様らと竜一頭始末するのに、不都合はないのでな」

　ランセンも指をかまえて答える。

　ステンカとシェーラは斧おのと刀を意味ありげに交換し、持ち替えた。お互たがい、じりじりと間合いをはかりながら、ゆっくりと回るように移動する。攻撃魔法をもつランセンのほうがリーチは圧あつ倒とう的てきに長い。時間をかければ、魔法を紡ぐ時間も与えてしまう。

　だが、一発撃うたせてしまえば次の呪じゆ文もんまで間が必要になる。ステンカの目にはすべての位置関係が見えている。そのタイミングを支配しなければ……

「ぬん！」

　ランセンが雷の柱を放った。ステンカとシェーラは、予期していたかのように横に飛とび退のく。いや、予期していた。その後の、お互いの位置関係がどう変わるか、までも。

　だが、ランセンも早い。両腕からそれぞれ時間差で雷撃を繰り出してくる。真下にいなくても破片が襲いかかり、筋肉が痺れて、なかなか思うように動けない。

　位置は、ついにステンカが望んだ形になったのに、隙が、ない――

　何か、突破口が欲しい、とステンカが切望した、その瞬間。

　突とつ如じよとして、海うな原ばらに奇声が鳴なり響ひびいた。ステンカには覚えがあった。ニーナが竜騎士から仲間を守るため、「とっておき」を使ったのだ。

　さしものランセンも、これには一いつ瞬しゆんひるんで、海賊船を振り返った。

「今だッ！」

　ステンカが命じるのにも、声を出す必要はなかった。海面を割って真上に、砲弾のように飛びだしてきた黒い影かげは、空中で黒い服の女の姿となり、落下しながら長銃マスケツトを構えた。ノーチェに残された最後の弾道飛行能力。そして手にした長銃マスケツトには、一発きり、魔法金属の弾だん丸がんが込められていた。

　ノーチェはまさしく機械的な正確さで狙いをつけると、その魔弾を放った。
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「なんの！」

　ランセンはとっさに、左手の指で瞬時に陣を描き、防ぼう御ぎよの魔法を発動した。弾速より速く発動できるとは、まさに達人といえるスピードだった。だが、普ふ通つうの銃じゆう弾だんなら簡単にはじき返す魔法の盾たてに、魔弾は拮抗して、空中でせめぎ合った。

「なんとっ!?」

　さしもの達人も驚愕せざるを得なかったようだ。もちろん、ステンカは魔弾を強くできる射手としてノーチェを選んでいた。

　イズデリエ98が魔ま法ほうの弾薬庫になれるのなら、そこから魔ま力りよくをチャージされているノーチェだって、持った武器を魔法付与エンチヤントできておかしくはないだろう、と。

　だが、ノーチェを敵の前に連れ出すわけにはいかない。奪われぬために、そして敵の意表を突くために、ノーチェと別行動をとらねばならない。「焼き付け」をしたのは、戦いながら見つめ合うひまがないから、というだけではなかったのだ。

　そして、魔弾も、もう一本――

「えやあああっ！」

　気合いと共に、ステンカが偃月刀カトラスで斬りかかった。ランセンはさらに右手でも魔法の盾を発動させて、これも受け止めて見せた。

「隙を作ればなんとかなると思ったか、甘あまい……わ？」

　魔道士が目をむいたのは、ステンカの斬撃ではなく、弾かれたかに見せかけて半回転したステンカの右手に握られていた、短い矢弾クオレルのためだった。それはやはり魔法金属の鏃やじりで、繰り出された防御魔法の隙をかいくぐって、ローブに突き立てられた。

　そして、そのまま空中に止まった。

「ばかめ、魔法使いの服に魔法がかかっていないものか」

　ランセンはすかさず右の魔法盾を解除し、小さな電光をステンカの眼前に発した。ステンカはとっさに偃月刀カトラスを盾にしたが、刀は弾かれ、湯気を立てて甲板に転がった。ステンカ自身も後ろにはじき飛ばされ、倒たおれる。二つの同時魔法攻こう撃げきをしのいだと思って、ランセンは今度こそほくそ笑えんだ、はずだった。

　だが、防いだはずの鏃がローブに突きつけられたまま、落ちない。ランセンの顔色が変わった。そして入れ替わりに飛び込んで来たシェーラが、斧の背を、空中に静止した鏃に叩きつけた。

　打撃力に加えて魔力を注ぎ込まれた鏃は、今度こそローブを貫いた。

「ぐはっ」

　ランセンがうめいたはずみに左手の盾も解け、再び動いた弾がこめかみに命中した。威力がそがれていたため、脳天を撃ち抜くにはいたらなかったが、致命的な一発だった。

「天使語は魔法使いにしか読めない。なら、読める者には魔法の素質があるんだろ。怪物になつかれるような人には、竜騎士みたいな力もあるんじゃないのか。違ちがうかい？」

　ステンカはよろよろと立ち上がりながら問いかけた。自分の目やノーチェに注意を引き付けておいてその実、シェーラこそが、本当の切り札だったのだ。

「な、なぜ、生きておる。どこまで、計算ずく、だ……？」

　あえぐランセンに、ステンカは焦げて縮れた前髪を掻き上げながら言い放った。

「いや、閣下の強さには十分驚おどろいたよ。刀を放してなかったら死んでいた。それでも閣下は負けたはずさ、自身の失策でね。『二兎を追う者は一兎をも得ず』、常識だよね？」

　ステンカがそれに気づいたのは、二隊に分かれた竜騎士が通信を交かわしたあのときだった。標的を一つに絞しぼれない指揮官、ならば、いくつもの奇襲、挟撃でたたみかければ判断を誤らせ、自滅させられるのではないか、と。

「……不覚は、我のほうであったか……だが！」

　ランセンはなおも魔法を繰り出そうと右手を挙げたが、すでにその動きに鋭さはなかった。ステンカは最後の力を振り絞ると偃月刀カトラスを拾い上げて、斜ななめ上うえに切り裂いた。大魔道士は今度こそ絶命し、舷側から海に落ちた。同時に帝国の兵へい達たちが絶望の悲鳴を上げた。

「そんな、ばかな。内陣魔道士がやられるなんて！」

「だめだーっ、閣下でなければ《大海竜ワイズ・ドラゴン》には勝てないッ！」

　あとは総崩れとなった。反乱奴隷に追い立てられた帝国兵たちは海賊に捕まる前にと、我先に海へと飛び込んでいく。

　キリエら三騎の竜騎士は異常事態に気づき、コルサコフ号を放ほうり出だして舞い戻ってきたが、これほど乱戦になってしまっては、手も足も出せなかった。

　やがて彼等は海面に舞い降りると、ランセンの遺体を拾い上げて飛び去っていった。間際に再び、ステンカとキリエの視線が交錯したが、キリエは黙って引き上げていった。

　ほとんどの帝国兵は置き去りにされた。何人かはなんらかの魔法を使って逃れたようだが、それ以外は捕ほ虜りよか、怪物の餌えさになるかを選ぶしかなかった。

　ステンカは敵の抵てい抗こうがなくなったのを確かく認にんしたとたん、力ちから尽つきて甲板にへたりこみそうになった。すかさず二本の手が同時に差し出されて、その身を支えた。

　シェーラと、ノーチェに抱えられて、ステンカはようやく持ちこたえた。

「無理をなさらないでください。御身は侯爵家再興の重責を背負っているのです」

　例によってのノーチェの言葉も、今はどうしたわけか、すこし温かみを感じた。

「だいいち、主役が倒れたんじゃ格好つかないだろ」

　と言うシェーラを、ステンカは逆に押しだした。

「『お頭かしら』は君だろ、忘れたのか」

「そういう問題かよ」

　シェーラは呆あきれたが、ステンカがどうしても前に出たがらないので、勝ちどきを上げる役を引き受けてくれた。

　歓かん声せいに包まれる船上を見て、ノーチェはつぶやいた。

「理不尽です。ラヴァルス家後継者であるステンカ様が賞賛を浴びるべきです」

「いや、ちょっと僕ぼくには、ああいうの、向いてないと思うな」

　ステンカが苦笑いすると、その横に今度はガングートのアバターが現れた。

「あのー、私はいつまでこの船を支えていればいいんでしょう？」

「それより、幻でも服は着せてよ、人前だし」

　いろんな意味でとてつもないものを仲間にしてしまったことに、ステンカは今いま更さら、頭を抱えた。







終章







　結局、コルサコフ号もガレー船も自力航行が難しいほど損傷してしまったので、ガングートの労働はまだ終わっていなかった。二隻とも背に「座ざ礁しよう」させたような形で、新たな根拠地が見つかるまでは、あてもなくさまようほかなかった。

「いっそのこと、このまま船がわりになってもらったほうが早いかもしれない」

「そりゃひどい。けど風向き気にしなくていいのは、ありがたいかもなァ」

　ステンカとシェーラは冗談のつもりだが、肝かん心じんのガングートには通じないようだ。

「ひどいですー。せめて何かごほうびが欲しいですー」

　とアバターが密度を上げてステンカにまとわりつくのは、やむを得ないだろう。よしよしと頭をなでてなだめるが、視線はそらしてしまう。ようやくのことで服は着させることができたが、構造が説明できないので、結局下着みたいなものしか出せなかった。戦いを終えたステンカにとっては、いまさらながら刺激的すぎた。おかげでコルサコフ号の船尾楼は船長室なのか女郎屋なのか、微妙な風景となってしまっている。

　まるで張り合うように、シェーラも反対側に寄り添ってくる。いや、そもそも彼女の船室なのだから当然の権利、だが。

「仇かたきは、とったよな」

　シェーラはしんみりとした口調で問いかけてきた。

「……ラスラーンを殺したのが本当にあいつだったなら、そうなるね」

　けれどもそのことは確かめようもないだろう。おそらくランセンを問い詰めたとしても、いちいちひとり一人は覚えていなかったのではないか。

「だから、まだ終わってはいないよ。前にも言った。僕はもう、奴等のそういうところが許せなくなっているんだ」

「なら、仲間になってくれるのか」

　シェーラは再び提案してきた。ステンカは直接は答えず、別のことを言った。

「君は言ったよね。勇士がいないから、海賊になったんだって」

「言ったね」

「けど、海賊が勇士になったら、まずいのかな」

「おまえ、そんなものになる気か？」

「いや、君がなるべきだ」

　シェーラが戸惑うのが解った。けれど、ステンカはごく真面目に言ったつもりだった。

「みんながついてくるリーダーは君なんだ。だから、君がなるしかない。僕は君を海賊の勇士にする。それが僕なりの、仲間になる意味じゃないかな」
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　ステンカは、二度と普通には戻らないと言われた右目に手を添えた。そのためになら、ノーチェの、神の目と呼ばれたあの力を使ってもよいのではないかと思う。

「やつらと本気で戦うなら、そうでなきゃだめだ。もっと味方が要る。それも神の目で探せばいい。それは僕がやる。でも、勇士になるべきは、やっぱり」

「あ、あはは、何言ってるんだ、海賊勇士なんてそりゃおまえ……格好良すぎるだろ。いや、そうだ、お前も海賊らしくなってもらわないと。いっそ眼帯とかしてみるか？」

　シェーラは照れ笑いを浮かべつつも、まんざらでもない様子だった。

　ノーチェはすこしだけ首をかしげたが、珍めずらしく異論を挟まず、ただ、ステンカの決意を見守るようにたたずんでいた。







　大内海よりはるか西、内陸部にある神聖帝国の教都イルモアまでは、普通に行けば馬車でも半月。飛竜リンドヴルムで飛んでも、数日はかかるだろう。

　にもかかわらず、キリエ・グロッサムと配下の竜騎士は、ランセンの遺体を翌日には連れ帰り、大聖堂に座す守護龍メッサーと、内陣魔道士団に拝謁していた。

「汝ら、よくぞおめおめと帰れたものよ」

　との批判が、竜騎士たちにも突き刺さる。ことに、「撃墜」されたクライネは、屈辱のあまり今にも舌をかみ切りかねなかった。

　それを制したのは、メッサーの間近に控える、もっとも高位の魔道士、総主教だった。顔はフードに覆われて、キリエからもはっきりとは見えない。

「どれ、無様であったのか、それとも強敵の出現か、確かめてみようぞ」

　総主教は、呪文と手て振ぶりののち、死せるランセンの頭に右手をかざした。人ひと魂だまの燃えかすのような弱々しい光が死体を離れ、手に吸い込まれる。

　総主教は「うむっ」とうめき、背後のメッサーに一礼した。

「どうやら、海賊と《大海竜ワイズ・ドラゴン》を本気で叩かねばならなくなったようでございます」

　暗がりの奥おくで、魔王竜とも称される「西のメッサー」はただ、不ふ愉ゆ快かいそうに唸っただけであったが、魔道士達はすべからく、その意を汲んだ。

「衛門将キリエ・グロッサム。この始末は必ず、つけてもらうぞ」

　総主教はそれだけを告げて、霧きりのように姿を消した。

「は、一命に替えましても、ランセン閣下の遺志を全うする所存であります」

　キリエの心には、安あん堵どよりも先にステンカと海賊への敵意が満ちていた。







　ボレロフ伯爵領は、東岸諸侯の所領としてはけっして大きくない。だが、天然の良港、それも軍港に最適な土地をもっていたことが、伯爵家の地位を特別なものにした。

　小さいながらもうまい形に突き出した岬みさきは灯台兼要塞の建設に最適だったし、その奥の湾わんはおだやかで深く、軍ぐん艦かんが集うのに向いていた。

　大湿地帯の戦いに決着がついたそのころ、伯領警備艦隊はようやく、この根拠地に帰港した。帆ほを傷つけられて速度が出せなかった上、出て行った時より二隻も少ない。

「珍しく、本気の撃ちあいになったようだな」

　その惨憺たるありさまを見て、当主ボレロフ伯爵は嘆息した。海賊も帝国軍も、ちょっと脅せばすぐ出て行って、さほどの損害にはならないのが通例であったのに。

　おかしいといえば、二日ほど前以来ここからでも見える火山の噴ふん火かだ。あんなところに火山島があったとは聞いていないし、海図にも載っていない。

　たたごとではないと感じた伯爵は自ら港へ帰還兵を出迎えに行き、話を聞き集めた。そのうち、助けた捕虜のひとりが、とんでもない証言をしていると伝えられた。

　伯爵はその捕虜に会うことにした。担架で連れてこられたのは、いまにも死にそうな大けがをしているくせに、やたらと好戦的な目をかっと見開いた、黒くろ髪かみの少年だった。

「君、名前は」

　伯爵はなるべくおだやかに語りかけた。敵では無いと思わせるためだ。少年は答えた。「……ラスラーン。名字は……ない」

　ラスラーンは、息も絶え絶えながら、はっきりと答えた。

「そうか、私はボレロフ、警備艦隊の長だ、わかるかね。それでラスラーン君、あそこで一体、何をしていた」

「……海かい賊ぞくの捕虜になって、帝国軍と戦っていた」

「何故そんなことに」

「宝島だから。ラヴァルス家の遺産は実在した！」

　そこまで言うと、いきなりラスラーンは跳はね起おきて、ボレロフ伯に詰つめ寄よった。

「卿が司令なら、頼みがある。俺おれを水兵にして、あんたの海軍に入れてくれ！」

　さしものボレロフ伯も気圧され、とっさに衛兵がラスラーンに槍を向けたが、伯爵は息をととのえ、槍をどけさせた。改めてラスラーンに語りかける。

「そんなことをしなくても海賊は捕まえる。君は、怪け我がを治すのが先だ」

「そんなヒマはないんだ、秘宝は海賊か帝国の手に渡ってしまったんだぞ。どんなおそろしい秘密があったか解わかったものじゃない。取り返すならいますぐでないと手て遅おくれになる」

「それは我々に任せたまえ」

「いやだ。やつらは俺にとっても仇だ。俺の最後の、たったひとり残った親友も奪いやがったんだぞ！」

　もちろんこのとき、ラスラーンは知らなかった。ステンカが生き延びて、みずから海賊の仲間となったことを。

　説得しても無む駄だだということを、伯爵は悟さとった。

「解った。だがまずは体を治せ。歩けるようになったら志願にくるといい。その気迫なら、ものになるだろう。名前は覚えておく」

　ボレロフ伯はそう答えると、次の瞬しゆん間かんにはさっそく、宝の真偽を確かめ方策を相談すべく、幕僚に召集をかけた。

　伯爵は、ラスラーンの本心のすべてまでは、見通していなかった。







あとがき







「ファンタジーである」

　というものすごい一言で始まる小説がありました。

　昔の話ですが、いや、本当にあったんですよ。

　で、最近なんかまたファンタジーが増えているそうで。私も元々はファンタジーでデビューした人間ですから、気合を入れるべく先人の言葉をお借りしようというわけです。

　といってさすがに本文をこれで始めるわけにもいかないので（それ以前に余所様の作品ネタだ）、あとがきでやってみました。

　ファンタジーなので、当然ドラゴンなどがいて以下略。

　そんなの見ればわかるとおっしゃるでしょう。でもタイトルとコニシさんの絵という時点で、どこぞのあれみたいなのだと思った人もいるんじゃないかと。

　まあ、実際私もあちらで「提督」やってますけど。

　霧島さん大好きです！

　いやそれはおいといて。

　本作でも海で大砲撃ったりしますけど（滝汗）、時代イメージはだいぶ違うのでその。




　初めまして、あるいはお久しぶりです。それともここは「ＨＪよ、私は帰ってきた！」とか叫ぶべきでしょうか。物騒な武器持ったＭＳには乗っていませんが。

　どーも、富永です。

　ここしばらくは主に大人向けの、やっぱり海で大砲撃ったりする話を書いておりました。で、そっちで昨年、現代の海賊と自衛隊が戦う話を書いたのですよ。

　それはいいんですが……




　現代の海賊には、ロマンが無い！




　そもそもまだいるってことをご存じない方もいると思いますが、現代のは快速のゴムボートに乗り自動小銃や対戦車ロケットで襲ってきます。ソマリア沖によく出没し、自衛隊も対策のために派遣されています。

　それはそれで話のネタにはなったのですが……

　やっぱりねえ、格好いい（ないしは萌える）船長に率いられた強力な海賊船でないと、なにか、ものたりないじゃないですか。

　カリブ海のあいつとか戦隊とか宇宙とか女子高生とか。

　丁度その直後に、担当Ｍ氏からファンタジーを発注されたもので、せっかくだから書いてみたくなったわけです。ロマンあふれてるほうの海賊を。

　まァ、今時ただ海賊やるだけじゃ何ですから、いろいろスケールはでかくしてみました。なにより、そのまま海賊やってても「提督」にはなれませんからね。ミリタリー要素は徐々に増やしていく予定です。これからですよ、これから。

　お楽しみに。




　関係ないけど、今年はわりといっぱいプラモを作りました。某変形する架空スホーイとか、特撮人形劇の架空ミグとか。戦車模型ブームには巻きこまれなかった（ていうか、ソ連戦車は普段から作ってる）のですが、艦船のほうはわりと久しぶりで、今度こそ巻きこまれたと言うべきでしょう。

　霧島さん大好きといいながら、戦艦ではなく巡洋艦ですが。

　……スラヴァ級ミサイル巡洋艦。

　結局ソ連艦かーい！　せめてそこはヴェールヌイとか言えよ、とかのツッコミが聞こえてくる気がしますが、やろうにも引き渡し後の艤装について資料が無くてですね。

　今シリーズの資料に帆船模型を作るという案は自主的に実行していません。あんな面倒くさそうなものを描かせてしまって、コニシさんには申し訳ないやらなにやら。ありがとうございました。今後もよろしくお願いいたします。

　ではまた。




　ていうか結局また、冬の発売になりましたなあ。ハラショー。








世界創世紀元七五二一年／飛行機紀元一一○年十月

富永浩史









◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３

東京都渋谷区代々木２―15―８



（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部


富永浩史先生／コニシ先生
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